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１ 調査の概要                                

（１）調査の目的 

東近江市では、平成２８年度策定した「第２次東近江市総合計画」に基づき、「うるおいとに

ぎわいのまち東近江市」を目指してまちづくりを進めています。住みよいまちを実現するために、

市民の意識や生活スタイルなど、まちづくりに関する意見を聞くことを目的に、市民意識調査を

実施しました。 

 

（２）調査対象 

平成２９年８月１日現在、東近江市在住の満１８歳以上の市民３,０５５人を対象としました。

（住民基本台帳から無作為抽出） 

 

（３）調査期間 

平成２９年８月２１日から平成２９年９月４日まで 

 

（４）調査方法 

郵送による配布・回収、無記名 

 

（５）回収状況 

調査票の配布数３,０５５件に対し、宛先不明として返送されてきた調査票が１１件あり、到達し

た配布数は３,０４４件でした。回収した調査票数１,４１８件に対し、白紙で無効の調査票数はなく、

有効回収調査票数は１,４１８件、回収率は４６.６％でした。 
 

配  布 回  収 
到達配布数に
対する回収率配布数 不到達数 到達配布数

回収 
調査票数 

無効 
調査票数 

有効回収 
調査票数 

3,055     11 3,044 1,418    0 1,418 46.6％ 

 

 

（６）調査結果の表示方法 

・回答は、各設問の有効回答数（Ｎ)を母数とした百分率（％）で示しています。また、小数点第２

位以下を四捨五入しているため、合計が１００.０％にならない場合があります。 

・複数回答の設問については、回答者が全体（Ｎ=１,４１８）に対してどのくらいの比率であるかと

いう表記になるため、回答比率の合計が１００.０％を超える場合があります。 

・調査結果を図表で表示していますが、グラフ以外の表（複数選択の設問）は、最も高い割合のもの

を  で網かけをしています。（無回答を除く。） 

なお、選択数を限定している設問は、選択数の分だけ次に多くあげられているものも薄く網かけし

ています。 

・指定の回答数以上の回答や分岐設問等での誤った回答などは、すべて「無回答」として集計してい

ます。 

・性別や年代別、居住地区別の集計の場合、無回答を排除しているため、その有効回答数の合計と全

体の有効回答数が合致しないことがあります。 
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２ 調査結果                                 

 (1)回答者属性 

問１ 性別 

  「男性」が 43.3％、「女性」が 53.7％で、男女比は約 2：3 となっています。 

 

N =

1,418 43.3 53.7 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

問２ 年齢 

  年齢については、「70 歳以上」が 26.6％と最も多く、次いで「60 歳代」が 22.7％、「40 歳代」

が 14.4％、「30 歳代」が 14.3％の順となっています。 

  60 歳以上が 49.3％とほぼ半数を占めております。 

 

 

N =

1,418

1.3

6.8 14.3 14.4 12.8 22.7 26.6 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

問３ 居住地区 

  居住地区については、「能登川地区」が 21.6％と最も多く、次いで「蒲生地区」が 11.6％、「五

個荘地区」が 10.8％、「八日市地区」が 9.7％となっています。 

  また、旧八日市市の 8 地区を合計すると、36.6％となっています。 

 

 

 

N =

1,418

1.8 3.23.2

3.9

2.9

6.0 9.7 5.9 5.4 10.8

3.9

8.2 21.6 11.6

1.1

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

旧八日市市８地区36.6％
 旧八日市市８地区 36.6％ 

男性 女性 無回答

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代

50歳代 60歳代 70歳以上 無回答

平田地区 市辺地区 玉緒地区 御園地区

建部地区 中野地区 八日市地区 南部地区

永源寺地区 五個荘地区 愛東地区 湖東地区

能登川地区 蒲生地区 わからない 無回答
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(2) 住みごこちや愛着等について 

問４ あなたは、東近江市の住みごこちをどう思いますか。《○１つ》 

８割近くが住みごこちが良い 

  東近江市の住みごこちについては、「良い」が 24.3％、「どちらかといえば良い」が 53.0％で、

これらを合わせると 77.3％となり、8 割近くの人が住みごこちが良いと感じています。一方、「ど

ちらかといえば悪い」と「悪い」を合わせると 14.4％となっています。 

  過去の調査と比較すると、住みごこちが良い（「良い」と「どちらかといえば良い」の合計）の

割合は増加傾向を示しています。 

  年代別では、10～20 歳代と 70 歳以上で「良い」とする人が多くみられます。 

  居住地区別では、住みごこちが良い（前述）の割合が、建部地区、能登川地区、南部地区で高く、

愛東地区、市辺地区、平田地区で低くなっています。 

 

 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

まちづくりアンケート
（平成27年度）

まちづくりアンケート
（平成22年度）

1,219

まちづくりアンケート
（平成17年度）

24.3

24.4

22.5

14.5

15.3

53.0

51.0

54.6

54.1

47.1

12.1

13.6

11.6

16.7

17.7

2.3

3.1

3.5

4.4

4.9

7.5

7.0

5.2

7.8

14.2

0.9

0.9

2.6

2.5

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
  良い 悪い 差 

①今回調査（平成 29 年度） 77.3 14.4 62.9 

②市民意識調査（平成 28 年度） 75.4 16.7 58.7 

③まちづくりアンケート（平成 27 年度） 77.1 15.1 62.0 

④まちづくりアンケート（平成 22 年度） 68.6 21.1 47.5 

⑤まちづくりアンケート（平成 17 年度） 62.4 22.6 39.8 

①－⑤ 14.9 -8.2 23.1 

＊良い：「良い」と「どちらかといえば良い」の合計 

＊悪い：「どちらかといえば悪い」と「悪い」の合計 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

23.5

25.1

52.3

54.3

13.5

10.6

2.3

2.0

8.3

7.1

0.2

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

単位：％ 

良い どちらかといえば良い どちらかといえば悪い

悪い わからない 無回答
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【年代別】 

 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

31.6

32.3

20.2

22.5

13.2

20.5

34.7

36.8 

49.0 

58.1 

54.9 

60.4 

55.0 

46.4 

10.5

12.5

11.3

12.3

16.5

13.0

9.8

0.0

3.1

3.0

1.5

2.2

2.2

1.9

21.1

3.1

7.4

6.9

7.1

8.7

6.9

0.0 

0.0 

0.0 

2.0 

0.5 

0.6 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

15.4

15.6

19.6

23.6

29.3

25.9

29.2

27.7

27.6

22.9

33.9

20.7

26.5

18.2

33.3

53.8 

53.3 

60.9 

56.4 

58.5 

54.1 

48.9 

54.2 

48.7 

56.9 

30.4 

51.7 

56.9 

52.7 

40.0 

7.7

11.1

8.7

18.2

7.3

8.2

9.5

10.8

11.8

9.8

17.9

18.1

9.8

18.2

13.3

7.7

4.4

2.2

0.0

2.4

2.4

2.9

0.0

0.0

2.0

0.0

4.3

1.3

4.2

0.0

11.5

15.6

8.7

1.8

0.0

9.4

9.5

7.2

10.5

7.8

17.9

5.2

4.9

5.5

13.3

3.8 

0.0 

0.0 

0.0 

2.4 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

0.7 

0.0 

0.0 

0.7 

1.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

良い どちらかといえば良い どちらかといえば悪い

悪い わからない 無回答
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問５ あなたは、東近江市に対して愛着がありますか。《○１つ》 

６割が東近江市に対して愛着がある 

  東近江市に対する愛着については、「とても愛着がある」が 21.3％、「やや愛着がある」が 43.4％

で、これらを合わせると 64.7％となり、6 割の人が東近江市に何らかの愛着があると回答してい

ます。一方、「あまり愛着がない」と「愛着がない」を合わせると 12.7％となっています。また、

「どちらともいえない」とする人も 22.1％と 2 割います。 

  過去の調査と比較すると、愛着がある（「とても愛着がある」と「やや愛着がある」の合計）の

割合は、増加傾向を示している一方、「とても愛着がある」の割合は減少傾向を示しています。 

  年代別では、年齢があがるほど、東近江市に対して愛着がある（前述）の割合が高くなる傾向が

みられます。また、10 歳代だけが 6 割近くが「どちらともいえない」としています。 

  居住地区別では、愛着がある（前述）の割合が、建部地区、能登川地区、南部地区で高く、愛東

地区、市辺地区、平田地区で低くなっています。 

 

 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査

（平成28年度）
1,461

まちづくりアンケート

（平成27年度）

21.3

22.6

25.1

43.4

38.9

36.6

22.1

23.6

22.4

9.9

10.5

7.8

2.8

3.8

3.0

0.4

0.6

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

  愛着がある 愛着がない 差 

①今回調査（平成 29 年度） 64.7 12.7 52.0

②市民意識調査（平成 28 年度） 61.5 14.3 47.2

③まちづくりアンケート（平成 27 年度） 61.7 10.8 50.9

①－③ 3.0 1.9 1.1

＊愛着がある：「とても愛着がある」と「やや愛着がある」の合計 

＊愛着がない：「あまり愛着がない」と「愛着がない」の合計 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

21.0

21.7

42.7

44.9

23.0

21.2

10.3

9.7

3.1

2.4

0.0

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

単位：％

とても愛着がある やや愛着がある どちらともいえない

あまり愛着がない 愛着がない 無回答
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【年代別】 

 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

0.0

16.7

16.7

18.1

12.6

23.9

30.2

21.1 

44.8 

42.4 

43.1 

47.8 

43.8 

43.2 

57.9

21.9

22.2

22.1

23.1

22.7

19.6

15.8

11.5

13.8

14.2

13.2

7.8

5.3

5.3

5.2

4.9

2.5

2.7

1.9

1.6

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

15.4

15.6

19.6

23.6

29.3

25.9

29.2

27.7

27.6

22.9

33.9

20.7

26.5

18.2

33.3

53.8 

53.3 

60.9 

56.4 

58.5 

54.1 

48.9 

54.2 

48.7 

56.9 

30.4 

51.7 

56.9 

52.7 

40.0 

7.7

11.1

8.7

18.2

7.3

8.2

9.5

10.8

11.8

9.8

17.9

18.1

9.8

18.2

13.3

7.7

4.4

2.2

0.0

2.4

2.4

2.9

0.0

0.0

2.0

0.0

4.3

1.3

4.2

0.0

11.5

15.6

8.7

1.8

0.0

9.4

9.5

7.2

10.5

7.8

17.9

5.2

4.9

5.5

13.3

3.8 

0.0 

0.0 

0.0 

2.4 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

0.7 

0.0 

0.0 

0.7 

1.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

とても愛着がある やや愛着がある どちらともいえない

あまり愛着がない 愛着がない 無回答
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問６ あなたは、東近江市を自慢できますか。《○１つ》  

４割近くが自慢できる、４割が「どちらともいえない」 

  東近江市を自慢できるかについては、「どちらともいえない」が 41.9％と最も多くなっています。

また、「とても自慢できる」が 7.5％、「やや自慢できる」が 30.9％で、これらを合わせると 38.4％

となり、4 割近くの人が何らか自慢できるとしています。一方、「あまり自慢できない」と「自

慢できない」を合わせると 18.6％となっています。 

  過去の調査と比較すると、年度によって変動はありますが、平成 28 年度の調査より自慢できる

（「とても自慢できる」と「やや自慢できる」の合計）の割合が増加し、自慢できない（「あまり

自慢できない」と「自慢できない」の合計）の割合が減少しており、評価はあがっています。 

  性別では男性より女性が、年代別では 20 歳代から年齢があがるほど、自慢できる（前述）の割

合が高くなっています。 

  居住地区別では、自慢できる（前述）の割合が、建部地区、御園地区、永源寺地区で高く、平田

地区で低くなっています。 

 

 

 

N =

今回調査

（平成29年度）
1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

まちづくりアンケート

（平成27年度）

7.5

6.9

7.5

30.9

29.0

31.1

41.9

41.4

39.2

13.0

16.1

11.5

5.6

5.9

4.4

1.1

0.8

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

  自慢できる 自慢できない 差 

①今回調査（平成 29 年度） 38.4 18.6 19.8 

②市民意識調査（平成 28 年度） 35.9 22.0 13.9 

③まちづくりアンケート（平成 27 年度） 38.6 15.9 22.7 

①－③ -0.2 2.7 -2.9 

＊自慢できる：「とても自慢できる」と「やや自慢できる」の合計 

＊自慢できない：「あまり自慢できない」と「自慢できない」の合計 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

7.5

7.9

27.2

34.2

43.6

41.5

14.0

11.8

6.8

4.1

0.8

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

単位：％

とても自慢できる やや自慢できる どちらともいえない

あまり自慢できない 自慢できない 無回答
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【年代別】 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

0.0

3.1

6.4

5.9

2.7

9.6

11.4

26.3 

18.8 

26.1 

28.4 

32.4 

32.6 

36.6 

52.6

59.4

45.3

43.1

39.0

42.5

35.3

5.3

12.5

14.8

16.2

16.5

10.6

11.9

15.8

6.3

7.4

5.9

8.2

3.7

3.7

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

1.1 

0.9 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

15.4

11.1

17.4

16.4

29.3

27.1

22.6

27.7

30.3

17.6

30.4

19.0

24.8

12.1

13.3

30.8 

42.2 

47.8 

61.8 

53.7 

37.6 

39.4 

42.2 

44.7 

43.8 

32.1 

49.1 

44.4 

41.8 

46.7 

30.8

35.6

26.1

10.9

14.6

24.7

21.2

21.7

18.4

23.5

21.4

19.0

19.0

29.7

20.0

19.2

8.9

6.5

10.9

2.4

7.1

13.1

6.0

6.6

10.5

10.7

11.2

8.8

13.3

13.3

3.8

2.2

2.2

3.5

3.6

1.2

4.6

5.4

1.7

2.9

3.0

6.7

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

とても自慢できる やや自慢できる どちらともいえない

あまり自慢できない 自慢できない 無回答
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問７ 東近江市では、合併から１２年目を迎え、知名度アップに取り組んでいきたいと考えていま

す。あなたは、どのような取組をすれば、東近江市の知名度がアップすると思いますか。《○

３つ》  

知名度アップの取組としては「地域資源を生かした観光の振興」が第 1 位 

  東近江市の知名度アップの取組として 3 つあげてもらったところ、「地域資源を生かした観光の

振興」が 65.6％と最も多く、7 割近くの人があげています。 

  次いで「Ｂ級グルメの開発」（36.3％）、「メディアやＳＮＳの活用」（34.2％）、「アンテナショッ

プの開設やイベントの開催」（29.2％）が多くあげられています。 

  年代別では、年齢があがるほど「地域資源を生かした観光の振興」をあげる人が多くみられます。

また、「Ｂ級グルメの開発」は 10～30 歳代で、「メディアやＳＮＳの活用」は 10～20 歳代で、「ア

ンテナショップの開設やイベントの開催」は 40 歳代で、「ゆるキャラやマスコットの活用」は

10～20 歳代で多くあげられています。 

N = 1,418 ％

地域資源を生かした観光の振興

ＰＲ動画の製作

ＰＲ看板の設置

ＰＲ大使の任命

メディアやＳＮＳの活用

Ｂ級グルメの開発

公共施設等の名称変更

アンテナショップの開設やイベントの開催

ゆるキャラやマスコットの活用

その他

無回答

65.6

16.1

11.9

8.1

34.2

36.3

5.0

29.2

13.8

10.3

4.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

 

 

 

【性 別】 

単位：％

区　分

有
効
回

答
数

（
件

）

地
域
資

源

を
生
か

し
た
観

光
の
振

興

Ｐ
Ｒ

動

画
の
製
作

Ｐ
Ｒ

看

板
の
設
置

Ｐ
Ｒ

大

使
の
任
命

メ
デ

ィ
ア
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ

の
活

用 Ｂ
級
グ

ル
メ
の
開

発

公
共
施

設
等
の
名

称
変
更

ア
ン
テ

ナ
シ

ョ

ッ
プ
の
開

設
や

イ

ベ
ン

ト
の

開
催

ゆ
る
キ

ャ
ラ
や
マ

ス

コ

ッ

ト
の
活

用

そ
の
他

無
回
答

男性 614 64.0 15.8 10.6 10.4 35.3 37.5 5.7 29.6 13.2 13.0 2.6

女性 761 67.4 17.0 13.0 6.3 34.3 36.8 4.5 29.4 14.3 8.1 4.1  
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【年代別】 

単位：％

区　分

有

効
回
答
数

（
件

）

地

域
資
源

を

生
か

し
た
観

光

の
振
興

Ｐ

Ｒ

動
画
の

製
作

Ｐ

Ｒ
看

板
の

設
置

Ｐ

Ｒ
大

使
の

任
命

メ

デ

ィ
ア
や

Ｓ
Ｎ

Ｓ

の
活

用 Ｂ

級
グ

ル
メ

の
開

発

公

共
施

設
等

の
名

称
変
更

ア

ン
テ

ナ
シ

ョ

ッ
プ
の
開

設

や
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

ゆ

る
キ

ャ
ラ

や
マ

ス

コ

ッ

ト

の
活

用

そ

の
他

無

回
答

10歳代 19 52.6 21.1 21.1 21.1 52.6 47.4 0.0 21.1 36.8 5.3 0.0

20歳代 96 59.4 22.9 6.3 14.6 58.3 52.1 3.1 24.0 28.1 2.1 0.0

30歳代 203 57.6 17.2 6.4 11.8 44.3 51.2 2.5 32.5 19.2 13.3 0.0

40歳代 204 64.2 10.8 5.9 6.4 37.7 41.7 3.4 41.7 19.1 11.8 1.5

50歳代 182 62.6 17.0 9.3 8.8 39.0 40.1 6.0 31.3 15.4 11.5 2.7

60歳代 322 69.3 21.1 15.2 6.2 35.1 29.8 3.4 30.1 10.6 10.2 4.0

70歳以上 377 72.1 12.5 17.5 6.4 18.0 25.2 9.0 21.8 5.8 9.3 8.0  
 

 

【居住地区別】 

単位：％

区　分

有

効
回
答
数

（
件

）

地

域
資
源

を

生
か

し
た

観

光

の
振
興

Ｐ

Ｒ

動
画
の

製
作

Ｐ
Ｒ

看
板
の
設

置

Ｐ
Ｒ

大
使
の
任

命

メ
デ

ィ
ア
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
活

用 Ｂ
級

グ
ル
メ
の

開
発

公
共

施
設
等
の

名
称
変
更

ア
ン

テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
の
開

設
や

イ
ベ
ン

ト

の
開
催

ゆ
る

キ

ャ
ラ
や

マ
ス

コ

ッ

ト
の

活
用

そ
の

他

無
回

答

平田地区 26 53.8 11.5 11.5 11.5 26.9 42.3 3.8 30.8 11.5 11.5 7.7

市辺地区 45 57.8 8.9 15.6 6.7 37.8 33.3 6.7 37.8 11.1 6.7 2.2

玉緒地区 46 71.7 10.9 13.0 13.0 30.4 39.1 8.7 28.3 6.5 8.7 2.2

御園地区 55 72.7 20.0 7.3 5.5 27.3 41.8 9.1 30.9 12.7 10.9 3.6

建部地区 41 63.4 26.8 4.9 7.3 31.7 34.1 7.3 24.4 12.2 12.2 7.3

中野地区 85 67.1 20.0 8.2 4.7 32.9 42.4 0.0 31.8 15.3 9.4 3.5

八日市地区 137 62.8 13.1 9.5 4.4 35.8 38.7 5.1 32.1 15.3 13.9 2.9

南部地区 83 63.9 18.1 13.3 9.6 33.7 38.6 7.2 25.3 16.9 9.6 3.6

永源寺地区 76 73.7 15.8 19.7 7.9 32.9 35.5 6.6 23.7 11.8 5.3 1.3

五個荘地区 153 71.9 20.3 12.4 9.8 37.3 34.6 3.9 24.2 21.6 7.2 3.3

愛東地区 56 66.1 17.9 16.1 3.6 42.9 30.4 0.0 26.8 5.4 12.5 3.6

湖東地区 116 59.5 17.2 12.1 6.9 35.3 32.8 5.2 31.9 15.5 12.9 5.2

能登川地区 306 67.3 16.3 12.7 11.1 35.6 36.3 4.2 29.7 12.1 10.5 3.3

蒲生地区 165 64.8 13.3 10.3 6.7 31.5 35.2 7.3 32.1 12.7 10.3 3.6

わからない 15 40.0 0.0 13.3 13.3 26.7 53.3 0.0 26.7 13.3 13.3 13.3  
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問８ 東近江市の認知度アップを図る方法の１つとして、名神高速道路八日市インターチェンジや

ＪＲ能登川駅等の名称を「東近江」に変更することについてどう思われますか。《○１つ》

７割が「今のままでよい」 

  名神高速道路八日市インターチェンジやＪＲ能登川駅等の名称を「東近江」に変更することにつ

いては、「今のままでよい」が 71.0％と、7 割の人が変更しなくてよいと回答しています。一方、

「変更したほうがよい」は 10.4％で、「どちらでもよい」が 17.6％となっています。 

  性別では男性より女性が、居住地区別では御園地区、南部地区、能登川地区で、「今のままでよ

い」とする人が多くみられます。 

 

N =

1,418
71.0 17.6 10.4 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

68.2

74.6

16.1

18.3

15.0

6.6

0.7

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

【年代別】 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

73.7

71.9

67.5

74.0

69.8

72.4

70.8

21.1 

20.8 

24.1 

18.1 

17.0 

15.5 

15.1 

5.3

7.3

7.9

7.8

13.2

11.5

12.2

0.0

0.0

0.5

0.0

0.0

0.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

今のままでよい どちらでもよい 変更したほうがよい 無回答
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【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

65.4

75.6

63.0

90.9

70.7

67.1

70.1

80.7

63.2

70.6

75.0

56.9

80.4

63.6

40.0

26.9 

17.8 

28.3 

5.5 

19.5 

24.7 

19.7 

9.6 

18.4 

16.3 

16.1 

27.6 

9.2 

24.2 

40.0 

7.7

6.7

6.5

3.6

9.8

8.2

8.8

8.4

18.4

12.4

8.9

14.7

10.1

10.3

20.0

0.0

0.0

2.2

0.0

0.0

0.0

1.5

1.2

0.0

0.7

0.0

0.9

0.3

1.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

今のままでよい どちらでもよい 変更したほうがよい 無回答



13 

 

 
問９ 東近江市では、平成２７年度に鈴鹿の山々から「鈴鹿１０座」を認定し、鈴鹿山脈の素晴ら

しさと存在意義を広く周知するとともに、東近江市の知名度アップにもつなげていきたいと

考えています。あなたは、「鈴鹿１０座」を知っていますか。《○１つ》 

９割近くが「知らない」 

  「鈴鹿１０座」の認知度については、「知らない」が 87.7％と 9 割近くになっています。一方、

「知っている」は 10.6％と 1割でした。 

  性別では女性より男性が、年代別では 60 歳以上を除き年齢があがるほど、居住地区別では永源

寺地区、御園地区、愛東地区で、「鈴鹿１０座」の認知度が高くなっています。 

 

 

N =

1,418 10.6 87.7 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

14.2

7.5

84.9

91.2

1.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 
 

【年代別】 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

0.0

0.0

5.4

9.8

12.6

16.8

11.1

100.0 

100.0 

94.6 

89.7 

87.4 

81.1 

85.9 

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

2.2

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

知っている 知らない 無回答
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【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

3.8

2.2

4.3

20.0

9.8

10.6

12.4

13.3

36.8

5.9

17.9

10.3

8.2

5.5

6.7

96.2 

97.8 

89.1 

78.2 

90.2 

88.2 

86.9 

83.1 

63.2 

93.5 

82.1 

87.9 

90.5 

93.3 

93.3 

0.0

0.0

6.5

1.8

0.0

1.2

0.7

3.6

0.0

0.7

0.0

1.7

1.3

1.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答
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(3) 健康や福祉について  
問 10 あなたには、日常的な診療や健康の管理をしてくれるお医者さん（かかりつけ医）はいます

か。《○１つ》 

６割近くが市内の病院や診療所にかかりつけ医がいる 

  かかりつけ医がいるかどうかについては、「市内の診療所（開業医）にいる」が 29.2％と最も多

く、「市内の病院にいる」（28.3％）と合わせると 57.5％が市内にいると回答しています。一方、

「いない」と回答した人も 27.6％と 3 割近くいます。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、「市内の病院にいる」の割合が 3.4 ポイント増加し、「市内の

診療所にいる」の割合が 4.3 ポイント減少しています。 

  性別では女性より男性が、年代別では 20～40 歳代で、居住地区別では湖東地区と建部地区で、

かかりつけ医が「いない」人が多くみられます。また、平田地区、蒲生地区、玉緒地区でかかり

つけ医が市外にいる人が多くみられます。 

 

 

 

N =

今回調査

（平成29年度）
1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

28.3

24.9

29.2

33.5

8.7

9.2

4.7

3.8

27.6

27.4

1.6

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

28.5

27.6

24.8

33.1

7.7

8.9

4.7

5.0

33.2

24.0

1.1

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

市内の病院にいる 市内の診療所（開業医）にいる

市外の病院にいる 市外の診療所（開業医）にいる

いない 無回答
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【年代別】 

 

 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

42.1

28.1

16.7

18.1

20.3

29.5

42.2

10.5 

15.6 

24.1 

21.6 

31.3 

32.9 

36.6 

0.0

5.2

8.9

9.8

8.2

10.9

7.7

5.2

2.0

4.4

6.0

4.7

5.8

36.8

45.8

47.8

46.1

33.0

20.2

6.1

10.5 

0.0 

0.5 

0.0 

1.1 

1.9 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 
 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

19.2

24.4

39.1

38.2

22.0

34.1

30.7

32.5

26.3

24.2

28.6

28.4

25.8

28.5

20.0

23.1 

48.9 

15.2 

36.4 

34.1 

28.2 

26.3 

24.1 

51.3 

33.3 

37.5 

22.4 

29.1 

20.6 

20.0 

19.2

6.7

13.0

7.3

4.9

4.7

8.0

8.4

2.6

6.5

7.1

9.5

8.5

14.5

26.7

30.8

4.4

6.5

1.8

2.4

2.4

4.4

3.6

1.3

5.9

7.1

1.7

3.9

6.7

13.3

7.7

15.6

26.1

14.5

36.6

28.2

30.7

30.1

18.4

28.8

14.3

37.9

31.0

27.9

20.0

0.0 

0.0 

0.0 

1.8 

0.0 

2.4 

0.0 

1.2 

0.0 

1.3 

5.4 

0.0 

1.6 

1.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

市内の病院にいる 市内の診療所（開業医）にいる

市外の病院にいる 市外の診療所（開業医）にいる

いない 無回答
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問 11 あなたは、病院や救急時の医療体制に満足していますか。《○１つ》 

半数近くが満足、３割近くは満足していない 

  病院や緊急時の医療体制についての満足度については、「満足している」が 10.9％、「どちらか

といえば満足している」が 37.0％で、これらを合わせると 47.9％となり、半数近くの人が満足

していると回答しています。一方、「どちらかといえば満足していない」と「満足していない」

を合わせると 28.7％で、3 割近くとなっています。また、「わからない」と回答した人も 22.0％

と 2 割います。 

  年代別では、60 歳以上で満足度が高く、30～50 歳代で満足度が低くなっています。 

  居住地区別では、御園地区、永源寺地区で満足度が高く、蒲生地区で満足度が低くなっています。 

 

 
 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査

（平成28年度）
1,461

10.9

11.2

37.0

35.0

19.0

17.1

9.7

10.7

22.0

25.4

1.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

   満足 不満 差 

①今回調査（平成 29 年度） 47.9 28.7 19.2

②市民意識調査（平成 28 年度）  46.2 27.8 18.4

①－② 1.7 0.9 0.8

＊満足：「満足している」と「どちらかといえば満足している」の合計 

＊不満：「どちらかといえば満足していない」と「満足していない」の合計

 
 
【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

10.3

10.9

39.1

36.0

17.3

20.6

8.3

10.6

24.6

20.5

0.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

  

単位：％

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

わからない 無回答
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【年代別】 

 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

10.5

11.5

4.4

8.8

6.0

7.8

20.2

26.3 

36.5 

25.6 

27.9 

30.2 

42.9 

47.7 

14.6

23.2

21.6

23.1

22.0

13.8

0.0

6.3

12.3

18.1

16.5

6.8

4.2

63.2

31.3

34.0

23.5

23.1

18.9

12.5

0.0 

0.0 

0.5 

0.0 

1.1 

1.6 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

7.7

13.3

17.4

20.0

14.6

8.2

13.1

7.2

19.7

11.8

16.1

12.9

6.9

6.1

13.3

42.3 

40.0 

26.1 

43.6 

26.8 

37.6 

38.0 

36.1 

43.4 

35.3 

39.3 

44.0 

37.6 

32.1 

33.3 

19.2

17.8

23.9

9.1

19.5

16.5

14.6

22.9

19.7

18.3

14.3

14.7

20.3

27.3

13.3

7.7

2.2

10.9

3.6

9.8

12.9

6.6

9.6

1.3

9.2

1.8

9.5

13.1

16.4

6.7

23.1

22.2

19.6

23.6

26.8

23.5

27.7

22.9

15.8

23.5

28.6

18.1

20.9

18.2

33.3

0.0 

4.4 

2.2 

0.0 

2.4 

1.2 

0.0 

1.2 

0.0 

2.0 

0.0 

0.9 

1.3 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

わからない 無回答
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問 12 あなたは、自分の健康づくりのために何か取り組んでいますか。《○１つ》 

４割以上が健康づくりを実践、取り組みたいを合わせると９割近くに 

  自分の健康づくりのために何か取り組んでいるかについては、「取り組みたいと思っている」が

44.6％と最も多く、次の「取り組んでいる」（44.1％）を合わせると 88.7％となり、9割近くの

人が関心を持っていることが分かります。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、自分の健康づくりのために何か「取り組んでいる」又は「取

り組みたいと思っている」と回答した人の割合が 4.2 ポイント増加しています。 

  性別では女性より男性が、年代別では 60 歳以上で、居住地区別では玉緒地区、建部地区で、自

分の健康づくりのために何か取り組んでいる人が多くみられます。 

 

 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

44.1

42.3

44.6

42.2

7.5

8.3

3.8

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

48.4

41.0

40.9

47.8

8.5

7.0

2.3

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

 

【年代別】 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

26.3

31.3

37.4

33.3

45.1

53.4

49.6

52.6 

62.5 

51.7 

55.4 

45.6 

40.4 

33.7 

21.1

5.2

8.9

9.8

8.8

3.7

8.2

0.0

1.0

2.0

1.5

0.5

2.5

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取り組んでいる 取り組みたいと思っている

取り組むつもりはない 無回答
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【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

50.0

40.0

58.7

47.3

58.5

37.6

46.0

39.8

39.5

50.3

37.5

43.1

46.1

35.8

46.7

50.0 

40.0 

37.0 

40.0 

36.6 

47.1 

43.1 

49.4 

47.4 

39.2 

44.6 

44.0 

45.1 

54.5 

33.3 

11.1

4.3

5.5

4.9

10.6

6.6

8.4

11.8

6.5

10.7

9.5

6.2

7.3

13.3

0.0

8.9

0.0

7.3

0.0

4.7

4.4

2.4

1.3

3.9

7.1

3.4

2.6

2.4

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

取り組んでいる 取り組みたいと思っている

取り組むつもりはない 無回答
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問 12-1 問 12 で「１．取り組んでいる」「２．取り組みたいと思っている」とお答えの方にお聞

きします。 

具体的にどのような取組をしていますか、又は取り組みたいと思っていますか。《あてはま

るものすべてに○》 

「運動をする」、「食事の量や質に注意する」、「睡眠を十分にとる」が上位 

  実際に取り組んでいる（取り組みたい）こととしては、「運動をする」が 68.3％と最も多く、次

いで「食事の量や質に注意する」（54.4％）、「睡眠を十分にとる」（47.8％）、「規則正しい生活を

する」（44.0％）、「定期的に健康診査やがん検診を受ける」（40.5％）と続きます。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、「睡眠を十分にとる」、「趣味（運動以外）の時間をつくる」、

「休養を十分にとる」、「規則正しい生活をする」などをあげる人の割合が増えています。 

  性別では、男女ともに「運動をする」が最も多くなっていますが、女性が「規則正しい生活をす

る」、「定期的に健康診査やがん検診を受ける」、「睡眠を十分にとる」、「食事の量や質に注意する」、

「趣味（運動以外）の時間をつくる」などを実践している人が男性より多く、男性は禁煙や禁酒

などが女性より多くあげられています。 

  年代別では、すべての年齢で「運動をする」が最も多くなっていますが、「運動をする」、「睡眠

を十分にとる」、「休養を十分にとる」は 10～20 歳代で、「定期的に健康診査やがん検診を受ける」

は 50 歳以上でほかの年代より多くあげられています。 

％

運動をする

趣味( 運動以外) の時間をつ
くる

休養を十分にとる

食事の量や質に注意する

睡眠を十分にとる

定期的に健康診査やがん検
診を受ける

規則正しい生活をする

たばこを控える又はやめる

アルコールを控える又はやめ
る

その他

無回答

68.3

37.4

31.6

54.4

47.8

40.5

44.0

11.2

10.7

2.5

3.4

69.3

33.0

28.4

52.5

42.1

38.5

41.1

11.5

13.3

2.3

3.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

今回調査（平成29年度）

N=1,258

市民意識調査（平成28年度）

N=1,235
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【性 別】 

単位：％

区　分

有
効
回

答
数

（
件

）

運
動

を

す
る

趣
味

(

 
運
動
以

外

)

の
時
間

を
つ
く
る

休
養

を

十
分

に
と

る

食
事
の

量
や
質

に

注
意

す

る 睡
眠
を

十
分

に
と

る

定
期
的

に
健
康
診

査
や
が

ん
検
診

を
受
け
る

規
則
正

し
い
生
活

を
す
る

た
ば
こ

を

控
え
る

又
は
や

め
る

ア
ル
コ
ー

ル

を
控

え
る

又

は
や

め

る

そ
の
他

無
回
答

男性 548 67.0 33.8 30.8 50.0 42.7 33.0 34.9 18.1 15.7 2.7 5.1

女性 676 70.0 39.8 32.8 58.4 51.9 45.9 51.3 5.6 6.4 2.2 2.1  
 

 

【年代別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答

数

（
件

）

運
動

を
す

る

趣
味

(
 

運
動
以
外

)

の
時
間

を

つ
く
る

休
養

を
十

分

に
と
る

食
事
の
量

や
質

に
注

意

す

る 睡
眠
を
十

分

に
と
る

定
期
的

に

健
康
診
査

や
が

ん
検
診

を

受
け
る

規
則
正

し

い
生
活

を

す
る

た
ば
こ
を

控
え
る

又

は
や

め
る

ア
ル
コ
ー

ル

を
控
え

る

又

は
や

め
る

そ
の
他

無
回
答

10歳代 15 80.0 66.7 66.7 46.7 80.0 13.3 60.0 13.3 13.3 0.0 0.0

20歳代 90 84.4 46.7 36.7 52.2 52.2 22.2 33.3 11.1 12.2 0.0 0.0

30歳代 181 73.5 31.5 32.0 45.9 46.4 38.1 43.6 13.3 15.5 1.1 2.8

40歳代 181 64.6 26.5 32.6 49.7 48.6 36.5 29.8 11.6 7.7 1.7 2.2

50歳代 165 61.2 35.8 27.9 55.8 47.3 40.0 37.6 12.1 9.1 2.4 3.6

60歳代 302 66.6 38.4 29.8 61.9 47.4 43.7 49.3 11.3 10.6 3.0 4.3

70歳以上 314 67.8 43.0 32.2 55.1 45.9 47.5 53.2 9.2 10.2 4.1 4.8  



23 

 

【居住地区別】 

単位：％

区　分

有

効
回
答
数

（
件

）

運

動

を
す
る

趣

味

(

 
運

動
以
外

)

の

時
間

を
つ

く
る

休

養

を
十
分

に
と
る

食

事
の
量
や

質

に
注
意

す

る 睡

眠
を
十
分

に
と
る

定

期
的

に
健

康
診
査
や

が

ん

検
診

を
受

け
る

規

則
正

し
い

生
活

を
す

る

た

ば
こ
を

控

え
る

又
は

や

め

る

ア

ル
コ
ー

ル

を
控
え
る

又

は

や

め
る

そ

の
他

無

回
答

平田地区 26 65.4 26.9 34.6 53.8 42.3 50.0 53.8 11.5 7.7 3.8 3.8

市辺地区 36 61.1 36.1 44.4 58.3 50.0 47.2 41.7 2.8 0.0 2.8 2.8

玉緒地区 44 63.6 50.0 29.5 63.6 54.5 54.5 50.0 15.9 18.2 6.8 0.0

御園地区 48 68.8 39.6 29.2 68.8 58.3 33.3 43.8 12.5 12.5 2.1 0.0

建部地区 39 59.0 28.2 28.2 48.7 48.7 43.6 53.8 10.3 10.3 0.0 5.1

中野地区 72 65.3 30.6 33.3 51.4 50.0 47.2 40.3 8.3 2.8 2.8 1.4

八日市地区 122 70.5 45.1 27.0 58.2 40.2 32.0 36.1 13.1 12.3 1.6 2.5

南部地区 74 73.0 41.9 28.4 52.7 51.4 43.2 48.6 10.8 10.8 1.4 0.0

永源寺地区 66 62.1 40.9 37.9 48.5 50.0 47.0 48.5 7.6 9.1 1.5 6.1

五個荘地区 137 70.8 35.0 34.3 60.6 46.7 35.0 48.9 13.1 10.2 1.5 5.1

愛東地区 46 73.9 43.5 37.0 54.3 45.7 32.6 45.7 8.7 8.7 2.2 4.3

湖東地区 101 73.3 34.7 29.7 44.6 45.5 37.6 40.6 16.8 10.9 1.0 3.0

能登川地区 279 72.0 34.4 29.4 51.3 47.7 41.6 43.7 9.7 10.8 3.6 5.0

蒲生地区 149 60.4 38.9 36.2 54.4 45.6 43.6 39.6 12.1 14.8 2.7 3.4

わからない 12 66.7 16.7 0.0 75.0 66.7 16.7 50.0 0.0 8.3 0.0 0.0  
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問 12-2 問 12 で「３．取り組むつもりはない」とお答えの方にお聞きします。 

その理由はどのようなことですか。《あてはまるものすべてに○》 

取り組むつもりがない理由は、「自分の健康づくりに興味・関心がない」が第 1 位 

  自分の健康づくりに取り組むつもりはない人の理由としては、「自分の健康づくりに興味、関心

がない」が 34.0％と最も高く、次いで「どのように取り組んだらよいのかわからない」（24.5％）、

「その他」（24.5％）、「取り組んでも効果が期待できない」（22.6％）の順となっています。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、「どのように取り組んだらよいのかわからない」の割合が 5.3

ポイント減少し、「自分の健康づくりに興味、関心がない」の割合が 5.1 ポイント増加し、順序

が逆転しています。 

  性別では、男性は「自分の健康づくりに興味、関心がない」を理由にあげる人が女性より多くなっ

ています。 

  年代別では、30～40 歳代で「どのように取り組んだらよいのかわからない」を、70 歳以上で「取

り組んでも効果が期待できない」をあげる人が多くみられます。 

％

どのように取り組んだらよい
のかわからない

自分の健康づくりに興味、関
心がない

取り組んでも効果が期待でき
ない

その他

無回答

24.5

34.0

22.6

24.5

4.7

29.8

28.9

25.6

19.8

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

今回調査（平成29年度）

N=106

市民意識調査（平成28年度）

N=121

 

 

 

【性 別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答
数

（
件

）

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ

ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い

自
分
の
健
康
づ
く
り
に
興

味

、
関
心
が
な
い

取
り
組
ん
で
も
効
果
が
期

待
で
き
な
い

そ
の
他

無
回
答

男性 52 25.0 51.9 19.2 17.3 1.9

女性 53 24.5 17.0 24.5 32.1 7.5  
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【年代別】 

単位：％

区　分

有

効
回
答
数

（
件

）

ど

の
よ
う
に

取
り
組
ん

だ

ら

よ
い

の
か

わ
か

ら
な

い

自

分
の
健
康

づ
く
り
に

興

味

、
関
心
が

な
い

取

り
組
ん
で

も
効
果
が

期

待

で
き
な
い

そ

の
他

無

回
答

10歳代 4 25.0 50.0 25.0 25.0 0.0

20歳代 5 20.0 40.0 0.0 0.0 60.0

30歳代 18 38.9 61.1 11.1 0.0 5.6

40歳代 20 35.0 35.0 30.0 0.0 10.0

50歳代 16 25.0 37.5 12.5 0.0 37.5

60歳代 12 16.7 41.7 33.3 0.0 16.7

70歳以上 31 12.9 9.7 29.0 12.9 38.7  

 

 

【居住地区別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答
数

（
件

）

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ

ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い

自
分
の
健
康
づ
く
り
に
興

味

、
関
心
が
な
い

取
り
組
ん
で
も
効
果
が
期

待
で
き
な
い

そ
の
他

無
回
答

平田地区 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

市辺地区 5 40.0 20.0 0.0 0.0 40.0

玉緒地区 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

御園地区 3 33.3 0.0 33.3 66.7 0.0

建部地区 2 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0

中野地区 9 22.2 11.1 55.6 22.2 11.1

八日市地区 9 33.3 77.8 0.0 0.0 0.0

南部地区 7 42.9 42.9 14.3 14.3 0.0

永源寺地区 9 11.1 55.6 11.1 11.1 11.1

五個荘地区 10 20.0 30.0 30.0 30.0 0.0

愛東地区 6 0.0 16.7 33.3 50.0 0.0

湖東地区 11 54.5 18.2 18.2 36.4 0.0

能登川地区 19 15.8 26.3 15.8 36.8 5.3

蒲生地区 12 8.3 50.0 41.7 16.7 0.0

わからない 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0  
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問 13 あなたは、朝食を食べていますか。《○１つ》 

９割近くが朝食は「毎日食べる」 

  朝食を食べているかについては、「毎日食べる」と回答した人が 85.8％と、9 割近くになってい

ます。次いで、「ほとんど食べない」5.7％、「週 4 日～5 日食べる」4.3％、「週 2 日～3 日食べる」

3.6％と続きます。 

  性別では男性より女性が、年代別では年齢があがるほど、居住地区別では市辺地区、愛東地区で、

朝食を毎日食べている人が多くみられます。 

 
 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

　　　＊平成28年度は、「ほとんど毎朝食べる」

85.8

84.0

4.3

2.9

3.6

3.6

5.7

6.0

0.6

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

81.9

88.6

5.0

3.8

4.6

3.0

8.5

3.7

0.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

  
 

 

【年代別】 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

57.9

69.8

76.8

78.4

84.1

92.5

95.2

15.8 

10.4 

5.9 

6.4 

5.5 

3.1 

0.8 

10.5

6.3

5.9

5.4

4.4

1.9

1.6

15.8

13.5

10.8

9.3

6.0

2.2

1.3

0.0

0.0

0.5

0.5

0.0

0.3

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

毎日食べる* 週４日～５日食べる 週２日～３日食べる

ほとんど食べない 無回答
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【居住地区別】 

 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

88.5

97.8

78.3

89.1

80.5

87.1

75.9

88.0

88.2

81.7

91.1

87.9

87.3

87.9

80.0

3.8

2.2

3.6

2.4

1.2

5.1

2.4

5.3

6.5

3.6

5.2

4.9

5.5

0.0

3.8

0.0

8.7

7.3

4.9

3.5

6.6

4.8

0.0

5.9

1.8

2.6

2.3

1.8

6.7

3.8

2.2

4.3

0.0

12.2

8.2

12.4

4.8

5.3

5.2

1.8

4.3

5.2

4.8

13.3

0.0

0.0

6.5

0.0

0.0

0.0

0.0

1.3

0.7

1.8

0.0

0.3

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

毎日食べる* 週４日～５日食べる 週２日～３日食べる

ほとんど食べない 無回答
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問 14 あなたは、スポーツやレクリエーション等の運動をどの程度行っていますか。《○１つ》 

３割が週 1 回以上運動をしている、半数以上が「ほとんどしていない」 

  スポーツやレクリエーション等の運動をどの程度行っているかについては、「ほとんどしていな

い」が最も多く 53.7％と、半数以上を占めています。次いで、「週 1回～2回」が 21.4％、「月 1

回～月 2 回程度」が 12.1％、「週 3 回以上」が 10.9％と続きます。週 1回以上運動を行っている

人は 32.3％となっています。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、「ほとんどしていない」の割合が 6.1 ポイント減少し、「週 1

回～2回」の割合が 6.8 ポイント増加し、週 1 回以上運動をしている人の割合も 23.4％から 8.9

ポイント増加しています。 

  週 1 回以上運動をしている人の割合は、性別では女性より男性が、年代別では 60 歳代で、居住

地区別では八日市地区、建部地区で高くなっています。 

 

 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

10.9

8.8

21.4

14.6

12.1

14.9

53.7

59.8

2.0

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

週 1 回以上 
運動をしている 

ほとんど 
していない 

①今回調査（平成 29 年度）  32.3 53.7

②市民意識調査（平成 28 年度） 23.4 59.8

①－② 8.9 -6.1

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

12.4

9.6

24.6

18.9

13.5

10.6

48.7

58.0

0.8

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

単位：％

週３回以上 週１回～２回 月１回～月２回程度

ほとんどしていない 無回答
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【年代別】 

 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

0.0

12.5

8.4

6.9

9.3

14.3

12.2

21.1 

19.8 

17.2 

18.6 

15.4 

27.0 

24.1 

15.8

12.5

15.8

10.3

9.9

10.6

12.5

63.2

55.2

58.1

62.7

64.8

46.6

46.4

0.0

0.0

0.5

1.5

0.5

1.6

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

11.5

8.9

13.0

7.3

17.1

9.4

16.1

13.3

2.6

9.2

10.7

10.3

12.7

7.9

20.0

19.2

20.0

23.9

16.4

24.4

20.0

25.5

24.1

18.4

23.5

14.3

18.1

24.2

17.0

20.0

15.4

8.9

15.2

16.4

12.2

8.2

13.1

14.5

14.5

15.0

7.1

12.1

10.1

11.5

6.7

50.0

60.0

41.3

60.0

43.9

60.0

45.3

47.0

59.2

50.3

64.3

58.6

51.0

61.8

53.3

3.8

2.2

6.5

0.0

2.4

2.4

0.0

1.2

5.3

2.0

3.6

0.9

2.0

1.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

  

週３回以上 週１回～２回 月１回～月２回程度

ほとんどしていない 無回答
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問 15 あなたは、身近な地域で日ごろの心配ごとや悩みを話したり相談したりする人がいますか。

《○１つ》 

７割が悩み等を相談できる人が「いる」 

  身近な地域で日ごろの心配ごとや悩みを話したり相談したりする人がいるかどうかについては、

「いる」と回答した人が67.2％と7割近くとなっています。一方、「いない」と回答した人は31.5％

と 3 割います。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、日ごろの心配ごとや悩みを話したり相談したりする人が「い

る」の割合が 8.6 ポイント増加し、「いない」の割合が 5.7 ポイント減少しています。 

  性別では男性より女性が、年代別では 60 歳以上を除き年齢が若いほど、悩み等を相談できる人

がいる人が多くみられます。 

 

 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

67.2

58.6

31.5

37.2

1.3

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

58.8

73.9

40.9

24.0

0.3

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 
 
【年代別】 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

89.5

77.1

70.4

63.2

58.8

65.2

69.5

10.5 

22.9 

29.1 

36.3 

41.2 

33.2 

27.6 

0.0

0.0

0.5

0.5

0.0

1.6

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

いる いない 無回答
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【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

50.0

71.1

73.9

70.9

70.7

71.8

59.9

69.9

72.4

67.3

73.2

71.6

66.0

63.0

40.0

50.0 

26.7 

19.6 

29.1 

26.8 

28.2 

40.1 

28.9 

26.3 

32.0 

23.2 

26.7 

32.4 

36.4 

53.3 

0.0

2.2

6.5

0.0

2.4

0.0

0.0

1.2

1.3

0.7

3.6

1.7

1.6

0.6

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

いる いない 無回答
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問 16 あなたは、東近江市民の障害者に対する理解は進んできたと思いますか。《○１つ》 

理解が進んできたと思う人が微増、３割が「わからない」 

  東近江市民の障害者に対する理解が進んできたと思うかについては、「かなり進んできた」が

2.8％、「ある程度進んできた」が 20.5％で、これらを合わせると 23.3％となり、2 割の人が「あ

る程度進んできた」と考えています。一方、「あまり進んでいるとは思わない」と「進んでいな

い」を合わせると 16.7％となっています。なお、「わからない」と回答した人が 31.3％となって

います。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、障害者に対する理解が進んできたと思う人（「かなり進んで

きた」と「ある程度進んできた」の合計）が 1.1 ポイント増加しています。 

  年代別では 60 歳以上で、居住地区別では湖東地区、蒲生地区を除いたすべての地区で、障害者

に対する理解が進んできたと思う人（前述）が、進んでいないと思う人（「あまり進んでいると

は思わない」と「進んでいない」の合計）より多くなっています。 
 
 
 
 

 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査

（平成28年度）
1,461

　　　*平成28年度は「あまり進んできているとは思えない」

2.8

2.6

20.5

19.6

27.3

22.7

12.7

13.4

4.0

3.7

31.3

34.4

1.3

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

  
   進んでいる 進んでいない 差  

①今回調査（平成 29 年度）  23.3 16.7 6.6

②市民意識調査（平成 28 年度） 22.2 17.1 5.1

①－② 1.1 -0.4 1.5

＊進んでいる：「かなり進んできた」と「ある程度進んできた」の合計  

＊進んでいない：「あまり進んでいるとは思わない」と「進んでいない」の合計 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

2.3

2.6

20.7

20.5

29.8

25.5

12.2

12.9

4.7

3.7

29.8

32.7

0.5

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

  

単位：％

かなり進んできた ある程度進んできた

どちらともいえない あまり進んでいるとは思わない*

進んでいない わからない

無回答
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【年代別】 

 

 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

0.0

0.0

0.5

1.5

1.1

3.4

5.8

5.3 

12.5 

7.4 

15.2 

17.6 

21.1 

33.4 

31.6

26.0

27.1

32.4

28.6

27.6

24.1

15.8

12.5

10.3

11.8

18.7

12.7

11.4

0.0

2.1

7.9

7.4

6.6

2.5

1.1

47.4 

46.9 

46.3 

30.9 

26.9 

30.7 

21.8 

0.0

0.0

0.5

1.0

0.5

1.9

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

3.8

2.2

2.2

1.8

4.9

0.0

2.9

0.0

5.3

5.9

7.1

4.3

1.6

1.2

15.4 

33.3 

26.1 

29.1 

24.4 

28.2 

19.0 

19.3 

25.0 

16.3 

21.4 

17.2 

20.6 

16.4 

0.0 

26.9

17.8

21.7

38.2

26.8

25.9

24.1

27.7

22.4

28.8

23.2

32.8

27.1

30.3

13.3

7.7

13.3

10.9

5.5

9.8

17.6

9.5

15.7

11.8

13.1

10.7

19.0

10.8

14.5

20.0

0.0

2.2

4.3

3.6

7.3

4.7

5.8

2.4

3.9

3.3

1.8

3.4

3.6

5.5

6.7

46.2 

28.9 

28.3 

18.2 

24.4 

23.5 

37.2 

34.9 

28.9 

31.4 

33.9 

23.3 

35.0 

31.5 

60.0 

0.0

2.2

6.5

3.6

2.4

0.0

1.5

0.0

2.6

1.3

1.8

0.0

1.3

0.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

かなり進んできた ある程度進んできた

どちらともいえない あまり進んでいるとは思わない*

進んでいない わからない

無回答
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問 17 あなたは、障害者に対する理解を深めるために、今後どのようなことに特に力を入れるべ

きだと思いますか。《あてはまるものすべてに○》 

特に力を入れるべき取組は、バリアフリーのまちづくりや施設整備 

  障害者に対する理解を深めるために、今後どのようなことに特に力を入れるべきかについては、

「障害者がまちに出かけやすい整備を進める」が最も多く 44.7％、次いで「障害者も使いやす

い施設をつくる」が 42.2％と、バリアフリーやユニバーサルデザインのまちづくりや施設整備

をあげる人が多くなっています。 

  そのほか、「子どもたちへの人権・福祉教育を充実する」が 32.2％、「福祉施設を地域に開放し

交流を図る」23.1％、「「ふれあいの集い」などのイベントを充実する」22.1％、「ボランティア

の育成を図る」21.4％、「スポーツや文化活動で地域交流を深める」21.1％など、教育、交流等

を通じたノーマライゼーションの実現をあげる人も多くなっています。 

  年代別では、10～30 歳代の若い世代では「障害者も使いやすい施設をつくる」が、40 歳以上で

は「障害者がまちに出かけやすい整備を進める」が最も多くあげられています。また、10～20

歳代で「子どもたちへの人権・福祉教育を充実する」が、60 歳以上で「福祉施設を地域に開放

し交流を図る」が、ほかの年代より多くあげられています。 

 

N = 1,418 ％

スポーツや文化活動で地域交流を深める

「ふれあいの集い」などのイベントを充実する

市民対象の福祉講座や講演会を開催する

福祉施設を地域に開放し交流を図る

グループホームを地域の中につくる

子どもたちへの人権・福祉教育を充実する

障害者団体や関係グループの活動をＰＲする

ボランティアの育成を図る

障害者も使いやすい施設をつくる

障害者がまちに出かけやすい整備を進める

わからない

その他

無回答

21.1

22.1

13.3

23.1

14.0

32.2

14.5

21.4

42.2

44.7

12.6

1.9

2.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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【性 別】 

単位：％

区　分

有
効

回
答

数

（
件

）

ス
ポ
ー

ツ

や

文
化

活

動
で

地
域

交
流

を

深
め

る

「
ふ

れ
あ

い

の
集

い

」
な

ど

の

イ
ベ

ン

ト
を

充
実

す

る 市

民

対
象

の

福
祉

講
座

や

講

演

会
を

開

催
す

る

福

祉

施
設

を

地
域

に
開

放

し

交

流
を

図
る

グ

ル
ー

プ

ホ
ー

ム

を
地

域

の

中

に
つ

く
る

子

ど

も
た

ち
へ

の

人
権

・

福

祉

教
育

を
充

実

す
る

障
害

者
団

体

や
関

係

グ

ル
ー

プ
の

活

動
を

Ｐ

Ｒ
す

る ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
の

育

成
を

図

る

障

害

者
も

使

い
や

す
い

施

設

を

つ
く

る

障

害

者
が

ま

ち
に

出
か

け

や

す

い
整

備

を
進

め
る

わ

か

ら
な

い

そ

の

他

無

回

答

男性 614 22.3 20.8 13.0 23.5 12.4 31.4 14.0 21.2 42.3 44.8 13.2 2.9 1.0

女性 761 20.2 23.3 13.3 22.9 15.4 33.4 15.5 21.9 42.7 44.8 11.8 1.2 3.8  
 

 

【年代別】 

単位：％

区　分

有
効

回

答
数

（
件

）

ス
ポ
ー

ツ
や

文

化

活
動

で

地
域

交

流
を

深

め

る

「
ふ

れ

あ
い

の

集

い

」
な

ど
の

イ

ベ
ン

ト

を

充
実

す

る 市
民

対

象
の

福

祉

講
座

や

講

演
会

を
開

催

す

る

福

祉
施

設
を

地

域

に
開

放

し

交
流

を
図

る

グ

ル
ー

プ
ホ
ー

ム

を
地

域

の
中

に

つ
く

る

子
ど

も

た
ち

へ

の

人
権

・

福
祉

教

育
を

充

実

す
る

障

害
者

団
体

や

関

係
グ

ル
ー

プ

の
活

動

を

Ｐ
Ｒ

す

る ボ
ラ

ン

テ

ィ
ア

の

育
成

を

図

る

障

害
者

も
使

い

や

す
い

施

設

を
つ

く
る

障
害

者

が
ま

ち

に

出
か

け

や
す

い

整
備

を

進

め
る

わ
か

ら

な
い

そ
の

他

無
回

答

10歳代 19 15.8 26.3 21.1 15.8 10.5 47.4 5.3 15.8 63.2 31.6 10.5 0.0 0.0

20歳代 96 20.8 22.9 9.4 15.6 13.5 46.9 9.4 15.6 53.1 49.0 5.2 2.1 0.0

30歳代 203 18.7 21.7 7.9 21.7 10.8 35.5 9.4 16.7 52.2 47.3 12.8 3.9 0.5

40歳代 204 22.1 18.1 9.8 19.6 12.3 32.8 12.3 20.6 38.7 45.1 12.7 2.5 2.0

50歳代 182 19.8 20.9 12.1 19.8 11.5 33.0 16.5 26.9 36.8 50.5 9.3 1.6 0.0

60歳代 322 19.6 18.6 11.2 26.1 12.1 32.6 18.6 22.0 41.6 44.4 13.0 1.2 2.2

70歳以上 377 24.1 27.6 21.0 27.3 19.4 25.5 15.9 23.1 38.2 40.1 15.6 1.3 7.2  
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【居住地区別】 

単位：％

区　分

有

効

回
答

数

（
件

）

ス

ポ
ー

ツ

や

文
化

活

動

で

地

域

交
流

を

深
め

る

「
ふ

れ
あ

い

の
集

い

」
な

ど

の

イ
ベ

ン

ト
を

充

実

す

る 市

民

対
象

の

福
祉

講

座

や

講

演

会
を

開

催
す

る

福

祉

施
設

を

地
域

に

開

放

し

交

流
を

図

る

グ

ル
ー

プ

ホ
ー

ム

を

地

域

の

中

に
つ

く

る

子

ど

も
た

ち

へ
の

人

権

・

福

祉

教
育

を

充
実

す

る

障

害

者
団

体

や
関

係

グ

ル
ー

プ
の

活

動
を

Ｐ

Ｒ

す

る ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア
の

育

成

を

図

る

障

害

者
も

使

い
や

す

い

施

設

を

つ
く

る

障

害

者
が

ま

ち
に

出

か

け

や

す

い
整

備

を
進

め

る

わ

か

ら
な

い

そ

の

他

無

回

答

平田地区 26 23.1 11.5 3.8 19.2 19.2 23.1 0.0 11.5 38.5 53.8 7.7 0.0 3.8

市辺地区 45 22.2 24.4 11.1 24.4 13.3 26.7 15.6 22.2 40.0 35.6 15.6 4.4 6.7

玉緒地区 46 23.9 17.4 13.0 19.6 13.0 17.4 13.0 21.7 34.8 30.4 15.2 4.3 10.9

御園地区 55 25.5 29.1 20.0 30.9 20.0 41.8 21.8 23.6 38.2 49.1 12.7 5.5 1.8

建部地区 41 29.3 39.0 14.6 36.6 26.8 39.0 19.5 17.1 34.1 41.5 4.9 2.4 0.0

中野地区 85 24.7 30.6 12.9 27.1 15.3 35.3 15.3 16.5 44.7 48.2 12.9 0.0 1.2

八日市地区 137 22.6 18.2 9.5 19.7 11.7 26.3 7.3 20.4 38.7 43.1 17.5 2.2 1.5

南部地区 83 16.9 18.1 15.7 21.7 7.2 36.1 13.3 14.5 50.6 42.2 9.6 1.2 1.2

永源寺地区 76 18.4 21.1 14.5 17.1 11.8 31.6 13.2 26.3 39.5 39.5 14.5 2.6 3.9

五個荘地区 153 20.9 22.9 7.8 20.9 10.5 32.0 14.4 17.6 39.2 42.5 15.7 1.3 3.9

愛東地区 56 26.8 19.6 21.4 26.8 19.6 32.1 12.5 21.4 48.2 46.4 5.4 1.8 5.4

湖東地区 116 13.8 23.3 13.8 19.0 10.3 34.5 12.9 22.4 42.2 47.4 10.3 2.6 3.4

能登川地区 306 21.2 18.0 14.4 23.9 15.0 35.9 17.3 22.9 46.1 47.4 11.8 1.3 2.0

蒲生地区 165 20.6 28.5 14.5 25.5 17.0 30.3 17.6 29.1 41.2 46.7 13.3 1.8 1.2

わからない 15 0.0 6.7 13.3 26.7 0.0 13.3 6.7 13.3 46.7 20.0 13.3 0.0 13.3  
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(4) 環境や暮らしについて 

問 18 あなたは、東近江市の自然環境保全の取組について満足していますか。《○１つ》 

３割近くが満足、６割が「どちらともいえない」又は「わからない」 

  東近江市の自然環境保全の取組についての満足度は、「どちらともいえない」が最も多く 33.0％、

次いで「わからない」が 30.8％、これらを合わせると 63.8％となっています。 

  「満足している」が 4.7％、「どちらかといえば満足している」が 21.5％、これらを合わせると

26.2％となり、3 割近くの人が満足しています。一方、「どちらかといえば満足していない」と

「満足していない」を合わせると 8.7％で、１割未満となっています。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、満足（「満足している」と「どちらかといえば満足している」

の合計）の割合が 3.1 ポイント増加し、不満（「どちらかといえば満足していない」と「満足し

ていない」の合計）の割合が 3.6 ポイント減少し、評価はあがっています。 

  性別では男性より女性が、年代別では 20 歳代と 60 歳以上で、居住地区別では愛東地区、永源寺

地区、平田地区で、自然環境の取組についての満足度が高くなっています。 

 

 

 
 

N =

今回調査

（平成29年度）
1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

4.7

2.7

21.5

20.4

33.0

27.9

5.2

6.5

3.5

5.8

30.8

32.6

1.2

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

満足 不満 差 

①今回調査（平成 29 年度） 26.2 8.7 17.5

②市民意識調査（平成 28 年度）  23.1 12.3 10.8

①－② 3.1 -3.6 6.7

＊満足：「満足している」と「どちらかといえば満足している」の合計 

＊不満：「どちらかといえば満足していない」と「満足していない」の合計 

 
 
【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

3.7

5.3

19.5

23.0

35.2

31.0

6.7

4.1

4.4

2.6

30.0

32.2

0.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

単位：％

満足している どちらかといえば満足している

どちらともいえない どちらかといえば満足していない

満足していない わからない

無回答
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【年代別】 

 

 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

5.3

6.3

7.9

3.9

2.2

3.4

5.0

10.5 

20.8 

15.8 

19.1 

17.6 

23.0 

26.8 

42.1

26.0

25.6

33.8

36.3

35.1

35.0

5.3

5.2

3.0

4.4

4.4

8.1

5.0

5.3

1.0

2.5

2.0

4.4

4.7

3.7

31.6 

40.6 

44.8 

35.8 

34.6 

25.2 

21.5 

0.0

0.0

0.5

1.0

0.5

0.6

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

7.7

2.2

2.2

0.0

2.4

3.5

8.8

1.2

6.6

5.2

7.1

2.6

5.6

4.8

0.0

23.1 

22.2 

17.4 

20.0 

24.4 

17.6 

17.5 

20.5 

28.9 

22.9 

30.4 

19.8 

22.5 

18.8 

26.7 

38.5

28.9

41.3

41.8

34.1

45.9

22.6

31.3

39.5

30.7

25.0

33.6

30.7

37.0

26.7

0.0

2.2

6.5

7.3

2.4

4.7

5.8

8.4

7.9

5.9

3.6

5.2

4.6

4.8

6.7

3.8

6.7

2.2

0.0

2.4

2.4

7.3

2.4

1.3

2.6

0.0

4.3

3.9

3.6

0.0

26.9 

37.8 

23.9 

29.1 

31.7 

25.9 

38.0 

34.9 

14.5 

30.1 

32.1 

34.5 

31.7 

29.7 

40.0 

0.0

0.0

6.5

1.8

2.4

0.0

0.0

1.2

1.3

2.6

1.8

0.0

1.0

1.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

満足している どちらかといえば満足している

どちらともいえない どちらかといえば満足していない

満足していない わからない

無回答
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問 19 あなたは、暮らしや仕事等日々の営みの中で自然環境との関わりを感じていますか。《○１

つ》 

半数以上が自然環境との関わりを感じている 

  日々の営みの中で自然環境との関わりを感じているかについては、「感じている」が 17.7％、「ど

ちらかといえば感じている」が 32.5％で、これらを合わせると 50.2％となり、半数以上の人が

自然環境との関わりを感じています。一方、「どちらかといえば感じていない」と「感じていな

い」を合わせると 13.9％となっています。また、「どちらともえいない」が 25.1％、「わからな

い」が 9.6％となっています。 

  平成28年度の調査と比較すると、「どちらともいえない」の割合が6.3ポイント増加しています。

また、感じている人（「感じている」と「どちらかといえば感じている」の合計）の割合が増加

し、感じていない人（「どちらかといえば感じていない」と「感じていない」の合計）の割合が

減少したことで、総合的な評価はあがっています。 

  性別では 60 歳以上で、居住地区別では永源寺地区、愛東地区で、自然環境との関わりを感じて

いる人（前述）が多くみられます。 

 
 
 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

17.7

18.3

32.5

30.5

25.1

18.8

5.7

9.2

8.2

7.5

9.6

11.4

1.2

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

  感じている 感じていない 差 

今回調査（平成 29 年度）  50.2 13.9 36.3

市民意識調査（平成 28 年度） 48.8 16.7 32.1

①－② 1.4 -2.8 4.2

＊感じている：「感じている」と「どちらかといえば感じている」の合計 

＊感じていない：「どちらかといえば感じていない」と「感じていない」の合

計 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

17.1

18.1

32.9

32.9

25.1

24.2

6.7

5.0

9.3

7.2

8.8

10.5

0.2

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

単位：％

感じている どちらかといえば感じている

どちらともいえない どちらかといえば感じていない

感じていない わからない

無回答



40 

 

【年代別】 

 

 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

0.0

15.6

15.3

12.7

18.1

20.8

20.2

15.8 

31.3 

28.1 

32.4 

29.7 

37.9 

33.2 

31.6

21.9

24.6

27.5

27.5

21.7

25.7

0.0

5.2

6.4

6.4

8.2

6.5

3.7

5.3

12.5

10.8

12.7

9.9

5.6

4.5

42.1 

13.5 

14.3 

7.8 

6.6 

6.8 

9.5 

5.3

0.0

0.5

0.5

0.0

0.6

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

23.1

6.7

15.2

25.5

17.1

10.6

16.1

13.3

23.7

17.6

35.7

15.5

17.6

17.0

26.7

26.9 

44.4 

37.0 

21.8 

34.1 

34.1 

29.9 

30.1 

46.1 

36.6 

28.6 

41.4 

26.8 

31.5 

20.0 

19.2

28.9

21.7

29.1

24.4

31.8

27.0

26.5

18.4

17.0

8.9

25.0

29.4

29.1

3.8

4.4

10.9

3.6

7.3

8.2

5.8

8.4

3.9

5.9

1.8

1.7

7.2

5.5

0.0

11.5

4.4

4.3

7.3

9.8

10.6

10.9

8.4

2.6

9.8

7.1

5.2

9.8

3.6

33.3

15.4 

11.1 

2.2 

10.9 

4.9 

4.7 

9.5 

12.0 

3.9 

11.1 

16.1 

10.3 

8.5 

13.3 

13.3 

0.0

0.0

8.7

1.8

2.4

0.0

0.7

1.2

1.3

2.0

1.8

0.9

0.7

0.0

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

感じている どちらかといえば感じている

どちらともいえない どちらかといえば感じていない

感じていない わからない

無回答
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問 20 あなたは、次の低炭素・資源循環型の取組を行っていますか。 

①あなたは、環境にやさしい取組を行っていますか。（使用していない電気の消灯、マイバックの

持参、省エネ機器の選択、自転車や公共交通機関の利用等）《○１つ》 

９割近くが環境にやさしい取組を行っている 

  環境にやさしい取組の実施状況については、「常に取り組んでいる」が 36.7％、「ときどき取り

組んでいる」が 50.5％で、これらを合わせると 87.2％となり、9 割近くの人が取り組んでいる

と回答しています。一方、「取り組んでいない」は 7.0％、「取り組もうと思わない」は 0.2％と

わずかでした。 

  性別では男性より女性が、年代別では 60 歳代を除き年齢があがるほど、居住地区別では建部地

区、南部地区で、環境にやさしい取組を「常に取り組んでいる」人が多くみられます。 

 

 

 

N =

1,418
36.7 50.5 7.0

0.2

4.6 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

28.7

43.4

55.5

47.0

10.4

4.2

0.0

0.3

5.0

3.9

0.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【年代別】 

 

常に取り組んでいる ときどき取り組んでいる

取り組んでいない 取り組もうと思わない

わからない 無回答

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

10.5

15.6

31.0

37.3

39.6

38.2

43.8

68.4 

67.7 

53.2 

52.5 

51.1 

52.8 

40.6 

5.3

12.5

10.8

5.9

6.6

5.0

6.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

15.8

4.2

4.4

3.4

2.7

3.4

6.6

0.0 

0.0 

0.5 

1.0 

0.0 

0.6 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【居住地区別】 

 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

38.5

35.6

37.0

38.2

51.2

42.4

32.1

47.0

40.8

33.3

42.9

31.0

38.9

27.9

40.0

53.8 

55.6 

47.8 

56.4 

41.5 

47.1 

50.4 

43.4 

47.4 

54.2 

48.2 

54.3 

48.7 

55.2 

46.7 

3.8

6.7

4.3

3.6

4.9

8.2

9.5

6.0

5.3

8.5

1.8

8.6

4.9

10.9

13.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.3

0.7

0.0

0.0

0.0

0.6

3.8

2.2

2.2

1.8

2.4

2.4

8.0

2.4

3.9

2.6

5.4

6.0

6.2

4.8

0.0 

0.0 

8.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.2 

1.3 

0.7 

1.8 

0.0 

1.3 

0.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

常に取り組んでいる ときどき取り組んでいる

取り組んでいない 取り組もうと思わない

わからない 無回答
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②あなたは、自宅に再生可能エネルギー・省エネ設備を設置していますか。（太陽光発電や雨水貯

留施設、太陽熱温水器、エネファーム、蓄電システムの設置等）《○１つ》 

※エネファーム…家庭においてガス等を使って発電し、発電時の排熱を給湯等に利用するシステム 

２割が設置（予定含む。）、設置したいも含めると４割 

  自宅に再生可能エネルギー・省エネ設備を設置しているかについては、「既に設置している」が

21.7％、「設置する予定である」が 2.0％で、これらを合わせると 23.7％となり、2 割の人が設

置して（予定含む。）います。また、「設置したいが予定はない」は 43.6％で、これも合わせる

と 7 割近く（67.3％）となります。一方、「設置したいと思わない」は17.8％となっています。 

  年代別では 30～40 歳代で、居住地区別では建部地区、蒲生地区、中野地区で、予定も含め自宅

に再生可能エネルギー・省エネ設備を設置している人が多くみられます。 

 

 

 

 

N =

1,418
21.7

2.0

43.6 17.8 12.1 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

22.3

20.8

2.1

1.8

45.6

42.7

17.3

18.5

10.7

13.1

2.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【年代別】 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

15.8

12.5

31.5

28.9

23.6

20.2

15.4

0.0 

2.1 

1.5 

2.5 

0.5 

2.5 

2.4 

26.3

40.6

37.9

45.6

54.4

46.6

39.8

15.8

18.8

13.8

15.2

13.2

19.9

21.5

42.1

26.0

14.3

6.9

8.2

9.0

13.5

0.0 

0.0 

1.0 

1.0 

0.0 

1.9 

7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

既に設置している 設置する予定である

設置したいが予定はない 設置したいと思わない

わからない 無回答
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【居住地区別】 

 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

23.1

22.2

19.6

16.4

31.7

25.9

12.4

25.3

18.4

23.5

14.3

24.1

20.9

27.9

6.7

3.8 

2.2 

2.2 

0.0 

7.3 

2.4 

2.9 

0.0 

1.3 

2.6 

3.6 

2.6 

1.6 

1.2 

0.0 

42.3

40.0

41.3

49.1

43.9

35.3

38.0

47.0

53.9

37.9

33.9

47.4

48.0

44.2

40.0

15.4

11.1

19.6

18.2

7.3

18.8

24.1

12.0

17.1

17.6

32.1

18.1

17.0

15.8

26.7

15.4

20.0

6.5

16.4

7.3

14.1

21.9

10.8

6.6

15.7

14.3

6.0

9.8

9.7

13.3

0.0 

4.4 

10.9 

0.0 

2.4 

3.5 

0.7 

4.8 

2.6 

2.6 

1.8 

1.7 

2.6 

1.2 

13.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

既に設置している 設置する予定である

設置したいが予定はない 設置したいと思わない

わからない 無回答
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問 21 あなたは、ごみと資源の分別をしていますか。《○１つ》 

９割以上がごみと資源の分別をしている 

  ごみと資源の分別をしているかについては、「している」が 74.3％と最も多く、次の「どちらか

といえばしている」の 21.8％と合わせると 96.1％となり、ほとんどの人が分別をしています。

一方、「どちらかといえばしていない」と「していない」を合わせても、わずか 2.6％となって

います。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、ごみと資源の分別をしている人（「している」と「どちらかと

いえばしている」の合計）の割合は、93.7％から 2.4 ポイント増加しています。 

  性別では男性より女性が、年代別では 20 歳代を除き年齢があがるほど、居住地区別では愛東地

区、平田地区、建部地区で、ごみと資源の分別を「している」人が多くみられます。 

 
 
 
 

 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

74.3

75.4

21.8

18.3

1.8

1.9

0.8

0.8

0.4

0.4

0.9

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

  している していない 差 

今回調査（平成 29 年度）  96.1 2.6 93.5

市民意識調査（平成 28 年度）  93.7 2.7 91.0

①－② 2.4 -0.1 2.5

＊している：「している」と「どちらかといえばしている」の合計 

＊していない：「どちらかといえばしていない」と「していない」の合計 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

71.2

76.2

25.1

19.8

2.1

1.6

0.5

0.9

0.7

0.1

0.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

単位：％

している どちらかといえばしている

どちらかといえばしていない していない

分別方法がわからない 無回答
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【年代別】 

 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

57.9

55.2

63.1

67.6

76.9

79.5

84.1

31.6 

37.5 

31.0 

27.9 

21.4 

18.0 

12.2 

10.5

2.1

3.9

3.4

0.0

1.2

0.5

3.1

0.5

0.0

1.6

0.3

0.8

2.1

1.0

0.5

0.3

0.0

0.0 

0.0 

0.5 

0.5 

0.0 

0.6 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

88.5

77.8

65.2

72.7

87.8

77.6

72.3

74.7

73.7

68.6

89.3

73.3

71.2

77.0

66.7

7.7 

15.6 

28.3 

23.6 

12.2 

20.0 

24.1 

24.1 

23.7 

24.2 

3.6 

23.3 

25.2 

19.4 

26.7 

0.0

2.2

0.0

2.4

1.5

1.2

1.3

2.0

1.8

2.6

2.3

2.4

0.0

3.8

1.8

1.5

2.6

3.6

0.0

0.3

0.0

6.7

0.0

0.0

0.0

0.7

0.0

0.0

2.0

0.0

0.9

0.0

0.6

0.0 

4.4 

6.5 

1.8 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

0.7 

1.8 

0.0 

1.0 

0.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

している どちらかといえばしている

どちらかといえばしていない していない

分別方法がわからない 無回答
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問 22 市内の土地の約５６％が森林であり、鈴鹿山系の山間部では木材の生産が行われています。

あなたは、住宅等の新築・改築時に市内産木材を活用したいと思いますか。《○１つ》 

７割近くが市内産木材を「活用したい」 

  住宅等の新築・改築時に市内産木材を活用したいと思うかについては、「活用したい」が 65.9％

で、「活用したくない」が 24.8％となっています。 

  年代別では 60 歳以上を除き年齢があがるほど、居住地区別では御園地区、愛東地区、八日市地

区で、住宅等の新築・改築時に市内産木材の活用意向が強くなっています。 

 

 

N =

1,418 65.9 24.8 9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

66.6

65.6

27.5

22.7

5.9

11.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【年代別】 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

42.1

61.5

63.5

67.2

70.9

70.2

63.1

52.6 

37.5 

34.5 

28.9 

25.3 

20.2 

15.9 

5.3

1.0

2.0

3.9

3.8

9.6

21.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

活用したい 活用したくない 無回答
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【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

65.4

64.4

63.0

78.2

65.9

60.0

74.5

65.1

69.7

58.2

75.0

69.0

64.7

63.0

53.3

34.6 

22.2 

23.9 

16.4 

24.4 

27.1 

19.0 

24.1 

21.1 

26.8 

19.6 

23.3 

27.8 

27.3 

33.3 

0.0

13.3

13.0

5.5

9.8

12.9

6.6

10.8

9.2

15.0

5.4

7.8

7.5

9.7

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

活用したい 活用したくない 無回答
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問 22-1 問 22 で「１．活用したい」とお答えの方にお聞きします。 

具体的に住宅等のどの部分で活用したいですか。《あてはまるものすべてに○》 

４割以上が「構造材（柱）」や「床材」 

  住宅等のどの部分で活用したいかについては、「床材」が 43.8％、「構造材（柱）」43.4％の 2 つ

が多くあげられています。また、「わからない」と回答する人も 3 割います。 

  性別では、男性は「構造材（柱）」、女性は「床材」への活用を希望する人が最も多くなっていま

す。 

  年代別では、20 歳代、40 歳代、70 歳以上は「構造材（柱）」、30 歳代、50～60 歳代は「床材」

への活用を希望する人が最も多くなっています。（10 歳代は有効回答数が 8 件と少ないため、除

外しています。） 

 

 

【性 別】 

単位：％

区　分

有
効

回
答
数

（
件

）

構
造

材

（
柱

）

天
井

材

壁
面

材

床
材

わ
か

ら
な
い

そ
の

他

無
回

答

男性 409 50.4 32.3 33.5 45.5 24.9 4.4 1.0

女性 499 37.1 25.9 23.6 42.7 35.3 4.2 1.2  

 

 

【年代別】 

単位：％

区　分

有
効
回

答
数

（
件

）

構
造

材

（
柱

）

天
井

材

壁
面

材

床
材

わ
か

ら
な
い

そ
の

他

無
回

答

10歳代 8 37.5 25.0 37.5 37.5 25.0 0.0 0.0

20歳代 59 40.7 5.1 18.6 28.8 35.6 1.7 1.7

30歳代 129 38.0 24.8 27.9 40.3 37.2 3.1 0.0

40歳代 137 42.3 23.4 26.3 38.0 35.0 4.4 0.0

50歳代 129 40.3 29.5 24.0 45.7 35.7 2.3 0.0

60歳代 226 45.1 34.5 35.0 49.1 28.8 3.5 0.9

70歳以上 238 48.3 33.6 27.7 46.6 21.8 8.0 2.9  
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【居住地区別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答
数

（
件

）

構
造
材

（
柱

）

天
井
材

壁
面
材

床
材

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

平田地区 17 47.1 41.2 29.4 41.2 35.3 5.9 0.0

市辺地区 29 37.9 13.8 6.9 31.0 24.1 10.3 3.4

玉緒地区 29 48.3 34.5 31.0 51.7 20.7 6.9 3.4

御園地区 43 46.5 37.2 23.3 60.5 20.9 2.3 2.3

建部地区 27 48.1 22.2 25.9 44.4 25.9 7.4 0.0

中野地区 51 49.0 23.5 23.5 35.3 33.3 5.9 0.0

八日市地区 102 48.0 27.5 25.5 40.2 31.4 6.9 0.0

南部地区 54 37.0 24.1 24.1 37.0 40.7 5.6 0.0

永源寺地区 53 52.8 32.1 34.0 52.8 28.3 1.9 1.9

五個荘地区 89 38.2 28.1 29.2 42.7 31.5 3.4 1.1

愛東地区 42 40.5 28.6 38.1 45.2 33.3 4.8 0.0

湖東地区 80 45.0 22.5 26.3 43.8 27.5 1.3 2.5

能登川地区 198 40.9 31.3 29.3 44.9 31.8 4.0 0.5

蒲生地区 104 41.3 30.8 33.7 42.3 28.8 2.9 1.9

わからない 8 25.0 25.0 37.5 50.0 50.0 12.5 0.0  



51 

 

 
問 23 あなたは、「男は仕事、女は家事・育児」という考え方についてどう思いますか。《○１つ》

６割近くが「男は仕事、女は家事・育児」という考え方に共感しない 

  「男は仕事、女は家事・育児」という考え方については、「共感する」と「どちらかといえば共

感する」を合わせた割合が 32.0％で、「どちらかといえば共感しない」と「共感しない」を合わ

せた割合が 58.3％となっており、共感しない人が多くなっています。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、「どちらかといえば共感しない」の割合が 4.5 ポイント、「ど

ちらかといえば共感する」の割合が 3.0 ポイントそれぞれ増加している一方、「共感しない」の

割合が 3.7 ポイント減少しています。 

  性別では男性より女性が、年代別では 70 歳以上を除き、「男は仕事、女は家事・育児」という考

え方に共感しない人（「どちらかといえば共感しない」と「共感しない」の合計）が多くみられ

ます。、 

  居住地区別では、建部地区、中野地区、玉緒地区、永源寺地区、南部地区で共感しない人（前述）

が、御園地区、平田地区で共感する人（「共感する」と「どちらかといえば共感する」の合計）

が多くみられます。 

 

 

 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

5.8

6.9

26.2

23.2

25.9

21.4

32.4

36.1

8.3

8.7

1.5

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

  共感する 共感しない 差 

今回調査（平成 29 年度）  32.0 58.3 -26.3

市民意識調査（平成 28 年度）  30.1 57.5 -27.4

①－② 1.9  0.8   1.1

＊共感する：「共感する」と「どちらかといえば共感する」の合計 

＊共感しない：「どちらかといえば共感しない」と「共感しない」の合計 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

7.5

4.1

28.7

23.7

23.9

28.3

30.9

34.2

8.1

7.9

0.8

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

単位：％

共感する どちらかといえば共感する

どちらかといえば共感しない 共感しない

わからない 無回答
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【年代別】 

 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

0.0

8.3

4.4

3.4

5.5

4.0

9.0

5.3 

21.9 

16.3 

20.6 

22.0 

26.4 

39.0 

36.8

29.2

28.6

27.5

25.8

26.4

22.3

42.1

34.4

39.4

42.2

38.5

35.1

17.0

15.8

5.2

10.8

5.9

8.2

7.1

9.0

0.0 

1.0 

0.5 

0.5 

0.0 

0.9 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

3.8

8.9

0.0

10.9

2.4

4.7

7.3

6.0

3.9

5.9

3.6

7.8

4.9

5.5

13.3

38.5 

20.0 

28.3 

32.7 

22.0 

21.2 

21.2 

26.5 

25.0 

29.4 

33.9 

25.9 

26.1 

27.3 

33.3 

0.0

22.2

28.3

23.6

29.3

24.7

24.1

28.9

35.5

24.2

25.0

20.7

27.1

31.5

6.7

53.8

31.1

34.8

25.5

39.0

40.0

32.8

33.7

27.6

28.1

28.6

36.2

32.7

27.9

33.3

3.8

13.3

2.2

5.5

4.9

8.2

13.1

4.8

6.6

9.8

7.1

8.6

8.5

7.3

13.3

0.0 

4.4 

6.5 

1.8 

2.4 

1.2 

1.5 

0.0 

1.3 

2.6 

1.8 

0.9 

0.7 

0.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

共感する どちらかといえば共感する

どちらかといえば共感しない 共感しない

わからない 無回答
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問 24 あなたは、消費者トラブルに巻きこまれた時の相談窓口として、市役所内に消費生活セン

ターがあることをご存知ですか。《○１つ》 

６割近くが「知っている」、認知度は 57.8％ 

  市役所内に消費生活センターがあることを知っているかについては、「知っている」が 57.8％、

「知らない」が 41.2％と、知っている人が多くなっています。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、認知度（「知っている」と回答した人の割合）が若干増加して

います。 

  年代別では、若い世代の認知度は低く、年齢があがるほど認知度が高くなる傾向がみられます。 

  居住地区別では、愛東地区、五個荘地区、御園地区、永源寺地区、建部地区で認知度が高く、八

日市地区で低くなっています。 

 

 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

57.8

56.1

41.2

42.8

1.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

56.2

59.0

43.5

39.6

0.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【年代別】 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

42.1

33.3

46.3

51.5

56.0

65.2

68.4

57.9 

66.7 

52.7 

48.0 

44.0 

33.9 

29.4 

0.0

0.0

1.0

0.5

0.0

0.9

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

知っている 知らない 無回答
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【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

57.7

53.3

50.0

65.5

61.0

55.3

47.4

59.0

64.5

64.7

67.9

58.6

58.5

53.3

33.3

42.3 

44.4 

43.5 

34.5 

39.0 

44.7 

52.6 

39.8 

34.2 

34.0 

30.4 

41.4 

40.8 

45.5 

66.7 

0.0

2.2

6.5

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

1.3

1.3

1.8

0.0

0.7

1.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

知っている 知らない 無回答
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問 25 あなたは、市役所内の市民生活相談室で、暮らしの困りごとに関して法律相談や登記相談

等を受けられることをご存知ですか。《○１つ》 

半数以上が「知らない」 

  市役所内の市民生活相談室で法律相談や登記相談等が受けられることについては、「知っている」

が 47.7％、「知らない」が 51.3％と、知らない人が多くなっています。 

  年代別では、若い世代の認知度は低く、年齢があがるほど認知度が高くなる傾向がみられます。 

  居住地区別では、愛東地区、永源寺地区で認知度が高く、八日市地区、蒲生地区で低くなってい

ます。 

 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

47.7

47.9

51.3

50.6

1.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

45.6

49.5

54.4

48.9

0.0

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【年代別】 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

21.1

17.7

31.0

42.6

44.0

56.5

62.6

78.9 

82.3 

68.5 

56.9 

54.9 

42.9 

35.3 

0.0

0.0

0.5

0.5

1.1

0.6

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

知っている 知らない 無回答
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【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

50.0

51.1

45.7

47.3

46.3

52.9

31.4

45.8

60.5

51.6

64.3

53.4

48.7

39.4

33.3

50.0 

46.7 

47.8 

52.7 

51.2 

47.1 

68.6 

53.0 

38.2 

47.1 

33.9 

46.6 

50.7 

59.4 

66.7 

0.0

2.2

6.5

0.0

2.4

0.0

0.0

1.2

1.3

1.3

1.8

0.0

0.7

1.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

知っている 知らない 無回答
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問 26 あなたは、市内の鉄道やバス等の公共交通に対して満足していますか。《○１つ》 

半数以上が満足していない 

  公共交通に対する満足度については、満足（「満足している」と「どちらかといえば満足してい

る」の合計）の割合が 18.7％であるのに対し、満足していない（「どちらかといえば満足してい

ない」と「満足していない」の合計）の割合が 52.9％と、満足していない人が多くなっていま

す。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、「どちらともいえない」や「わからない」の割合が減少し、満

足（前述）の割合が 2.0 ポイント増加し、満足していない（前述）の割合が 3.2 ポイント増加し、

満足度が下がっています。 

  年代別では、30～50 歳代の働き盛り世代で満足度が低くなっています。 
  居住地区別では、建部地区、市辺地区、蒲生地区で満足度が低く、能登川地区で満足度が高くなっ

ています。 
 

 
 
 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

4.4

4.4

14.3

12.3

16.5

20.3

21.8

18.7

31.1

31.0

10.6

12.2

1.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

満足 不満 差 

①今回調査（平成 29 年度） 18.7 52.9 -34.2

②市民意識調査（平成 28 年度）  16.7 49.7 -33.0

①－② 2.0 3.2 -1.2

＊満足：「満足している」と「どちらかといえば満足している」の合計 

＊不満：「どちらかといえば満足していない」と「満足していない」の合計 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

4.4

4.5

15.3

13.7

16.9

15.6

22.0

22.5

30.1

31.5

10.3

10.9

1.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

単位：％

満足している どちらかといえば満足している

どちらともいえない どちらかといえば満足していない

満足していない わからない

無回答
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【年代別】 

 

 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

10.5

4.2

1.0

2.5

0.0

5.9

7.4

15.8 

20.8 

8.9 

12.3 

10.4 

12.4 

19.6 

15.8

14.6

11.8

14.7

14.8

18.3

19.9

21.1

17.7

19.2

25.5

26.4

23.6

18.8

31.6

36.5

42.9

38.2

38.5

24.5

22.0

5.3 

6.3 

15.8 

5.9 

9.3 

13.7 

10.3 

0.0

0.0

0.5

1.0

0.5

1.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

3.8

4.4

6.5

0.0

2.4

2.4

3.6

3.6

5.3

4.6

1.8

4.3

8.2

1.8

0.0

11.5 

8.9 

13.0 

16.4 

14.6 

12.9 

10.9 

13.3 

7.9 

13.1 

12.5 

10.3 

25.8 

6.1 

13.3 

23.1

11.1

28.3

23.6

7.3

21.2

18.2

9.6

21.1

18.3

16.1

11.2

14.1

17.0

20.0

15.4

26.7

19.6

20.0

31.7

17.6

28.5

22.9

21.1

27.5

17.9

21.6

19.0

20.6

6.7

38.5

42.2

21.7

23.6

39.0

36.5

29.2

37.3

30.3

26.1

41.1

39.7

19.6

42.4

40.0

7.7 

6.7 

10.9 

14.5 

4.9 

7.1 

9.5 

12.0 

11.8 

9.8 

8.9 

12.9 

11.8 

10.3 

20.0 

0.0

0.0

0.0

1.8

0.0

2.4

0.0

1.2

2.6

0.7

1.8

0.0

1.6

1.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

満足している どちらかといえば満足している

どちらともいえない どちらかといえば満足していない

満足していない わからない

無回答
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問 27 あなたは、ＪＲ琵琶湖線をどの程度利用しますか。《○１つ》 

７割近くが利用していない 

  ＪＲ琵琶湖線の利用頻度については、「ほとんど利用しない」が 55.5％と最も多く、次の「利用

したことはない」12.7％を合わせると 68.2％と、7 割近くの人が利用していないと回答していま

す。一方、利用している人は 30.0％で、その内訳は「月 1 日～2 日」が 20.9％と最も多く、次

いで、「ほぼ毎日」5.4％、「週１日～2 日」が 3.7％となっています。 

  性別では女性より男性が、年代別では 10～20 歳代で、ＪＲ琵琶湖線を利用している人が多くなっ

ています。 

  居住地区別では、平田地区、能登川地区で「ほぼ毎日」利用している人が多くみられます。一方、

玉緒地区、永源寺地区では利用していない人（「ほとんど利用しない」と「利用したことはない」

の合計）が多くみられます。 

 

 
 

N =

1,418
5.4 3.7 20.9 55.5 12.7 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

8.5

3.3

4.6

3.2

18.7

22.9

57.3

54.8

9.4

14.2

1.5

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【年代別】 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

36.8

8.3

8.9

6.9

8.8

4.3

0.0

5.3 

12.5 

1.5 

2.9 

2.7 

4.7 

2.9 

15.8

30.2

20.7

21.6

20.9

18.6

19.9

36.8

40.6

60.6

58.8

58.2

56.5

54.4

5.3

7.3

7.9

8.8

8.8

14.3

19.1

0.0 

1.0 

0.5 

1.0 

0.5 

1.6 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

ほぼ毎日 週１日～２日 月１日～２日

ほとんど利用しない 利用したことはない 無回答
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【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

19.2

2.2

0.0

3.6

7.3

5.9

2.2

3.6

3.9

5.9

3.6

3.4

11.1

1.8

0.0

0.0 

4.4 

1.8 

7.3 

5.9 

6.6 

2.4 

1.3 

3.3 

0.0 

2.6 

5.2 

2.4 

13.3 

11.5

11.1

6.5

10.9

14.6

17.6

25.5

25.3

3.9

24.8

16.1

19.0

28.1

20.0

33.3

65.4

64.4

60.9

61.8

61.0

56.5

49.6

56.6

57.9

52.9

60.7

58.6

50.0

62.4

26.7

3.8

17.8

28.3

20.0

9.8

10.6

16.1

7.2

30.3

11.1

19.6

15.5

3.3

12.7

26.7

0.0 

0.0 

4.3 

1.8 

0.0 

3.5 

0.0 

4.8 

2.6 

2.0 

0.0 

0.9 

2.3 

0.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

ほぼ毎日 週１日～２日 月１日～２日

ほとんど利用しない 利用したことはない 無回答
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問 27-1 問 27 で「１．ほぼ毎日」「２．週１日～２日」「３．月１日～２日」とお答えの方にお聞

きします。 

ＪＲ琵琶湖線を利用する目的は何ですか。《○１つ》 

ＪＲ琵琶湖線の利用目的は「遊び・趣味等」、「通勤・通学」、「仕事」 

  ＪＲ琵琶湖線の利用目的については、「遊び・趣味等」が 30.5％と最も多く、次いで「通勤・通

学」16.9％、「仕事」14.6％と続きます。 

  性別では、男女ともに「遊び・趣味等」が最も多くなっていますが、男性は女性より「通勤・通

学」や「仕事」での利用が、女性は男性より「遊び・趣味」での利用が多くなっています。年代

別では、50 歳代までは「通勤・通学」や「仕事」での利用が多くなっています。 

  居住地区別では、平田地区、御園地区、永源寺地区で「通勤・通学」での利用が多く、五個荘地

区、蒲生地区で「遊び・趣味等」での利用が多くなっています。 

 

 

 

 

N =

426
16.9 14.6 7.0 5.9

1.4

30.5 4.2 5.9 13.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

【性 別】 

N =

男性 195

女性 223

25.1

10.3

19.5

10.8

4.1

9.4

2.1

9.4

1.0

1.8

27.2

32.3

5.1

3.6

3.6

7.6

12.3

14.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【年代別】 

 

通勤・通学 仕事 買物

通院 公共施設利用 遊び・趣味等

観光 その他 無回答

N =

10歳代 11

20歳代 49

30歳代 63

40歳代 64

50歳代 59

60歳代 89

70歳以上 86

63.6

20.4

23.8

25.0

25.4

10.1

0.0

12.2 

20.6 

18.8 

23.7 

16.9 

2.3 

2.0

4.8

7.8

8.5

6.7

10.5

2.0

1.6

0.0

5.6

20.9

0.0

0.0

0.0

3.1

0.0

0.0

4.7

27.3 

36.7 

28.6 

26.6 

27.1 

29.2 

32.6 

0.0

0.0

1.6

4.7

0.0

9.0

7.0

9.1

4.1

4.8

6.3

5.1

6.7

7.0

0.0

22.4

14.3

7.8

10.2

15.7

15.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【居住地区別】 

 

N =

平田地区 8

市辺地区 8

玉緒地区 3

御園地区 9

建部地区 12

中野地区 25

八日市地区 47

南部地区 26

永源寺地区 7

五個荘地区 52

愛東地区 11

湖東地区 29

能登川地区 136

蒲生地区 40

わからない 7

50.0

25.0

0.0

33.3

25.0

20.0

6.4

11.5

28.6

13.5

18.2

13.8

22.8

7.5

0.0

25.0 

11.1 

33.3 

8.0 

17.0 

11.5 

0.0 

11.5 

0.0 

17.2 

20.6 

7.5 

0.0

33.3

11.1

8.3

4.0

8.5

7.7

14.3

7.7

18.2

3.4

5.1

10.0

12.5

16.0

8.5

7.7

14.3

3.8

9.1

3.4

3.7

7.5

14.3

12.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.9

0.0

0.0

1.5

2.5

14.3

0.0 

25.0 

0.0 

33.3 

25.0 

28.0 

31.9 

23.1 

40.4 

36.4 

27.6 

29.4 

40.0 

28.6 

12.5

33.3

11.1

4.0

4.3

7.7

0.0

3.8

0.0

0.7

12.5

28.6

12.5

33.3

0.0

8.0

4.3

3.8

28.6

1.9

0.0

6.9

5.9

7.5

14.3

25.0

0.0

0.0

8.3

12.0

19.1

26.9

14.3

15.4

18.2

27.6

10.3

5.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

通勤・通学 仕事 買物

通院 公共施設利用 遊び・趣味等

観光 その他 無回答
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問 27-2 問 27 で「１．ほぼ毎日」「２．週１日～２日」「３．月１日～２日」とお答えの方にお聞

きします。 

ＪＲ琵琶湖線を利用するときの乗車駅は何駅ですか。《○１つ》 

乗車駅は「能登川駅」と「近江八幡駅」が多い 

  ＪＲ琵琶湖線を利用するときの乗車駅は、「能登川駅」が 49.5％と最も多く、次いで「近江八幡

駅」が 39.9％となっています。これらを合わせると 89.4％となります。 

  「能登川駅」は、性別では男性、年代別では 10 歳代、30 歳代、50～60 歳代、居住地区別では能

登川地区、五個荘地区、湖東地区での利用が多くなっています。 

  「近江八幡駅」は、性別では女性、年代別では 20 歳代、40～50 歳代、70 歳以上、居住地区別で

は市辺地区、玉緒地区、御園地区、中野地区、南部地区、建部地区、蒲生地区での利用が多くなっ

ています。 

 

 

N =

426 49.5

0.20.2

39.9

1.9

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 195

女性 223

53.3

46.2

0.0

0.4

0.5

0.0

34.9

44.4

3.6

0.4

7.7

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【年代別】 

N =

10歳代 11

20歳代 49

30歳代 63

40歳代 64

50歳代 59

60歳代 89

70歳以上 86

54.5

42.9

52.4

43.8

50.8

55.1

46.5

0.0 

0.0 

1.7 

0.0 

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

18.2

44.9

33.3

45.3

44.1

37.1

43.0

0.0

0.0

3.2

3.1

0.0

2.2

2.3

27.3 

12.2 

11.1 

7.8 

3.4 

5.6 

7.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

能登川駅 稲枝駅 安土駅 近江八幡駅 その他 無回答
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【居住地区別】 

N =

平田地区 8

市辺地区 8

玉緒地区 3

御園地区 9

建部地区 12

中野地区 25

八日市地区 47

南部地区 26

永源寺地区 7

五個荘地区 52

愛東地区 11

湖東地区 29

能登川地区 136

蒲生地区 40

わからない 7

11.1

8.3

6.4

3.8

88.5

54.5

72.4

91.9

28.6

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.4 

0.0

2.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

75.0

100.0

100.0

88.9

83.3

88.0

76.6

84.6

71.4

7.7

45.5

6.9

1.5

82.5

57.1

12.5

0.0

0.0

6.4

7.7

14.3

0.0

0.0

0.0

2.5

0.0

12.5 

0.0 

0.0 

0.0 

8.3 

12.0 

8.5 

3.8 

14.3 

3.8 

0.0 

17.2 

6.6 

15.0 

14.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

能登川駅 稲枝駅 安土駅 近江八幡駅 その他 無回答
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問 28 市内には近江鉄道の駅が１３箇所あり、東近江市の活性化を進めていくうえで重要な公共

交通機関であると考えています。あなたは、近江鉄道についてどう感じていますか。《○１

つ》 

８割以上が重要と感じている、半数が改善を望む 

  近江鉄道については、「重要であるが利便性等の改善が必要と感じる」と回答した人が 51.3％と

最も多く、次いで「重要であると感じる」が 33.1％と続きます。これらを合わせると 84.4％と

なり、8 割以上の人が近江鉄道は重要であると考えています。 

  性別では男性より女性が、年代別では 30 歳代から年齢があがるほど、居住地区別では市辺地区、

南部地区、平田地区、中野地区、愛東地区、御園地区、建部地区で、重要であると感じている人

（「重要であると感じる」と「重要であるが利便性等の改善が必要と感じる」の合計）が多くみ

られます。 

 

 

 

 

N =

1,418
33.1 7.0 51.3 5.1 3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

29.8

36.1

10.3

4.3

52.6

51.1

4.9

5.3

2.4

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

重要であると感じる

重要でないと感じる

重要であるが利便性等の改善が必要と感じる

その他

無回答
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【年代別】 

 

 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

15.8

36.5

24.1

27.0

30.8

32.9

42.4

0.0 

6.3 

7.4 

7.4 

7.1 

9.6 

4.5 

78.9

54.2

63.1

59.3

54.9

48.4

40.1

5.3

3.1

4.9

4.4

5.5

6.2

5.0

0.0

0.0

0.5

2.0

1.6

2.8

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

42.3

46.7

28.3

49.1

41.5

43.5

36.5

39.8

38.2

27.5

39.3

35.3

24.2

26.7

26.7

3.8 

2.2 

2.2 

3.6 

0.0 

4.7 

2.2 

3.6 

7.9 

10.5 

3.6 

7.8 

13.1 

5.5 

6.7 

50.0

48.9

58.7

41.8

48.8

48.2

54.0

53.0

46.1

54.2

51.8

47.4

49.3

59.4

53.3

3.8

2.2

4.3

1.8

2.4

0.0

3.6

2.4

1.3

4.6

5.4

5.2

10.5

6.1

0.0

0.0

0.0

6.5

3.6

7.3

3.5

3.6

1.2

6.6

3.3

0.0

4.3

2.9

2.4

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

重要であると感じる

重要でないと感じる

重要であるが利便性等の改善が必要と感じる

その他

無回答
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問 29 あなたは、近江鉄道をどの程度利用しますか。《○１つ》 

９割近くが利用していない 

  近江鉄道の利用頻度については、「ほとんど利用しない」が 68.5％と最も多く、次の「利用した

ことはない」20.6％を合わせると 89.1％と、9 割近くの人が利用していないと回答しています。

一方、利用している人は 9.5％で、その内訳は「月 1日～2日」が 7.4％と最も多く、次いで「ほ

ぼ毎日」1.3％、「週１日～2 日」が 0.8％となっています。 

  居住地区別では、建部地区、中野地区、八日市地区で多く利用されています。 

 

 

 

N =

1,418

1.3 0.8

7.4 68.5 20.6 1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

1.8

1.1

0.7

0.8

9.1

6.2

69.4

68.6

18.1

22.2

1.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【年代別】 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

15.8

3.1

2.0

1.5

1.6

0.9

0.0

0.0 

0.0 

0.5 

0.5 

0.5 

0.6 

1.9 

5.3

9.4

4.9

9.8

7.1

6.2

8.0

68.4

67.7

68.5

67.6

69.2

69.6

69.0

10.5

19.8

24.1

19.6

20.9

21.7

18.3

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

0.5 

0.9 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

ほぼ毎日 週１日～２日 月１日～２日

ほとんど利用しない 利用したことはない 無回答
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【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

3.8

0.0

0.0

3.6

4.9

5.9

1.5

1.2

0.0

1.8

0.9

0.7

1.2

0.0

3.8 

4.4 

2.2 

0.0 

2.4 

3.5 

1.5 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

6.7 

3.8

8.9

8.7

12.7

19.5

15.3

19.0

14.5

2.6

3.3

3.6

6.0

0.3

5.5

20.0

73.1

75.6

76.1

74.5

68.3

71.8

70.8

79.5

78.9

73.9

76.8

69.8

56.9

64.2

46.7

15.4

8.9

13.0

5.5

2.4

1.2

7.3

4.8

13.2

21.6

17.9

21.6

41.8

27.3

26.7

0.0 

2.2 

0.0 

3.6 

2.4 

2.4 

0.0 

0.0 

5.3 

0.7 

0.0 

1.7 

0.3 

1.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

ほぼ毎日 週１日～２日 月１日～２日

ほとんど利用しない 利用したことはない 無回答
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問 29-1 問 29 で、「１．ほぼ毎日」「２．週１日～２日」「３．月１日～２日」とお答えの方にお

聞きします。 

    近江鉄道を利用する目的は何ですか。《○１つ》 

近江鉄道の利用目的は「遊び・趣味等」、「通院」、「通勤・通学」 

  近江鉄道の利用目的は、「遊び・趣味等」が 24.3％と最も多く、次いで「通院」19.1％、「通勤・

通学」が 16.2％と続きます。 

  性別では、男女ともに「遊び・趣味等」での利用が最も多くなっていますが、男性は女性と比べ

「仕事」や「通勤・通学」での利用が、女性は男性より「通院」や「買物」での利用が多くみら

れます。 

  年代別では、50 歳代までは「通勤・通学」や「仕事」、60 歳以上は「通院」での利用が多くみら

れます。また、50 歳代では「遊び・趣味等」、70 歳以上では「買物」での利用がほかの年代より

多くなっています。 

 

 

 

N =

136
16.2 14.0 8.1 19.1

2.9

24.3

3.7 2.9

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

 

【性 別】 

N =

男性 71

女性 61

19.7

13.1

23.9

3.3

2.8

13.1

7.0

31.1

2.8

3.3

26.8

23.0

4.2

3.3

2.8

3.3

9.9

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【年代別】 

 

 

通勤・通学 仕事 買物

通院 公共施設利用 遊び・趣味等

観光 その他 無回答

N =

10歳代 4

20歳代 12

30歳代 15

40歳代 24

50歳代 17

60歳代 25

70歳以上 37

75.0

25.0

40.0

25.0

11.8

8.0

0.0

8.3 

20.0 

33.3 

29.4 

8.0 

0.0

6.7

4.2

0.0

8.0

16.2

16.7

4.2

5.9

32.0

35.1

0.0

8.3

0.0

4.2

0.0

4.0

2.7

25.0 

25.0 

26.7 

20.8 

41.2 

28.0 

16.2 

0.0

0.0

4.2

0.0

8.0

5.4

4.2

0.0

8.1

0.0

16.7

6.7

0.0

11.8

4.0

16.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【居住地区別】 

 

N =

平田地区 3

市辺地区 6

玉緒地区 5

御園地区 9

建部地区 11

中野地区 21

八日市地区 30

南部地区 13

永源寺地区 2

五個荘地区 6

愛東地区 3

湖東地区 8

能登川地区 3

蒲生地区 11

わからない 4

33.3

16.7

0.0

33.3

27.3

23.8

13.3

7.7

16.7

33.3

12.5

0.0

9.1

0.0

0.0

0.0

18.2

19.0

23.3

23.1

0.0

0.0

0.0

33.3

18.2

0.0

16.7

20.0

11.1

9.1

0.0

3.3

7.7

16.7

27.3

33.3

33.3

40.0

11.1

9.1

19.0

20.0

15.4

100.0

16.7

33.3

0.0

9.1

50.0

0.0

0.0

20.0

0.0

9.1

0.0

0.0

0.0

0.0

12.5

0.0

0.0

25.0

33.3 

16.7 

0.0 

33.3 

18.2 

23.8 

30.0 

15.4 

50.0 

50.0 

27.3 

0.0 

20.0

11.1

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

9.1

25.0

0.0

0.0

0.0

3.3

15.4

33.3

0.0

0.0

16.7

0.0

0.0

9.1

9.5

6.7

15.4

0.0

0.0

25.0

66.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

通勤・通学 仕事 買物

通院 公共施設利用 遊び・趣味等

観光 その他 無回答
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問 30 あなたは、近江鉄道を利用する場合、どんなことを希望されますか。《○１つ》 

近江鉄道への希望は、本数の増加、駐車場等の整備、ＪＲ琵琶湖線との接続改善 

  近江鉄道を利用する場合の希望を聞いたところ、「本数を増やしてほしい」が 20.9％と最も多く、

次いで「駅前に駐車場・駐輪場を整備してほしい」（20.0％）、「ＪＲ琵琶湖線との接続改善」

（18.6％）と続きます。 

  「その他」の回答では、「運賃の値下げ」を多くの人があげています。 

  年代別では、年齢が若いほど本数の増加を、60 歳代まで年齢があがるほど駅前の駐車場・駐輪

場の整備をあげる人が多くみられます。 

  居住地区別では、中野地区、建部地区、八日市地区で本数の増加を、能登川地区、建部地区、五

個荘地区でＪＲ琵琶湖線との接続改善を、御園地区、愛東地区、永源寺地区、玉緒地区で駅前の

駐車場・駐輪場の整備をあげる人が多くみられます。 

 

 

 

 

 

 

N =

1,418
20.9 18.6

3.0

8.2 20.0 12.3 16.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

23.0

19.3

19.9

17.7

3.6

2.6

8.3

8.3

17.6

22.5

14.7

10.9

13.0

18.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

本数を増やしてほしい

ＪＲ琵琶湖線との接続改善

新幹線（米原駅）との接続改善

バスとの接続改善

駅前に駐車場・駐輪場を整備してほしい

その他

無回答
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【年代別】 

 

 

 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

68.4

36.5

26.6

26.5

20.3

13.7

14.3

10.5 

24.0 

21.2 

19.1 

22.0 

16.8 

15.9 

5.3

3.1

2.5

2.0

1.1

3.7

4.0

0.0

3.1

4.4

6.9

11.0

8.1

11.4

5.3

11.5

16.7

16.7

19.8

28.3

20.2

5.3 

9.4 

16.7 

14.7 

14.3 

9.6 

11.4 

5.3

12.5

11.8

14.2

11.5

19.9

22.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

 

本数を増やしてほしい

ＪＲ琵琶湖線との接続改善

新幹線（米原駅）との接続改善

バスとの接続改善

駅前に駐車場・駐輪場を整備してほしい

その他

無回答

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

23.1

26.7

19.6

21.8

29.3

29.4

29.2

21.7

14.5

22.2

14.3

19.0

12.7

25.5

13.3

3.8 

17.8 

13.0 

7.3 

26.8 

17.6 

14.6 

14.5 

11.8 

21.6 

16.1 

14.7 

31.7 

9.7 

13.3 

0.0

4.4

4.3

1.8

2.4

2.4

5.8

4.8

2.6

1.3

7.1

2.6

1.6

3.0

6.7

7.7

6.7

10.9

1.8

0.0

4.7

4.4

6.0

13.2

9.8

3.6

7.8

8.8

15.2

6.7

26.9

20.0

32.6

38.2

17.1

18.8

16.8

33.7

35.5

15.0

35.7

25.9

6.5

21.2

20.0

15.4 

8.9 

4.3 

7.3 

9.8 

16.5 

14.6 

4.8 

7.9 

11.1 

7.1 

12.9 

19.3 

10.3 

6.7 

23.1

15.6

15.2

21.8

14.6

10.6

14.6

14.5

14.5

19.0

16.1

17.2

19.3

15.2

33.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 31 あなたの住んでいる地域は、災害に対して安全だと感じていますか。《○１つ》 

６割近くが安全 

  住んでいる地域が災害に対して安全と感じているかについては、「安全」が 12.7％、「どちらか

といえば安全」が 44.5％で、これらを合わせると 57.2％となり、6 割近くの人が安全と感じて

います。一方、「どちらかといえば危険」と「危険」を合わせると 9.9％となっています。また、

「安全とも危険ともいえない」と回答した人は 24.7％となっています。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、安全（「安全」と「どちらかといえば安全」の合計）の割合が

12.7 ポイント増加し、危険（「どちらかといえば危険」と「危険」の合計）の割合が 4.5 ポイン

ト減少しており、住まいの安心感が高まっています。 

  性別では女性より男性が、年代別では 20 歳代と 70 歳以上が、居住地区別では南部地区で、住ん

でいる地域が災害に対して安全と感じている人（前述）が多くみられます。 

 

 
 
 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査

（平成28年度）
1,461

12.7

9.7

44.5

34.8

24.7

29.4

7.4

10.5

2.5

3.9

6.8

11.1

1.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

   安全 危険 差 

①今回調査（平成 29 年度）  57.2 9.9 47.3 

②市民意識調査（平成 28 年度） 44.5 14.4 30.1 

①－②  12.7 -4.5 17.2 

＊安全：「安全」と「どちらかといえば安全」の合計 

＊危険：「どちらかといえば危険」と「危険」の合計 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

13.4

11.6

48.4

42.7

22.5

26.1

6.8

7.9

2.0

2.8

5.9

7.2

1.1

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

単位：％ 

安全 どちらかといえば安全

安全とも危険ともいえない どちらかといえば危険

危険 わからない

無回答
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【年代別】 

 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

15.8

14.6

14.3

7.8

8.8

9.3

17.8

10.5 

54.2 

38.4 

44.6 

46.2 

49.1 

43.0 

42.1

18.8

29.6

28.9

22.0

25.8

21.5

0.0

2.1

6.9

6.9

12.1

7.1

7.4

10.5

3.1

0.5

3.4

3.8

1.9

1.9

21.1 

7.3 

10.3 

7.8 

6.0 

5.3 

5.3 

0.0

0.0

0.0

0.5

1.1

1.6

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

15.4

17.8

17.4

16.4

12.2

11.8

17.5

20.5

13.2

7.8

14.3

16.4

6.9

9.7

33.3

46.2 

42.2 

45.7 

40.0 

48.8 

48.2 

38.7 

51.8 

35.5 

41.8 

42.9 

48.3 

46.4 

48.5 

26.7 

26.9

20.0

23.9

20.0

17.1

23.5

24.8

18.1

31.6

32.0

21.4

21.6

25.8

26.1

13.3

7.7

8.9

4.3

1.8

9.8

7.1

3.6

10.5

7.8

14.3

6.0

10.1

7.3

6.7

3.8

0.0

0.0

5.5

0.0

1.2

1.5

0.0

3.9

2.0

5.4

0.0

4.6

2.4

0.0

8.9 

8.7 

14.5 

12.2 

5.9 

13.1 

9.6 

2.6 

7.8 

0.0 

5.2 

4.9 

4.2 

13.3 

0.0

2.2

0.0

1.8

0.0

2.4

0.7

0.0

2.6

0.7

1.8

2.6

1.3

1.8

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

安全 どちらかといえば安全

安全とも危険ともいえない どちらかといえば危険

危険 わからない

無回答
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問 32 あなたは、地震等の災害に備えてどのような準備をしていますか。《あてはまるものすべて

に○》 

災害への備えをしている人は増加、３割が「特に何もしていない」 

  災害への備えについては、「特に何もしていない」が 32.6％と最も多く、次いで「地域の防災訓

練に参加」31.0％、「一時集合場所や避難所を家族で確認」30.7％、「非常持ち出し袋の準備」25.5％、

「家具の転倒防止」20.2％と続きます。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、「特に何もしていない」の割合が 2.9 ポイント減少し、「家具

の転倒防止」、「安否連絡方法を家族で確認」の割合が増加しています。 

  性別では、男性は「特に何もしていない」が、女性は「一時集合場所や避難所を家族で確認」が

最も多くあげられています。 

  年代別では、10～40 歳代では「特に何もしていない」が、50 歳以上では「地域の防災訓練に参

加」が最も多くあげられています。また、「非常持ち出し袋の準備」は 30 歳代と 50 歳以上で、

「一時集合場所や避難所を家族で確認」は 40 歳代と 60 歳以上でほかの年代より多くあげられて

います。 

  居住地区別では、平田地区、市辺地区、玉緒地区、御園地区、中野地区、八日市地区、蒲生地区

では「特に何もしていない」が、建部地区、永源寺地区、五個荘地区、愛東地区、湖東地区、能

登川地区では「地域の防災訓練に参加」が、南部地区では「非常持ち出し袋の準備」が最も多く

あげられています。 

 

％

水や食料等を3 日分以上備蓄

非常持ち出し袋の準備

家具の転倒防止

地域の防災訓練に参加

一時集合場所や避難所を家族

で確認

安否連絡方法を家族で確認

その他

特に何もしていない

無回答

17.8

25.5

20.2

31.0

30.7

15.2

0.9

32.6

1.3

16.3

24.8

16.6

29.6

30.5

12.2

1.0

35.5

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

今回調査（平成29年度）

N=1.418

市民意識調査（平成28年度）

N=1.461
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【性 別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答
数

（
件

）

水
や
食
料
等
を
3
日
分
以

上
備
蓄

非
常
持
ち
出
し
袋
の
準
備

家
具
の
転
倒
防
止

地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加

一
時
集
合
場
所
や
避
難
所

を
家
族
で
確
認

安
否
連
絡
方
法
を
家
族
で

確
認

そ
の
他

特
に
何
も
し
て
い
な
い

無
回
答

男性 614 16.9 22.1 21.0 31.1 27.4 15.3 0.8 35.0 1.3

女性 761 18.7 28.4 19.6 31.3 33.1 14.8 1.1 30.5 1.3
 

 

 

【年代別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答
数

（
件

）

水
や
食
料
等
を
3
日
分
以

上
備
蓄

非
常
持
ち
出
し
袋
の
準
備

家
具
の
転
倒
防
止

地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加

一
時
集
合
場
所
や
避
難
所

を
家
族
で
確
認

安
否
連
絡
方
法
を
家
族
で

確
認

そ
の
他

特
に
何
も
し
て
い
な
い

無
回
答

10歳代 19 10.5 10.5 15.8 10.5 21.1 5.3 0.0 68.4 0.0

20歳代 96 16.7 13.5 15.6 8.3 20.8 15.6 0.0 46.9 0.0

30歳代 203 19.7 24.6 21.2 18.2 25.6 14.8 0.0 40.4 0.0

40歳代 204 14.7 21.1 20.6 31.4 31.9 15.2 0.5 34.3 0.5

50歳代 182 11.0 25.8 21.4 32.4 25.8 15.9 1.1 28.6 1.1

60歳代 322 19.6 26.1 18.6 40.4 34.8 14.9 0.6 31.1 0.6

70歳以上 377 20.7 31.6 22.0 36.3 33.7 15.1 2.1 26.0 3.2
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【居住地区別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答
数

（
件

）

水
や
食
料
等
を
3
日
分
以

上
備
蓄

非
常
持
ち
出
し
袋
の
準
備

家
具
の
転
倒
防
止

地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加

一
時
集
合
場
所
や
避
難
所

を
家
族
で
確
認

安
否
連
絡
方
法
を
家
族
で

確
認

そ
の
他

特
に
何
も
し
て
い
な
い

無
回
答

平田地区 26 7.7 23.1 7.7 26.9 15.4 11.5 0.0 38.5 0.0

市辺地区 45 6.7 20.0 11.1 17.8 40.0 11.1 0.0 40.0 0.0

玉緒地区 46 17.4 17.4 19.6 21.7 26.1 19.6 0.0 41.3 2.2

御園地区 55 16.4 27.3 20.0 18.2 30.9 9.1 1.8 36.4 0.0

建部地区 41 19.5 24.4 22.0 34.1 29.3 22.0 0.0 29.3 0.0

中野地区 85 12.9 27.1 28.2 7.1 16.5 16.5 1.2 37.6 3.5

八日市地区 137 17.5 16.1 18.2 16.8 22.6 10.2 0.7 44.5 0.7

南部地区 83 20.5 33.7 22.9 30.1 28.9 13.3 0.0 27.7 1.2

永源寺地区 76 15.8 27.6 17.1 40.8 39.5 13.2 1.3 34.2 2.6

五個荘地区 153 16.3 28.1 25.5 37.3 35.9 15.7 1.3 28.1 1.3

愛東地区 56 16.1 25.0 19.6 46.4 30.4 12.5 0.0 33.9 1.8

湖東地区 116 14.7 20.7 13.8 42.2 30.2 15.5 1.7 31.0 0.9

能登川地区 306 22.9 30.1 19.3 40.5 38.2 16.7 1.0 26.5 1.0

蒲生地区 165 18.8 23.0 24.8 26.7 24.2 15.8 1.2 33.3 1.2

わからない 15 20.0 26.7 0.0 6.7 6.7 33.3 0.0 40.0 6.7
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問 33 大規模な災害時には、住民同士の助け合いが必要と言われていますが、あなたなら何がで

きると思いますか。《あてはまるものすべてに○》 

大規模な災害時にできることは、安否確認作業、救助活動、消火活動 

  大規模災害時に何ができるかについては、「安否確認作業」が 39.4％と最も多く、次いで「救助

活動」33.1％、「消火活動」27.5％、「身体の不自由な方や高齢者のケア」が 23.8％と続きます。

また、「何もできないと思う」と回答した人も 23.8％となっています。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、「食料や備蓄品の提供」、「身体の不自由な方や高齢者のケア」

の割合が増加しています（それぞれ 2.5 ポイント、2.1 ポイント）。 

  性別では、男性は「救助活動」が、女性は「安否確認作業」が最も多くあげらています。 

  年代別では、10～20 歳代と 50 歳代では「救助活動」が、30～40 歳代と 60 歳代では「安否確認

作業」が、70 歳以上では「何もできないと思う」が最も多くあげられています。 

  居住地区別では、平田地区、玉緒地区、八日市地区では「救助活動」が、市辺地区、御園地区、

建部地区、南部地区、永源寺地区、五個荘地区、愛東地区、湖東地区、能登川地区、蒲生地区で

は「安否確認作業」が、中野地区、愛東地区では「何もできないと思う」が最も多くあげられて

います。なお、愛東地区では、「安否確認作業」と「何もできないと思う」が、ともに同じ割合

で最も多くあげられています。 

 

％

救助活動

消火活動

安否確認作業

負傷者のケア

身体の不自由な方や高齢者の

ケア

食料や備蓄品の提供

井戸水の提供

自宅スペースの提供

その他

何もできないと思う

無回答

33.1

27.5

39.4

14.5

23.8

18.7

9.9

17.1

2.3

23.8

2.3

33.9

25.7

38.6

15.5

21.7

16.2

9.0

16.8

1.8

24.2

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

今回調査（平成29年度）

N=1.418

市民意識調査（平成28年度）

N=1.461
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【性 別】 

単位：％

区　分

有
効
回

答
数

（
件

）

救
助
活

動

消
火
活

動

安
否
確

認
作
業

負
傷
者

の

ケ
ア

身
体
の

不
自
由

な

方
や
高

齢
者
の

ケ
ア

食
料
や

備
蓄
品
の

提
供

井
戸
水

の
提
供

自
宅

ス

ペ
ー

ス
の

提
供

そ
の
他

何
も
で

き
な
い

と

思
う

無
回
答

男性 614 48.9 42.5 45.0 15.0 19.7 15.1 10.1 14.5 2.8 17.8 2.0

女性 761 21.3 15.9 35.5 14.5 27.2 21.4 10.2 19.4 1.8 28.6 1.8  

 

 

【年代別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答

数

（
件

）

救
助
活
動

消
火
活
動

安
否
確
認

作
業

負
傷
者
の

ケ
ア

身
体
の
不

自
由

な
方

や
高

齢
者
の

ケ

ア

食
料
や
備

蓄
品
の
提

供

井
戸
水
の

提
供

自
宅

ス
ペ
ー

ス
の
提

供

そ
の
他

何
も
で
き

な
い

と
思

う

無
回
答

10歳代 19 31.6 21.1 15.8 5.3 15.8 21.1 0.0 5.3 0.0 31.6 0.0

20歳代 96 39.6 31.3 32.3 10.4 24.0 14.6 3.1 11.5 2.1 22.9 0.0

30歳代 203 32.5 25.6 39.9 20.2 27.1 15.8 4.4 15.3 0.5 26.1 0.5

40歳代 204 38.7 29.4 40.7 10.8 23.5 13.2 5.9 15.7 3.9 21.6 1.0

50歳代 182 44.5 36.3 41.2 17.6 25.8 18.1 6.0 14.3 2.7 19.2 0.5

60歳代 322 37.3 32.9 52.2 17.7 29.8 22.4 14.6 22.7 0.9 17.7 1.6

70歳以上 377 20.4 18.8 30.2 10.9 16.4 21.5 15.6 17.8 3.2 31.0 5.8  



80 

 

【居住地区別】 

単位：％

区　分

有

効
回
答
数

（
件

）

救

助
活
動

消

火
活
動

安

否
確
認
作

業

負

傷
者
の

ケ

ア

身

体
の
不
自

由

な
方
や

高

齢

者
の

ケ
ア

食

料
や
備
蓄

品
の
提
供

井

戸
水
の
提

供

自

宅

ス
ペ
ー

ス
の
提
供

そ

の
他

何

も
で
き
な

い

と
思
う

無

回
答

平田地区 26 38.5 34.6 34.6 19.2 30.8 11.5 7.7 23.1 3.8 11.5 0.0

市辺地区 45 17.8 24.4 37.8 11.1 20.0 11.1 4.4 24.4 2.2 22.2 2.2

玉緒地区 46 37.0 17.4 34.8 13.0 26.1 10.9 6.5 17.4 2.2 32.6 4.3

御園地区 55 38.2 30.9 45.5 20.0 25.5 27.3 1.8 18.2 1.8 20.0 0.0

建部地区 41 36.6 26.8 41.5 12.2 24.4 22.0 7.3 17.1 0.0 26.8 2.4

中野地区 85 23.5 21.2 31.8 9.4 16.5 11.8 1.2 12.9 1.2 36.5 3.5

八日市地区 137 35.0 27.0 34.3 11.7 22.6 16.8 2.2 8.8 4.4 27.0 0.7

南部地区 83 34.9 18.1 37.3 14.5 25.3 20.5 3.6 15.7 3.6 26.5 3.6

永源寺地区 76 36.8 36.8 47.4 15.8 28.9 27.6 22.4 28.9 0.0 11.8 2.6

五個荘地区 153 33.3 32.7 40.5 20.9 26.1 21.6 15.7 19.0 2.0 22.9 2.0

愛東地区 56 25.0 19.6 30.4 16.1 25.0 23.2 12.5 19.6 5.4 30.4 1.8

湖東地区 116 32.8 32.8 49.1 16.4 21.6 15.5 14.7 17.2 4.3 19.0 1.7

能登川地区 306 39.9 30.1 41.2 15.0 22.5 17.6 17.3 12.7 1.6 21.9 2.0

蒲生地区 165 23.6 21.2 38.2 9.7 24.8 20.0 3.0 24.2 0.6 26.1 2.4

わからない 15 53.3 53.3 33.3 20.0 26.7 26.7 0.0 13.3 0.0 20.0 6.7  
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(5) 教育関連の取組について  
問 34 あなたは、市内において児童・生徒の通学路の安全は確保できていると思いますか。《○１

つ》 

４割近くが通学路の安全は確保できている 

  通学路の安全確保については、「できている」が 6.0％、「どちらかといえばできている」が 31.0％

で、これらを合わせると 37.0％となり、4割近くの人ができていると考えています。一方、「ど

ちらかといえばできていない」と「できていない」を合わせると 24.2％で、通学路の安全確保

はできていると考えている人が多くなっています。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、通学路の安全確保ができている（「できている」と「どちらか

といえばできている」の合計）の割合が 2.5 ポイント増加し、できていない（「どちらかとえい

ばできていない」と「できていない」の合計）の割合が 1.9 ポイント減少し、評価があがってい

ます。 

  性別では男性より女性が、年代別では 30～50 歳代で、通学路の安全確保ができていない（前述）

と感じている人が多くなっています。 

  居住地区別では、市辺地区、愛東地区、能登川地区で安全確保の評価が高く、湖東地区、蒲生地

区で評価が低くなっています。 

 

 
 
 

N =

今回調査

（平成29年度）
1,418

市民意識調査

（平成28年度）
1,461

6.0

6.6

31.0

27.9

22.1

19.9

15.5

14.2

8.7

11.9

15.0

17.9

1.7

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

   できている できていない 差  

①今回調査（平成 29 年度）  37.0 24.2 12.8

②市民意識調査（平成 28 年度） 34.5 26.1 8.4

①－②  2.5 -1.9 4.4

＊できている：「できている」と「どちらかといえばできている」の合計  

＊できていない：「どちらかといえばできていない」と「できていない」の合計 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

7.3

4.7

30.8

30.7

23.8

21.3

15.5

15.9

8.5

9.2

12.7

16.7

1.5

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

単位：％

できている どちらかといえばできている

どちらともいえない どちらかといえばできていない

できていない わからない

無回答
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【年代別】 

 

 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

5.3

7.3

3.9

2.5

4.4

3.7

11.7

26.3 

33.3 

18.2 

27.5 

29.7 

33.2 

37.1 

26.3

21.9

25.1

27.9

19.2

22.0

19.6

0.0

17.7

23.2

18.1

19.8

15.8

8.0

10.5

6.3

13.3

10.3

8.8

9.3

5.3

31.6 

13.5 

16.3 

13.2 

17.0 

14.9 

13.8 

0.0

0.0

0.0

0.5

1.1

0.9

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

15.4

6.7

2.2

9.1

4.9

4.7

5.8

4.8

5.3

4.6

14.3

8.6

4.6

6.1

6.7

19.2 

37.8 

28.3 

25.5 

34.1 

29.4 

24.1 

32.5 

28.9 

35.3 

28.6 

27.6 

35.6 

31.5 

20.0 

15.4

17.8

26.1

20.0

29.3

20.0

23.4

22.9

25.0

22.2

19.6

19.8

20.9

26.7

20.0

19.2

15.6

13.0

10.9

14.6

14.1

12.4

19.3

14.5

12.4

10.7

20.7

15.4

19.4

13.3

7.7

2.2

10.9

12.7

4.9

11.8

9.5

2.4

9.2

5.2

16.1

12.9

7.5

9.7

13.3

23.1 

20.0 

15.2 

21.8 

12.2 

17.6 

24.1 

15.7 

13.2 

18.3 

8.9 

8.6 

14.7 

6.1 

20.0 

0.0

0.0

4.3

0.0

0.0

2.4

0.7

2.4

3.9

2.0

1.8

1.7

1.3

0.6

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

できている どちらかといえばできている

どちらともいえない どちらかといえばできていない

できていない わからない

無回答
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問 35 あなたは、「東近江市は人権が尊重されるまち」になっていると思いますか。《○１つ》 

人権が尊重されるまちになっていると思う人は３割近く、３割が「どちらともいえない」 

  東近江市は人権が尊重されるまちになっていると思うかについては、「どちらともいえない」が

34.4％と最も多くなっています。 

  人権が尊重されるまちになっていると思う人（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の

合計）の割合は 25.9％で、そう思わない人（「どちらかといえばそう思わない」と「そう思わな

い」の合計）の割合（11.3％）より高くなっています。 

  年代別では 30 歳以上で年齢があがるほど、居住地区別では御園地区、能登川地区で、人権が尊

重されるまちになっていると思う人（前述）が多くみられます。 

 

 

 

 

N =

1,418 3.7 22.2 34.4 5.6 5.7 27.3 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

4.1

3.7

23.8

20.9

35.2

33.9

4.7

6.2

5.7

5.7

25.4

29.0

1.1

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【年代別】 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

0.0

6.3

3.0

2.0

2.7

2.8

5.8

10.5 

13.5 

12.8 

17.2 

17.6 

24.5 

32.9 

31.6

35.4

30.0

35.8

36.8

39.1

31.6

0.0

3.1

4.4

7.4

6.6

6.8

4.8

3.1

5.9

8.3

8.8

5.3

4.0

57.9 

38.5 

43.8 

28.9 

26.4 

21.1 

18.3 

0.0

0.0

0.0

0.5

1.1

0.3

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらともいえない どちらかといえばそう思わない

そう思わない わからない

無回答
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【居住地区別】 

 

 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

0.0

2.2

0.0

1.8

2.4

4.7

5.8

1.2

5.3

3.3

5.4

6.9

3.9

3.0

0.0

26.9 

15.6 

19.6 

30.9 

22.0 

17.6 

14.6 

24.1 

21.1 

23.5 

21.4 

19.8 

25.5 

24.8 

13.3 

38.5

37.8

39.1

32.7

43.9

38.8

26.3

33.7

40.8

32.7

23.2

39.7

33.3

35.2

40.0

0.0

8.9

4.3

9.1

2.4

4.7

9.5

8.4

5.3

5.9

8.9

6.0

4.6

2.4

0.0

3.8

2.2

4.3

1.8

2.4

9.4

8.8

4.8

3.9

5.2

10.7

4.3

4.2

8.5

6.7

30.8 

33.3 

30.4 

23.6 

26.8 

22.4 

35.0 

27.7 

19.7 

28.1 

28.6 

23.3 

27.5 

25.5 

33.3 

0.0

0.0

2.2

0.0

0.0

2.4

0.0

0.0

3.9

1.3

1.8

0.0

1.0

0.6

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらともいえない どちらかといえばそう思わない

そう思わない わからない

無回答
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問 36 あなたは、この１年間に職場、市又は地区等が開催する人権に関する講座や講演、研修等

に参加しましたか。《あてはまるものすべてに○》 

何らかの講座や講演、研修等に参加した人が４割近く 

  この１年間に人権に関する講座や講演、研修等に参加した割合は 35.9％であり、「参加していな

い」が 60.7％となっています。参加した人は、「自治会の町別懇談会」が 20.7％と最も多く、次

いで「職場の講演や研修」11.8％、「地区の講座や講演」10.4％、「市の講座や講演」5.0％と続

きます。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、「参加していない」の割合が 2.1 ポイント減少しています。 

  性別では、女性より男性が人権に関する講座等に参加した人の割合が高く、自治会の町別懇談会、

職場の講演や研修、地区の講座や講演への参加が多くみられます。 

  年代別では、年齢があがるほど人権に関する講座等に参加した人の割合が高くなっています。 

 

％

職場の講演や研修に参加した

市の講座や講演に参加した

地区の講座や講演に参加した

自治会の町別懇談会に参加し

た

参加していない

その他

無回答

11.8

5.0

10.4

20.7

60.7

1.1

2.3

12.7

5.3

9.9

19.2

62.8

0.7

1.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

今回調査（平成29年度）

N=1,418

市民意識調査（平成28年度）

N=1,461

 

 

 

【性 別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答
数

（
件

）

職
場
の
講
演
や
研
修
に
参

加
し
た

市
の
講
座
や
講
演
に
参
加

し
た

地
区
の
講
座
や
講
演
に
参

加
し
た

自
治
会
の
町
別
懇
談
会
に

参
加
し
た

参
加
し
て
い
な
い

そ
の
他

無
回
答

男性 614 13.7 6.2 12.4 23.9 57.2 1.0 2.1

女性 761 10.6 4.1 8.8 18.0 64.0 1.1 2.0
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【年代別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答
数

（
件

）

職
場
の
講
演
や
研
修
に
参

加
し
た

市
の
講
座
や
講
演
に
参
加

し
た

地
区
の
講
座
や
講
演
に
参

加
し
た

自
治
会
の
町
別
懇
談
会
に

参
加
し
た

参
加
し
て
い
な
い

そ
の
他

無
回
答

10歳代 19 5.3 0.0 0.0 0.0 94.7 0.0 0.0

20歳代 96 24.0 4.2 2.1 3.1 71.9 0.0 1.0

30歳代 203 16.7 4.4 2.5 4.9 74.9 1.0 1.0

40歳代 204 15.2 3.4 6.9 14.7 65.2 1.5 1.5

50歳代 182 19.8 6.0 12.6 17.6 57.1 1.6 0.0

60歳代 322 8.4 5.9 15.2 32.0 53.1 0.6 1.2

70歳以上 377 3.7 5.6 14.3 29.7 54.6 1.3 5.3
 

 

 

【居住地区別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答
数

（
件

）

職
場
の
講
演
や
研
修
に
参

加
し
た

市
の
講
座
や
講
演
に
参
加

し
た

地
区
の
講
座
や
講
演
に
参

加
し
た

自
治
会
の
町
別
懇
談
会
に

参
加
し
た

参
加
し
て
い
な
い

そ
の
他

無
回
答

平田地区 26 11.5 0.0 11.5 15.4 61.5 0.0 0.0

市辺地区 45 11.1 2.2 11.1 26.7 55.6 2.2 4.4

玉緒地区 46 15.2 10.9 15.2 26.1 52.2 0.0 0.0

御園地区 55 9.1 10.9 10.9 32.7 52.7 1.8 3.6

建部地区 41 17.1 7.3 4.9 26.8 56.1 0.0 2.4

中野地区 85 8.2 3.5 12.9 18.8 65.9 1.2 0.0

八日市地区 137 9.5 3.6 5.8 9.5 73.0 1.5 1.5

南部地区 83 13.3 3.6 12.0 12.0 68.7 1.2 2.4

永源寺地区 76 11.8 6.6 13.2 26.3 59.2 0.0 1.3

五個荘地区 153 15.0 2.0 9.2 19.0 62.1 0.7 2.0

愛東地区 56 5.4 0.0 14.3 23.2 64.3 0.0 1.8

湖東地区 116 14.7 6.9 12.1 26.7 52.6 0.9 2.6

能登川地区 306 12.1 7.2 9.5 25.2 54.9 1.6 3.6

蒲生地区 165 10.3 4.2 12.1 15.8 64.2 0.6 1.2

わからない 15 6.7 0.0 0.0 0.0 80.0 6.7 6.7
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問 37 あなたは、オレンジリボンが児童虐待防止のシンボルマークであると知っていますか。《○

１つ》 

認知度は４割近く、６割が「知らない」 

  オレンジリボン（児童虐待防止のシンボルマーク）の認知度については、「知っている」が 35.5％、

「知らない」が 62.0％と、知らない人が多くなっています。 

  性別では男性より女性、年代別では 10 歳代と 30～50 歳代で、居住地区別では中野地区、平田地

区で、認知度が高くなっています。 

 

 

N =

1,418 35.5 62.0 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

28.8

41.7

69.1

56.1

2.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【年代別】 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

42.1

32.3

42.4

44.6

41.8

31.1

27.9

57.9 

66.7 

57.1 

54.9 

57.7 

66.1 

66.6 

0.0

1.0

0.5

0.5

0.5

2.8

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

知っている 知らない 無回答
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【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

50.0

22.2

30.4

38.2

31.7

50.6

24.1

36.1

43.4

37.9

30.4

40.5

36.3

32.7

6.7

50.0 

73.3 

67.4 

54.5 

68.3 

48.2 

75.2 

60.2 

55.3 

58.2 

64.3 

56.0 

61.4 

66.1 

93.3 

0.0

4.4

2.2

7.3

0.0

1.2

0.7

3.6

1.3

3.9

5.4

3.4

2.3

1.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

知っている 知らない 無回答
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問 38 あなたは、児童虐待が疑われるときに、どこに通報しますか。《あてはまるものすべてに○》

通報先は、警察、市役所、民生委員児童委員、子ども家庭相談センター等 

  児童虐待が疑われるときの通報先については、「警察」が 48.4％と最も多く、次いで「市役所」

31.6％、「民生委員児童委員」25.1％、「子ども家庭相談センター」22.2％と続きます。一方、「通

報先を知らない」は 8.9％、「通報しない」は 0.7％とわずかとなっています。 

  性別、年代別、居住地区別のいずれも、すべて「警察」が最も多くなっています。 

  性別では、男性は「警察」が女性より多く、女性は「民生委員児童委員」、「園・学校」、「保健

センター」が男性より多くあげられています。 

  年代別では、「警察」は 10 歳代で、「市役所」は 60 歳代で、「民生委員児童委員」は 60 歳以上で

多くあげられています。 

  居住地区別では、「警察」は御園地区で、「市役所」は御園地区、永源寺地区、建部地区で、「園・

学校」は愛東地区、永源寺地区、御園地区で、「民生委員児童委員」は愛東地区、市辺地区で多

くあげられています。 

N = 1,418 ％

子ども家庭相談センター

警察

市役所

子ども相談センター２４ｈ虐待こどもダイヤル

児童相談所全国共通ダイヤル１８９

園・学校

保健センター

民生委員児童委員

その他

通報先を知らない

通報しない

無回答

22.2

48.4

31.6

12.1

10.8

15.4

8.8

25.1

0.6

8.9

0.7

2.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

 

 

 

【性 別】 

単位：％

区　分

有

効

回

答

数

（
件

）

子

ど

も

家

庭

相

談

セ

ン

タ
ー

警

察

市

役

所

子

ど

も

相

談

セ

ン

タ
ー

２

４

ｈ

虐

待

こ

ど

も

ダ

イ

ヤ

ル 児

童

相

談

所

全

国

共

通

ダ

イ

ヤ

ル

１

８

９

園

・

学

校

保

健

セ

ン

タ
ー

民

生

委

員

児

童

委

員

そ

の

他

通

報

先

を

知

ら

な

い

通

報

し

な

い

無

回

答

男性 614 22.8 55.2 32.7 10.3 9.4 12.5 5.5 21.8 0.3 9.4 0.5 2.3

女性 761 22.1 42.7 31.1 13.9 11.7 17.9 11.6 27.5 0.9 8.5 0.8 3.0  
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【年代別】 

単位：％

区　分

有

効

回

答

数

（
件

）

子

ど

も

家

庭

相

談

セ

ン

タ
ー

警

察

市

役

所

子

ど

も

相

談

セ

ン

タ
ー

２

４

ｈ

虐

待

こ

ど

も

ダ

イ

ヤ

ル 児

童

相

談

所

全

国

共

通

ダ

イ

ヤ

ル

１

８

９

園

・

学

校

保

健

セ

ン

タ
ー

民

生

委

員

児

童

委

員

そ

の

他

通

報

先

を

知

ら

な

い

通

報

し

な

い

無

回

答

10歳代 19 15.8 63.2 10.5 15.8 15.8 15.8 0.0 0.0 0.0 15.8 0.0 0.0

20歳代 96 27.1 47.9 21.9 13.5 18.8 12.5 13.5 4.2 0.0 11.5 0.0 1.0

30歳代 203 25.6 54.7 32.0 15.8 12.8 16.3 14.8 5.4 0.0 8.4 0.5 1.0

40歳代 204 23.0 48.5 29.4 13.7 10.3 17.6 7.4 7.8 0.5 10.3 0.0 0.0

50歳代 182 29.7 47.8 33.5 8.2 10.4 15.9 6.6 19.8 0.5 10.4 3.3 0.5

60歳代 322 18.6 47.8 37.0 11.8 9.3 14.0 9.0 36.6 0.9 6.2 0.6 2.8

70歳以上 377 17.8 45.9 31.6 11.4 9.5 15.4 6.6 44.0 1.1 8.8 0.3 6.4  

 

 

【居住地区別】 

単位：％

区　分

有

効

回

答

数

（
件

）

子

ど

も

家

庭

相

談

セ

ン

タ
ー

警

察

市

役

所

子

ど

も

相

談

セ

ン

タ
ー

２

４

ｈ

虐

待

こ

ど

も

ダ

イ

ヤ

ル 児

童

相

談

所

全

国

共

通

ダ

イ

ヤ

ル

１

８

９

園

・

学

校

保

健

セ

ン

タ
ー

民

生

委

員

児

童

委

員

そ

の

他

通

報

先

を

知

ら

な

い

通

報

し

な

い

無

回

答

平田地区 26 23.1 42.3 30.8 3.8 3.8 11.5 11.5 19.2 3.8 3.8 0.0 0.0

市辺地区 45 22.2 46.7 28.9 20.0 13.3 17.8 8.9 37.8 0.0 4.4 0.0 2.2

玉緒地区 46 26.1 43.5 39.1 13.0 6.5 17.4 15.2 32.6 0.0 8.7 0.0 2.2

御園地区 55 25.5 69.1 43.6 5.5 0.0 21.8 3.6 30.9 0.0 0.0 3.6 3.6

建部地区 41 29.3 53.7 41.5 9.8 7.3 19.5 7.3 12.2 0.0 4.9 0.0 4.9

中野地区 85 22.4 41.2 37.6 11.8 9.4 17.6 10.6 18.8 0.0 11.8 2.4 4.7

八日市地区 137 17.5 52.6 27.0 13.1 16.1 12.4 3.6 13.9 0.7 13.9 0.0 1.5

南部地区 83 26.5 44.6 32.5 7.2 9.6 18.1 14.5 18.1 0.0 12.0 0.0 2.4

永源寺地区 76 21.1 46.1 42.1 10.5 11.8 22.4 7.9 28.9 0.0 10.5 0.0 2.6

五個荘地区 153 23.5 49.7 26.8 13.7 11.8 12.4 7.2 23.5 0.7 7.2 0.7 4.6

愛東地区 56 26.8 51.8 37.5 12.5 17.9 28.6 8.9 42.9 1.8 3.6 0.0 1.8

湖東地区 116 20.7 43.1 27.6 10.3 12.1 9.5 10.3 28.4 0.9 8.6 0.0 1.7

能登川地区 306 19.0 49.3 31.0 12.7 7.8 14.7 11.4 29.1 1.0 10.5 0.3 2.6

蒲生地区 165 22.4 46.7 27.9 15.8 13.9 13.9 6.1 23.6 0.6 8.5 1.8 1.8

わからない 15 33.3 53.3 26.7 6.7 13.3 0.0 6.7 6.7 0.0 6.7 0.0 6.7  
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問 39 あなたは、この１年間にコミュニティセンター等で趣味的なもの（音楽・美術等）や教養

的なもの（文学・歴史等）の活動に参加しましたか。《○１つ》 

２割が「参加した」、８割近くが「参加しなかった」 

  この１年間に音楽・美術等や文学・歴史等の活動に参加したかについては、「参加しなかった」

が 76.3％と最も多く、次いで「年数回程度参加した」12.7％、「月１回～月 2 回程度参加した」

6.3％と続きます。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、「参加しなかった」の割合が 2.4 ポイント減少しています。 

  性別では女性より男性が、年代別では 50 歳代までで、居住地区別では五個荘地区、湖東地区、

八日市地区、御園地区、中野地区で、「参加しなかった」人が多くみられます。 

 

 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

0.6

0.5

1.8

1.7

6.3

5.3

12.7

12.4

76.3

78.7

2.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

週 1 回以上参加 参加しなかった

①今回調査（平成 29 年度）  2.4 76.3

②市民意識調査（平成 28 年度） 2.2 78.7

①－② 0.2 -2.4

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

0.2

0.9

0.7

2.6

3.6

8.1

11.6

13.7

81.9

72.4

2.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

単位：％

週３回以上参加した 週１回～２回参加した 月１回～月２回程度参加した

年数回程度参加した 参加しなかった 無回答
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【年代別】 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

1.0

0.5

0.0

0.0

1.2

0.5

0.5 

2.0 

1.6 

1.9 

2.9 

0.0

0.0

1.5

3.9

2.7

8.7

11.4

8.3

9.4

11.3

8.2

18.6

14.6

100.0

89.6

87.2

82.4

87.4

68.3

64.5

0.0 

1.0 

1.0 

0.5 

0.0 

1.2 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

0.7

0.0

1.3

0.0

0.0

0.9

1.0

0.6

0.0 

2.2 

2.2 

1.8 

2.4 

0.0 

0.0 

3.6 

2.6 

0.7 

1.8 

0.9 

2.3 

3.6 

7.7

11.1

10.9

9.1

4.9

3.5

7.3

9.6

3.9

4.6

8.9

6.0

5.9

4.8

0.0

15.4

11.1

6.5

7.3

22.0

12.9

10.9

9.6

22.4

8.5

16.1

9.5

15.0

14.5

6.7

76.9

71.1

76.1

80.0

68.3

80.0

80.3

75.9

67.1

83.7

69.6

81.0

72.9

75.2

86.7

0.0 

4.4 

4.3 

1.8 

2.4 

2.4 

0.7 

1.2 

2.6 

2.6 

3.6 

1.7 

2.9 

1.2 

6.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

週３回以上参加した 週１回～２回参加した 月１回～月２回程度参加した

年数回程度参加した 参加しなかった 無回答
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問 40 あなたは、東近江市において青少年健全育成の取組がなされていると思いますか。《○１つ》

３割が「取組がなされている」、半数以上が「わからない」 

  青少年健全育成の取組がなされていると思うかについては、「わからない」が 54.5％と最も多く

なっています。取組がなされていると思う人（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の

合計）の割合は 30.6％で、そう思わない人（「どちらかといえばそう思わない」と「そう思わな

い」の合計）の割合（12.5％）より多くなっています。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、青少年健全育成の取組がなされていると思う人（前述）の割

合が 6.0 ポイント増加し、そう思わない人（前述）の割合が 3.3 ポイント減少し、評価はあがっ

ています。 

  年代別では 60 歳以上で、居住地区別では永源寺地区で、青少年の健全育成の取組がなされてい

ると思う人（前述）が多くみられます。 

 
 
 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

4.2

3.5

26.4

21.1

8.6

10.5

3.9

5.3

54.5

57.6

2.4

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

   そう思う そう思わない 差  

①今回調査（平成 29 年度）  30.6 12.5 18.1

②市民意識調査（平成 28 年度） 24.6 15.8 8.8

①－②  6.0 -3.3 9.3

＊そう思う：「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計  

＊そう思わない：「どちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」の合計 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

3.9

4.6

26.5

26.5

10.1

7.6

5.0

3.0

52.1

56.1

2.3

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

単位：％

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答
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【年代別】 

 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

0.0

4.2

1.5

3.9

3.3

4.3

6.4

26.3 

22.9 

16.3 

25.5 

23.1 

30.4 

30.5 

0.0

6.3

5.9

9.8

12.6

8.4

9.0

4.2

4.9

5.9

6.0

3.1

1.9

73.7

61.5

70.4

54.4

54.9

52.5

46.2

0.0 

1.0 

1.0 

0.5 

0.0 

1.2 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

30.8 

26.7 

28.3 

32.7 

36.6 

28.2 

19.7 

15.7 

38.2 

24.2 

23.2 

31.9 

26.5 

23.6 

20.0 

6.7

6.5

12.7

4.9

11.8

11.7

9.6

3.9

7.8

10.7

8.6

9.2

7.9

6.7

0.0

2.2

4.3

3.6

2.4

10.6

2.9

4.8

1.3

2.0

5.4

6.0

3.3

3.6

6.7

65.4

57.8

56.5

45.5

48.8

45.9

61.3

63.9

43.4

60.1

53.6

44.0

54.9

58.2

53.3

0.0 

2.2 

2.2 

1.8 

4.9 

1.2 

2.9 

1.2 

2.6 

2.0 

1.8 

3.4 

2.6 

0.6 

13.3 

3.8

4.4

2.2

3.6

2.4

2.4

1.5

4.8

10.5

3.9

5.4

6.0

3.6

6.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答



95 

 

 
問 40-1 問 40 で「３．どちらかといえばそう思わない」「４．そう思わない」とお答えの方にお

聞きします。 

その理由はどういったことですか。《あてはまるものすべてに○》 

青少年健全育成の取組がなされていないと思う理由は「子どもの非行防止についての啓発が不十分」 

  青少年健全育成の取組がなされていないと思う理由としては、「子どもの非行防止についての啓

発が不十分」が 55.4％と最も多く、次いで「パトロール活動等の子どもの安全対策が不十分」

と「社会経験や自然体験を学べる機会が少ない」（ともに 42.4％）と続きます。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、「子どもの非行防止についての啓発が不十分」の割合が 4.1

ポイント増加し、「有害図書の排除等、青少年にふさわしい環境浄化が不十分」の割合が 4.2 ポ

イント減少しています。 

  年代別では、10 歳代、30～60 歳代では「子どもの非行防止についての啓発が不十分」が、20 歳

代では「パトロール活動等の子どもの安全対策が不十分」が最も多くあげられています。 

 

％

子どもの非行防止についての

啓発が不十分

有害図書の排除等、青少年に

ふさわしい環境浄化が不十分

パトロール活動等の子ども安全

対策が不十分

社会経験や自然体験を学べる

機会が少ない

その他

無回答

55.4

15.8

42.4

42.4

8.5

7.3

51.3

20.0

40.4

44.3

12.2

2.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

今回調査（平成29年度）

N=177

市民意識調査（平成28年度）

N=230
 

 

 

【性 別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答
数

（
件

）

子
ど
も
の
非
行
防
止
に
つ

い
て
の
啓
発
が
不
十
分

有
害
図
書
の
排
除
等

、
青

少
年
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境

浄
化
が
不
十
分

パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
等
の
子

ど
も
安
全
対
策
が
不
十
分

社
会
経
験
や
自
然
体
験
を

学
べ
る
機
会
が
少
な
い

そ
の
他

無
回
答

男性 93 61.3 15.1 41.9 40.9 6.5 7.5

女性 81 48.1 17.3 42.0 45.7 9.9 7.4
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【年代別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答
数

（
件

）

子
ど
も
の
非
行
防
止
に
つ

い
て
の
啓
発
が
不
十
分

有
害
図
書
の
排
除
等

、
青

少
年
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境

浄
化
が
不
十
分

パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
等
の
子

ど
も
安
全
対
策
が
不
十
分

社
会
経
験
や
自
然
体
験
を

学
べ
る
機
会
が
少
な
い

そ
の
他

無
回
答

10歳代 10 70.0 10.0 50.0 60.0 10.0 0.0

20歳代 22 40.9 27.3 54.5 36.4 13.6 4.5

30歳代 32 43.8 18.8 25.0 40.6 9.4 6.3

40歳代 34 64.7 20.6 38.2 47.1 11.8 2.9

50歳代 37 51.4 16.2 37.8 40.5 5.4 13.5

60歳代 41 65.9 4.9 56.1 41.5 2.4 9.8

70歳以上 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0
 

 

 

【居住地区別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答
数

（
件

）

子
ど
も
の
非
行
防
止
に
つ

い
て
の
啓
発
が
不
十
分

有
害
図
書
の
排
除
等

、
青

少
年
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境

浄
化
が
不
十
分

パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
等
の
子

ど
も
安
全
対
策
が
不
十
分

社
会
経
験
や
自
然
体
験
を

学
べ
る
機
会
が
少
な
い

そ
の
他

無
回
答

平田地区 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

市辺地区 4 50.0 0.0 50.0 100.0 0.0 0.0

玉緒地区 5 40.0 20.0 40.0 20.0 0.0 40.0

御園地区 9 55.6 33.3 55.6 44.4 11.1 11.1

建部地区 3 66.7 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0

中野地区 19 63.2 26.3 42.1 36.8 10.5 10.5

八日市地区 20 70.0 15.0 30.0 30.0 15.0 0.0

南部地区 12 66.7 16.7 41.7 41.7 16.7 8.3

永源寺地区 4 25.0 25.0 25.0 25.0 0.0 0.0

五個荘地区 15 53.3 26.7 40.0 60.0 0.0 6.7

愛東地区 9 33.3 0.0 33.3 55.6 11.1 0.0

湖東地区 17 47.1 17.6 52.9 52.9 5.9 11.8

能登川地区 38 60.5 10.5 47.4 42.1 2.6 5.3

蒲生地区 19 47.4 5.3 52.6 31.6 10.5 10.5

わからない 2 50.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0  
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(6) 都市整備について  
問 41 市内の都市基盤の整備に対する満足度をお答えください。《それぞれの項目に○１つ》 

満足度は、主要幹線道路、地域の生活道路、雨水排水、公園、河川の順 

  都市基盤の整備に対する満足度については、満足（「満足」と「どちらかといえば満足」の合計）

の割合と、不満（「どちらかとえいば不満」と「不満」の合計）の割合を比べると、⑤公園の整

備を除いていずれも満足の割合が高くなっています。 

  満足度の高い順に並べると、①主要幹線道路の整備、②地域の生活道路の整備、④雨水排水の整

備、⑤公園の整備、③河川の整備となっています。一方、不満（「どちらかとえいば不満」と「不

満」の合計）とする人が多い項目は⑤公園の整備、②地域の生活道路の整備となっています。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、③河川の整備、②地域の生活道路の整備、④雨水排水の整備

の順に満足度があがっています。 

 

 満足 不満 
加重 

平均 

①主要幹線道路の整備（主に市外へ移動するための道路） 40.9% （+1.4） 25.9% （-0.3） 0.10

②地域の生活道路の整備（主に市内を移動するための道路） 38.7% （+2.3） 28.4% （-2.7） 0.05

③河川の整備(一級河川等) 27.4% （+2.9） 19.5% （-2.9） 0.04

④雨水排水の整備(身近な水路等) 32.6% （+1.9） 22.0% （-2.4） 0.07

⑤公園の整備（広場、遊び場等） 27.6% － 28.9% － -0.10

＊満足：「満足」と「どちらかといえば満足」の合計 

＊不満：「どちらかといえば満足していない」と「満足していない」の合計 

＊加重平均：「満足」は+2 点、「どちらかといえば満足」は+1 点、「どちらかとえいえば不満」は-1 点、「不満」は-2 点、「どちら

ともえいない」と「わからない」は 0 点として加点し、その平均値を出したもの。値が大きいほど満足度が高く、

値が小さいほど満足度が低いといえる。 

＊満足と不満の（ ）内の数値は平成 28 年度調査との差を示している。 

 

 

 

 

N =
今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

今回調査
（平成29年度）

1,418
⑤公園の整備
　（広場、遊び場等)

①主要幹線道路の整備（主に
市外へ移動するための道路）

②地域の生活道路の整備（主
に市内を移動するための道路）

③河川の整備(一級河川等)

④雨水排水の整備
　(身近な水路等)

6.9

8.4

6.0

6.4

4.2

4.7

5.0

4.8

4.1

34.0

31.1

32.7

30.0

23.2

19.8

27.6

25.9

23.5

21.2

22.1

22.0

21.8

29.3

27.7

26.8

26.4

27.5

14.3

12.9

16.7

16.2

11.8

10.1

13.5

12.8

16.1

11.6

13.3

11.7

14.9

7.7

12.3

8.5

11.6

12.8

7.4

8.1

5.9

6.4

18.1

21.3

13.5

14.5

10.9

4.7

4.0

5.0

4.3

5.6

4.2

5.1

4.1

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

満足 どちらかといえば満足

どちらともいえない どちらかといえば不満

不満 わからない

無回答
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①主要幹線道路の整備 

  性別では、女性の満足度が男性より高くなっています。 

  年代別では、30 歳代で満足度が高く、50 歳代で満足度が低くなっています。 

  居住地区別では、御園地区、蒲生地区で満足度が高く、平田地区で満足度が低くなっています。 

 

②地域の生活道路の整備 

  性別では、女性の満足度が男性より高くなっています。 

  年代別では、20～30 歳代で満足度が高く、50 歳代で満足度が低くなっています。 

  居住地区別では、蒲生地区で満足度が高く、平田地区で満足度が低くなっています。 

 

③河川の整備 

  年代別では、20～30 歳代で満足度が高く、10 歳代と 60 歳代で満足度が低くなっています。 

  居住地区別では、建部地区と湖東地区で満足度が高く、平田地区で満足度が低くなっています。 

 

④雨水排水の整備 

  年代別では、20～30 歳代で満足度が高く、40～60 歳代で満足度が低くなっています。 

  居住地区別では、湖東地区、永源寺地区、五個荘地区で満足度が高く、南部地区、中野地区、玉

緒地区で満足度が低くなっています。 

 

⑤公園の整備 

  性別では、女性は満足度が低くなっています。 

  年代別では、50 歳代と 20 歳代で満足度が高く、10 歳代と 30～40 歳代、60 歳代で満足度が低く

なっています。 

  居住地区別では、五個荘地区と湖東地区で満足度が高く、南部地区、中野地区、平田地区、建部

地区、御園地区、八日市地区、玉緒地区、永源寺地区、蒲生地区（満足と不満の差が大きい順）

で満足度が低くなっています。 
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①主要幹線道路の整備（主に市外へ移動するための道路） 

 

N =

男性 614

女性 761

6.5

7.4

31.4

37.1

23.5

19.3

16.4

12.9

14.8

8.8

4.4

9.6

2.9

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

5.3

11.5

13.8

5.9

4.4

5.6

5.3

31.6 

33.3 

35.0 

37.3 

37.4 

33.5 

31.0 

15.8

17.7

21.7

20.6

20.3

23.6

20.2

15.8

11.5

13.3

19.1

17.6

14.6

11.4

10.5

14.6

10.3

11.3

14.3

12.7

9.3

21.1 

10.4 

5.4 

4.9 

4.9 

5.9 

11.1 

0.0

1.0

0.5

1.0

1.1

4.0

11.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

7.7

0.0

4.3

9.1

7.3

4.7

8.8

4.8

9.2

11.1

3.6

6.0

6.2

6.1

26.7

34.6 

37.8 

34.8 

38.2 

36.6 

40.0 

27.0 

25.3 

28.9 

33.3 

41.1 

32.8 

34.0 

40.6 

20.0 

19.2

15.6

28.3

18.2

17.1

21.2

21.9

32.5

22.4

19.6

12.5

23.3

20.6

22.4

6.7

15.4

6.7

15.2

12.7

26.8

14.1

14.6

15.7

15.8

13.1

21.4

15.5

12.7

12.7

13.3

23.1

15.6

6.5

12.7

7.3

10.6

12.4

9.6

9.2

8.5

10.7

11.2

14.4

9.1

20.0

13.3 

4.3 

5.5 

2.4 

8.2 

10.2 

4.8 

6.6 

9.2 

3.6 

7.8 

8.8 

6.1 

6.7 

0.0

11.1

6.5

3.6

2.4

1.2

5.1

7.2

7.9

5.2

7.1

3.4

3.3

3.0

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

満足 どちらかといえば満足

どちらともいえない どちらかといえば不満

不満 わからない

無回答

【性 別】 

【年代別】 

【居住地区別】 
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②地域の生活道路の整備（主に市内を移動するための道路） 

 

N =

男性 614

女性 761

6.0

6.3

31.8

34.3

23.0

21.3

18.1

15.4

14.2

10.0

3.4

7.8

3.6

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

10.5

7.3

10.3

6.9

3.3

4.7

5.3

31.6 

40.6 

36.5 

35.8 

30.2 

33.9 

28.1 

26.3

19.8

18.7

22.5

22.5

23.6

21.2

10.5

11.5

16.7

17.2

24.2

16.5

15.1

5.3

15.6

13.3

12.3

13.2

11.5

9.3

15.8 

4.2 

3.9 

4.4 

5.5 

5.6 

8.5 

0.0

1.0

0.5

1.0

1.1

4.3

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

 N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

11.5

0.0

2.2

9.1

9.8

4.7

8.0

3.6

7.9

5.9

5.4

5.2

5.9

5.5

20.0

26.9 

31.1 

34.8 

27.3 

29.3 

31.8 

28.5 

33.7 

26.3 

37.3 

35.7 

29.3 

32.7 

41.8 

20.0 

15.4

17.8

26.1

21.8

24.4

28.2

23.4

19.3

28.9

21.6

25.0

21.6

19.0

23.6

0.0

26.9

11.1

13.0

20.0

22.0

17.6

8.0

20.5

18.4

15.7

12.5

23.3

18.3

13.3

26.7

15.4

17.8

10.9

14.5

7.3

10.6

16.8

9.6

7.9

7.2

10.7

11.2

14.4

7.9

13.3

3.8 

11.1 

4.3 

3.6 

2.4 

5.9 

8.8 

3.6 

5.3 

7.2 

3.6 

5.2 

6.9 

4.2 

13.3 

0.0

11.1

8.7

3.6

4.9

1.2

6.6

9.6

5.3

5.2

7.1

4.3

2.9

3.6

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足

どちらともいえない どちらかといえば不満

不満 わからない

無回答

【性 別】 

【年代別】 

【居住地区別】 
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③河川の整備(一級河川等) 

 

N =

男性 614

女性 761

4.4

4.1

24.8

22.9

31.6

28.0

12.1

11.7

10.1

5.7

13.0

22.1

4.1

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

7.3

9.9

4.4

2.7

3.4

1.9

0.0 

29.2 

25.1 

27.9 

27.5 

17.7 

22.3 

36.8

33.3

30.0

32.4

34.1

30.4

22.5

10.5

7.3

8.9

12.3

10.4

14.6

13.0

10.5

2.1

2.5

6.9

6.0

14.0

7.7

42.1 

19.8 

22.7 

14.2 

17.6 

15.5 

18.8 

0.0

1.0

1.0

2.0

1.6

4.3

13.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

 N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

7.7

0.0

0.0

3.6

12.2

5.9

4.4

2.4

5.3

6.5

5.4

3.4

3.3

1.8

20.0

19.2 

24.4 

23.9 

23.6 

22.0 

14.1 

18.2 

16.9 

22.4 

24.2 

23.2 

30.2 

24.8 

28.5 

20.0 

26.9

15.6

32.6

32.7

26.8

40.0

27.0

30.1

21.1

29.4

21.4

37.9

30.1

28.5

6.7

11.5

4.4

17.4

10.9

9.8

9.4

8.0

10.8

15.8

13.7

14.3

9.5

12.1

16.4

6.7

15.4

6.7

4.3

9.1

2.4

3.5

8.8

8.4

5.3

4.6

8.9

7.8

10.8

7.3

6.7

19.2 

37.8 

13.0 

16.4 

22.0 

24.7 

27.0 

20.5 

22.4 

15.7 

16.1 

6.0 

16.0 

13.3 

33.3 

0.0

11.1

8.7

3.6

4.9

2.4

6.6

10.8

7.9

5.9

10.7

5.2

2.9

4.2

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足

どちらともいえない どちらかといえば不満

不満 わからない

無回答

【性 別】 

【年代別】 

【居住地区別】 
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④雨水排水の整備(身近な水路等) 

 

N =

男性 614

女性 761

5.7

4.6

29.0

27.7

30.1

24.0

12.5

13.9

9.9

7.5

9.3

17.0

3.4

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

5.3

9.4

9.4

4.4

2.2

4.0

4.2

10.5 

31.3 

31.0 

29.9 

28.0 

28.3 

24.1 

36.8

31.3

25.1

26.5

27.5

26.7

26.0

5.3

6.3

9.9

14.2

16.5

17.7

12.2

10.5

3.1

5.4

11.8

11.0

9.6

7.4

31.6 

17.7 

18.2 

12.3 

13.7 

9.6 

13.3 

0.0

1.0

1.0

1.0

1.1

4.0

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

 N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

7.7

4.4

2.2

3.6

4.9

4.7

7.3

0.0

3.9

6.5

8.9

4.3

6.2

2.4

13.3

26.9 

31.1 

28.3 

25.5 

29.3 

17.6 

21.9 

24.1 

34.2 

31.4 

26.8 

34.5 

27.5 

28.5 

33.3 

30.8

17.8

21.7

29.1

26.8

25.9

25.5

18.1

27.6

25.5

21.4

29.3

28.8

33.3

13.3

7.7

2.2

21.7

16.4

9.8

17.6

10.9

22.9

10.5

9.8

8.9

12.1

14.1

15.8

13.3

7.7

13.3

10.9

10.9

7.3

12.9

8.8

13.3

2.6

9.2

5.4

7.8

8.2

5.5

6.7

19.2 

22.2 

8.7 

10.9 

14.6 

18.8 

20.4 

12.0 

14.5 

12.4 

19.6 

6.9 

12.4 

10.3 

13.3 

0.0

8.9

6.5

3.6

7.3

2.4

5.1

9.6

6.6

5.2

8.9

5.2

2.9

4.2

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足

どちらともいえない どちらかといえば不満

不満 わからない

無回答

【性 別】 

【年代別】 

【居住地区別】 
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⑤公園の整備（広場、遊び場等） 

 

N =

男性 614

女性 761

4.9

3.7

24.4

23.4

30.5

25.9

16.4

15.9

11.6

13.3

8.8

12.4

3.4

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

5.3

7.3

6.9

2.5

1.1

3.7

4.5

15.8 

24.0 

22.2 

26.5 

32.4 

20.8 

20.4 

26.3

30.2

23.2

26.5

24.7

33.9

26.0

21.1

13.5

19.7

16.2

19.2

18.9

11.1

10.5

13.5

16.7

17.6

11.5

11.5

9.3

21.1 

10.4 

10.8 

9.3 

9.9 

7.5 

15.4 

0.0

1.0

0.5

1.5

1.1

3.7

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

 N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

3.8

2.2

0.0

1.8

2.4

4.7

5.1

1.2

3.9

4.6

10.7

5.2

5.2

2.4

0.0

11.5 

26.7 

19.6 

14.5 

22.0 

17.6 

13.9 

13.3 

18.4 

34.6 

21.4 

32.8 

27.1 

24.2 

26.7 

42.3

20.0

32.6

38.2

17.1

22.4

23.4

26.5

30.3

23.5

23.2

30.2

28.1

32.7

26.7

15.4

6.7

21.7

10.9

24.4

27.1

15.3

20.5

18.4

13.1

12.5

14.7

17.3

13.3

0.0

19.2

13.3

8.7

20.0

17.1

16.5

16.1

18.1

9.2

7.2

12.5

7.8

11.1

14.5

20.0

7.7 

22.2 

10.9 

9.1 

12.2 

9.4 

21.2 

10.8 

11.8 

11.8 

12.5 

4.3 

8.2 

7.9 

20.0 

0.0

8.9

6.5

5.5

4.9

2.4

5.1

9.6

7.9

5.2

7.1

5.2

2.9

4.8

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足

どちらともいえない どちらかといえば不満

不満 わからない

無回答

【性 別】 

【年代別】 

【居住地区別】 
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(7) 購買状況等について  
問 42  あなたは、日頃、食品や日用雑貨品、衣料品を主にどこで購入されますか。《それぞれの

項目に○１つ》 

食品、日用雑貨品は８割前後が市内で購入、衣料品は市外で購入 

  食品、日用雑貨品、衣料品の購入先は、①食品と②日用雑貨品は、主に「東近江市内」で購入し

ている人が 8 割前後となっています（それぞれ84.1％、76.1％）。一方、③衣料品については、

半数以上（51.8％）が市外で購入しており、その内訳としては「近江八幡市」（15.7％）、「その

他県内市町」（14.6％）、「県外」（6.7％）、「彦根市」（6.0％）などが多くあげられています。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、それぞれ「市内」の割合が若干増加しています。 

 
 
 
 

N =

①食品
今回調査

（平成29年度）
1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

②日用雑貨品
今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査

（平成28年度）
1,461

③衣料品
今回調査

（平成29年度）
1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

0% 20% 40% 60% 80% 100%

84.1

82.3

76.1

74.5

42.7

41.1

2.5

2.9

6.1

6.0

15.7

15.1

2.3

1.7

3.7

2.9

6.0

4.9

2.0

2.3
2.1

2.0
1.6

1.6

3.7

2.9

4.7

4.7

14.6

14.6

0.3

0.1
0.6

0.8

6.7

7.4

0.4

1.2
0.4

0.9
2.0

2.9

0.1

0.2
1.1

1.6

4.2

3.6

0.6

0.7

0.6

0.4

1.0

1.2

4.1

5.7

4.6

6.4

5.5

7.6

 

①食品 

  年代別では、10 歳代が市内で購入している人がほかの年代より多くみられます。 

  居住地区別では、建部地区と中野地区で、市内で購入している人がほかの地区より多くみられま

す。一方、平田地区では近江八幡市が 6 割近くとなっています。また、蒲生地区では甲賀市が、

湖東地区ではその他県内市町村が、ほかの地区より多くあげられています。 

 

②日用雑貨品 

  年代別では、60 歳代が市内で購入している人がほかの年代より多くみられます。また、10～20

歳代で、近江八幡市が多くあげられています。 

  居住地区別では、建部地区、愛東地区、御園地区で、市内で購入している人がほかの地区より多

くみられます。一方、平田地区では近江八幡市が 7 割近くとなっています。また、湖東地区では

その他県内市町村が、蒲生地区では甲賀市やその他県内市町村が、ほかの地区より多くあげられ

ています。 

 

東近江市内 近江八幡市 彦根市

甲賀市 その他県内市町 県外

カタログ通販 ネットショッピング その他

無回答
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③衣料品 

  年代別では、60 歳以上が市内で購入している人がほかの年代より多くみられます。また、20～

40 歳代でその他県内市町村が、10～20 歳代で県外が、30 歳代でネットショッピングが、ほかの

年代より多くあげられています。 

  居住地区別では、玉緒地区で、市内で購入している人がほかの地区より多くみられます。一方、

平田地区では近江八幡市が 6割近くとなっています。また、湖東地区ではその他県内市町村が、

能登川地区では彦根市が、八日市地区と愛東地区では県外が、中野地区ではネットショッピング

が、ほかの地区より多くあげられています。 



106 

 

①食品 

 

N =

男性 614

女性 761

85.3

83.0

2.9

2.2

2.8

1.8

1.1

2.8

3.1

4.2

0.5

0.1

0.2

0.5

0.0

0.1

0.3

0.9

3.7

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

94.7

86.5

82.3

79.9

83.0

86.6

84.4

1.0 

2.0 

2.9 

3.3 

3.1 

2.4 

0.0

2.1

2.5

2.9

3.8

1.9

1.6

1.0

4.9

3.4

2.7

0.9

0.5

5.2

4.4

7.8

3.8

3.1

1.3

5.3 

3.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5

0.9

0.5

0.0

0.5

0.0

0.0

1.0

1.5

0.5

0.9

0.0

1.0

2.0

1.5

2.7

2.5

9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.0

 
 

 

 

東近江市内 近江八幡市 彦根市

甲賀市 その他県内市町 県外

カタログ通販 ネットショッピング その他

無回答

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

26.9

88.9

89.1

90.9

100.0

95.3

93.4

90.4

90.8

85.0

94.6

77.6

81.7

67.9

93.3

57.7

4.4

0.0

0.0

1.2

0.0

1.2

0.0

3.9

0.0

2.6

1.8

0.0

0.0

1.8

0.0

0.7

1.2

1.3

3.9

0.0

2.6

6.2

0.0

0.0

0.0

1.2

1.3

0.0

0.0

0.0

15.8

7.7

4.3

3.6

2.4

1.5

1.2

0.0

1.3

1.8

16.4

2.9

6.1

0.9

1.0

0.0 0.0

4.3

0.0

0.0

0.0

1.3

0.7

0.0

0.9

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

2.6

0.0

0.0

0.7

2.4

7.7

6.7

2.2

3.6

0.0

1.2

3.6

3.6

2.6

5.2

3.6

1.7

4.6

6.1

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性 別】 

【年代別】 

【居住地区別】 
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②日用雑貨品 

 

N =

男性 614

女性 761

76.2

76.5

6.7

5.9

4.4

2.9

1.3

2.8

3.9

5.4

1.0

0.3

0.2

0.5

1.8

0.7

0.3

0.9

4.2

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

78.9

63.5

71.4

72.5

75.3

82.6

78.8

10.5 

14.6 

7.4 

6.9 

7.1 

4.7 

3.7 

0.0

7.3

4.4

4.4

3.3

3.1

2.4

1.0

4.4

2.0

4.4

0.9

1.3

5.3

6.3

5.4

9.8

5.5

3.4

2.1

5.3 

4.2 

0.5 

0.5 

0.0 

0.3 

0.0

0.5

0.0

0.0

0.9

0.3

2.1

1.5

2.5

1.1

1.2

0.0

0.0

0.0

1.5

0.0

0.5

1.2

0.3

1.0

3.0

1.5

2.7

1.9

10.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

 

東近江市内 近江八幡市 彦根市

甲賀市 その他県内市町 県外

カタログ通販 ネットショッピング その他

無回答

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

30.8

86.7

82.6

90.9

95.1

89.4

82.5

88.0

84.2

75.2

92.9

70.7

69.9

57.0

80.0

69.2 

6.7 

2.2 

0.0 

2.4 

1.2 

5.8 

1.2 

0.0 

8.5 

1.8 

2.6 

8.2 

7.3 

0.0 

4.3

1.8

0.0

2.2

0.0

1.3

3.9

0.0

6.9

8.8

0.6

13.3

0.0

0.7

1.2

3.9

0.0

1.8

0.0

0.0

14.5

2.2

0.0

1.8

3.5

3.6

2.4

1.3

1.3

14.7

5.2

11.5

0.0

2.2 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

1.7 

0.7 

0.6 

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

0.0

1.3

0.9

0.0

0.6

2.2

2.2

1.8

2.4

0.7

1.2

2.6

0.7

0.0

0.0

1.6

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6

0.0

1.0

2.4

2.2

6.5

3.6

2.4

3.5

3.6

6.0

3.9

7.8

3.6

2.6

4.6

4.8

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性 別】 

【年代別】 

【居住地区別】 
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③衣料品 

 

N =

男性 614

女性 761

45.0

41.1

16.6

15.2

8.3

4.1

0.8

2.4

13.5

15.6

5.0

7.9

1.1

2.9

3.7

4.5

1.0

1.1

4.9

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

78.9

63.5

71.4

72.5

75.3

82.6

78.8

10.5 

14.6 

7.4 

6.9 

7.1 

4.7 

3.7 

0.0

7.3

4.4

4.4

3.3

3.1

2.4

1.0

4.4

2.0

4.4

0.9

1.3

5.3

6.3

5.4

9.8

5.5

3.4

2.1

5.3 

4.2 

0.5 

0.5 

0.0 

0.3 

0.0

0.5

0.0

0.0

0.9

0.3

2.1

1.5

2.5

1.1

1.2

0.0

0.0

0.0

1.5

0.0

0.5

1.2

0.3

1.0

3.0

1.5

2.7

1.9

10.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

 

東近江市内 近江八幡市 彦根市

甲賀市 その他県内市町 県外

カタログ通販 ネットショッピング その他

無回答

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

19.2

62.2

73.9

56.4

56.1

47.1

47.4

42.2

56.6

45.8

51.8

45.7

26.5

35.8

46.7

57.7 

11.1 

4.3 

16.4 

19.5 

9.4 

12.4 

16.9 

5.3 

17.6 

8.9 

7.8 

22.2 

17.6 

13.3 

0.0

2.2

0.0

3.6

1.2

2.2

1.2

0.0

5.9

5.4

6.9

16.3

0.6

26.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

2.6

0.0

0.0

0.0

0.0

12.1

11.5

8.9

6.5

10.9

9.8

17.6

16.1

18.1

10.5

13.1

12.5

20.7

14.1

18.8

0.0

7.7 

8.9 

2.2 

3.6 

9.8 

4.7 

10.2 

6.0 

6.6 

4.6 

14.3 

6.9 

6.9 

4.8 

6.7 

0.0

2.2

0.0

1.8

0.0

2.4

1.5

1.2

5.3

2.6

0.0

1.7

2.3

3.0

0.0

3.8

2.2

6.5

0.0

9.4

3.6

4.8

5.3

3.3

5.4

4.3

4.6

3.6

0.0

0.0

0.0

3.6

2.4

0.7

2.4

3.9

0.0

0.0

0.0

1.0

0.6

2.2

6.5

3.6

4.9

5.9

5.8

6.0

3.9

7.2

1.8

6.0

6.2

3.0

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【性 別】 

【年代別】 

【居住地区別】 
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問 43 あなたの家庭では、お米を主にどこから購入等していますか。《○１つ》 

米の購入先は、知り合い、スーパーや量販店、親戚の順 

  米の購入先については、「知り合いなどから購入している」が 33.1％で最も多く、次いで「スー

パーや量販店」が 20.7％、「親戚などから貰っている」が 16.2％と続きます。「自分で作ってい

る」は 13.9％と 1 割程度です。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、「知り合いなどから購入している」の割合が 3.8 ポイント増加

し、「親戚などから貰っている」の割合が 3.7 ポイント減少しています。 

  年代別では、10 歳代でスーパーや量販店で購入、20～30 歳代で親戚などから貰っている、50 歳

以上で知り合いなどから購入している人の割合がほかの年代より高くなっています。 

  居住地区別では、八日市地区でスーパーや量販店で購入、南部地区、市辺地区、永源寺地区で知

り合いなどから購入、南部地区、八日市地区で親戚などから貰っている、愛東地区で自分で作っ

ている人がほかの地区より多くみられます。 

 

 

 

 

N =

今回調査

（平成29年度）
1,418

市民意識調査

（平成28年度）
1,461

　　　*平成28年度は「街のお米屋さん」

4.2

3.2

20.7

20.7

0.8

0.6

33.1

29.3

16.2

19.9

13.9

13.4

0.9

0.6

8.4

7.9

1.8

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

4.4

4.2

22.1

19.4

1.0

0.7

31.6

34.7

16.0

16.7

13.4

13.7

1.5

0.5

8.0

8.8

2.1

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

お米屋さん* スーパーや量販店

インターネット 知り合いなどから購入している

親戚などから貰っている 自分で作っている

わからない その他

無回答
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【年代別】 

 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

5.3

2.1

3.0

4.9

3.3

4.0

5.8

26.3 

22.9 

19.2 

22.1 

19.8 

22.7 

18.6 

0.0

0.0

1.5

1.5

1.1

0.3

0.5

21.1

24.0

22.7

28.4

36.3

36.0

40.1

15.8

29.2

36.9

21.6

17.6

9.0

4.8

10.5 

12.5 

10.3 

11.8 

12.1 

17.7 

15.1 

15.8

0.0

1.5

1.0

0.0

0.0

1.3

5.3

8.3

3.9

8.8

9.9

8.7

9.5

0.0

1.0

1.0

0.0

0.0

1.6

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

3.8

2.2

2.2

1.8

4.9

8.2

6.6

3.6

1.3

4.6

1.8

0.9

5.6

3.6

13.3

11.5 

24.4 

19.6 

29.1 

14.6 

27.1 

32.1 

15.7 

7.9 

21.6 

12.5 

8.6 

22.5 

21.2 

26.7 

0.0

0.0

2.2

0.0

0.0

1.2

2.2

0.0

1.3

0.0

0.0

0.0

1.3

0.6

0.0

23.1

42.2

32.6

27.3

34.1

32.9

25.5

50.6

42.1

36.6

25.0

37.1

27.5

37.0

13.3

15.4

8.9

15.2

10.9

17.1

18.8

20.4

25.3

6.6

15.7

3.6

16.4

19.3

13.3

20.0

23.1 

17.8 

21.7 

18.2 

17.1 

5.9 

2.2 

27.6 

5.9 

48.2 

26.7 

10.8 

15.2 

6.7 

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.2

0.0

1.3

3.3

1.8

0.0

0.7

0.6

0.0

23.1

4.4

6.5

10.9

12.2

5.9

8.0

2.4

7.9

8.5

5.4

7.8

10.5

7.9

13.3

0.0

0.0

0.0

1.8

0.0

0.0

0.7

2.4

3.9

3.9

1.8

2.6

2.0

0.6

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

お米屋さん* スーパーや量販店

インターネット 知り合いなどから購入している

親戚などから貰っている 自分で作っている

わからない その他

無回答
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問 44 あなたの家庭では、野菜等を購入する際には主に何を基準に選んでいますか。《○2つ》 

野菜等を購入する際の基準は「鮮度」、「金額」、「安全と安心」 

  野菜等を購入する際の基準として 2つ選んでもらったところ、「鮮度」が 61.5％と最も多く、次

いで「金額」が 44.1％、「安全と安心」が 36.7％、「生産地（市内、県内産等）」が 20.6％と続

きます。調理の利便性や見た目より、これらが重視されていることが分かります。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、今回は選択数が 1 つから 2つに増えているため、単純比較は

できませんが、「安全・安心」と「金額」の順位が逆転しています。 

  性別では、男女ともに「鮮度」と「金額」が上位にあげられていますが、女性は「鮮度」と「生

産地」が男性より多く、男性は「金額」をあげる人が女性より多くみられます。 

  年代別では、10～50 歳代では「金額」と「鮮度」が、60 歳以上では「鮮度」と「安全・安心」

が多くあげられています。20 歳代では「鮮度」より「金額」をあげる人が多くなっています。 

  居住地区別では、平田地区、愛東地区で「鮮度」と「安全・安心」が、そのほかの地区では「金

額」と「鮮度」が多くあげられています。 

 

％

金額
（を基準に選んでいる）

鮮度
（にこだわって選んでいる）

安全と安心
（にこだわっている）

調理の利便性（カット済み、洗浄
済み等）（で選んでいる）

見た目

生産地（市内、県内産等）

わからない

その他

無回答

＊今回調査は、２つ選択だが、平成28年度調査では○1つ選択

＊（　）が平成28年度調査の選択肢。選択肢が類似のものだけ比較している。

44.1

61.5

36.7

4.7

5.0

20.6

1.8

1.6

3.9

15.8

24.3

19.4

2.5

2.7

2.1

7.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

今回調査（平成29年度）

N=1,418

市民意識調査（平成28年度）

N=1,461
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【性 別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答
数

（
件

）

金
額

鮮
度

安
全
と
安
心

調
理
の
利
便
性

（
カ

ッ
ト

済
み

、
洗
浄
済
み
等

）

見
た
目

生
産
地

（
市
内

、
県
内
産

等

）

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

男性 614 47.6 54.7 36.3 6.7 6.8 16.8 3.1 1.5 3.6

女性 761 42.3 66.9 37.2 3.4 3.5 23.4 0.5 1.6 3.8
 

 

 

【年代別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答
数

（
件

）

金
額

鮮
度

安
全
と
安
心

調
理
の
利
便
性

（
カ

ッ
ト

済
み

、
洗
浄
済
み
等

）

見
た
目

生
産
地

（
市
内

、
県
内
産

等

）

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

10歳代 19 52.6 52.6 26.3 0.0 10.5 21.1 10.5 0.0 5.3

20歳代 96 64.6 45.8 28.1 8.3 15.6 12.5 2.1 0.0 2.1

30歳代 203 51.7 53.2 34.0 5.9 5.4 24.1 3.0 0.5 3.9

40歳代 204 55.9 57.4 34.3 6.4 2.0 20.6 1.5 2.0 3.4

50歳代 182 56.6 64.3 30.8 4.4 6.0 14.3 1.6 1.1 2.2

60歳代 322 33.9 69.6 44.4 4.7 4.7 23.3 0.6 1.2 2.2

70歳以上 377 31.3 64.7 39.5 2.9 3.4 20.4 1.6 2.9 6.4
 



113 

 

【居住地区別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答
数

（
件

）

金
額

鮮
度

安
全
と
安
心

調
理
の
利
便
性

（
カ

ッ
ト

済
み

、
洗
浄
済
み
等

）

見
た
目

生
産
地

（
市
内

、
県
内
産

等

）

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

平田地区 26 23.1 73.1 50.0 0.0 7.7 15.4 0.0 3.8 3.8

市辺地区 45 44.4 64.4 33.3 2.2 6.7 26.7 0.0 2.2 2.2

玉緒地区 46 34.8 63.0 32.6 4.3 6.5 23.9 0.0 2.2 6.5

御園地区 55 50.9 63.6 34.5 0.0 7.3 18.2 3.6 1.8 1.8

建部地区 41 46.3 65.9 29.3 9.8 0.0 34.1 0.0 2.4 2.4

中野地区 85 43.5 56.5 41.2 4.7 4.7 16.5 2.4 0.0 8.2

八日市地区 137 48.2 61.3 31.4 10.9 6.6 16.8 2.2 0.7 2.2

南部地区 83 47.0 66.3 36.1 2.4 1.2 24.1 2.4 0.0 3.6

永源寺地区 76 44.7 56.6 34.2 3.9 5.3 19.7 1.3 1.3 2.6

五個荘地区 153 42.5 62.1 35.9 5.2 6.5 19.6 2.6 1.3 5.2

愛東地区 56 23.2 51.8 50.0 0.0 5.4 28.6 1.8 7.1 3.6

湖東地区 116 46.6 62.1 37.1 4.3 6.9 19.8 0.9 1.7 3.4

能登川地区 306 49.0 58.8 37.6 4.9 4.2 19.6 1.0 1.0 3.9

蒲生地区 165 42.4 67.3 38.2 4.2 3.6 18.2 3.6 2.4 3.0

わからない 15 33.3 60.0 33.3 6.7 6.7 26.7 0.0 0.0 0.0  
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問 45 あなたの家庭では、市内の農産物直売所（青空市、無人販売所含む）を利用しますか。《○

１つ》 

市外も含め６割近くが直売所を利用 

  農産物直売所の利用状況については、市外も含め利用すると回答した人の割合は 56.0％となっ

ています。一方、市内の農産物直売所は、「利用しない」が 38.9％と最も多く、次いで「たまに

利用する（年間数回程度）」31.8％、「利用する（月に 1 回～3 回程度）」14.7％となっています。 

  性別では男性より女性が、年代別では 60 歳以上で、利用する人がより多くみられます。一方、

20 歳未満は利用しない人がほかの年代より多くみられます。 

  居住地区別では、南部地区、愛東地区、御園地区で利用する人が、市辺地区で利用しない人がほ

かの地区より多くみられます。 

 

 
 
 
 
 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

6.3

6.6

14.7

13.3

31.8

31.7

38.9

37.7

3.2

2.9

3.3

3.6

1.7

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

4.4

7.8

12.7

16.4

31.1

32.6

42.3

36.3

3.6

3.2

5.0

2.0

0.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

よく利用する（週に１回以上）

利用する（月に１回～３回程度）

たまに利用する（年間数回程度）

利用しない

市内の直売所は利用しないが市外の直売所を利用している

わからない

無回答
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【年代別】 

 

 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

0.0

0.0

4.9

3.9

7.1

8.1

8.2

5.3 

9.4 

13.3 

9.3 

13.7 

23.3 

13.3 

21.1

19.8

31.5

33.8

28.6

34.2

34.5

47.4

60.4

42.4

49.5

42.3

26.7

34.0

0.0

1.0

3.4

1.5

4.4

3.4

4.2

26.3 

9.4 

4.4 

2.0 

2.7 

1.6 

2.7 

0.0

0.0

0.0

0.0

1.1

2.8

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

 

よく利用する（週に１回以上）

利用する（月に１回～３回程度）

たまに利用する（年間数回程度）

利用しない

市内の直売所は利用しないが市外の直売所を利用している

わからない

無回答

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

3.8

6.7

2.2

3.6

9.8

4.7

8.8

3.6

5.3

3.9

17.9

4.3

7.8

5.5

0.0

3.8 

8.9 

13.0 

20.0 

19.5 

14.1 

13.9 

20.5 

17.1 

13.7 

16.1 

22.4 

11.4 

13.3 

13.3 

34.6

28.9

41.3

41.8

29.3

38.8

27.7

43.4

31.6

34.0

32.1

33.6

27.1

28.5

20.0

38.5

51.1

34.8

23.6

36.6

36.5

46.7

28.9

42.1

35.9

23.2

37.1

42.5

43.0

53.3

11.5

2.2

0.0

3.6

2.4

1.2

0.7

1.2

0.0

4.6

3.6

1.7

5.6

4.8

0.0

3.8 

2.2 

2.2 

5.5 

2.4 

3.5 

2.2 

1.2 

1.3 

5.9 

7.1 

0.9 

3.3 

3.6 

6.7 

3.8

0.0

6.5

1.8

0.0

1.2

0.0

1.2

2.6

2.0

0.0

0.0

2.3

1.2

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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(8) 協働のまちづくりについて  
問 46 あなたは、東近江市では市民、企業、行政等が共に考え、力を合わせた協働のまちづくり

ができていると思いますか。《○１つ》  

できていると思う人の割合が増加、４割近くが「わからない」 

  協働のまちづくりができていると思うかについては、できている（「できている」と「ある程度

できている」の合計）の割合が 18.7％と、できていない（「あまりできていない」と「できてい

ない」の合計）の割合（16.3％）より若干多くなっています。また、「わからない」が 38.2％と

最も多くなっています。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、できている（前述）の割合ができていない（前述）の割合よ

り高くなっています。 

  性別では男性が、年代別では 40～60 歳代で、できていない（前述）と思う人ができている（前

述）と思う人より多くなっています。また、10～30 歳代の若い世代では「わからない」人がほ

かの年代より多くなっています。 

  居住地区別では、愛東地区でできている（前述）と思う人が多くみられ、蒲生地区、能登川地区

ではできていない（前述）と思う人ができている（前述）と思う人より多くなっています。 

 

 

 

 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査

（平成28年度）
1,461

1.8

2.1

16.9

13.8

24.8

19.7

9.9

12.5

6.4

6.5

38.2

41.0

1.9

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

   できている できていない 差 

①今回調査（平成 29 年度）  18.7 16.4 2.3

②市民意識調査（平成 28 年度） 15.9 19.0 -3.1

①－② 2.8 -2.6 5.4

＊できている：「できている」と「ある程度できている」の合計 

＊できていない：「あまりできていない」と「できていない」の合計 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

1.1

2.4

17.9

15.9

23.9

25.6

11.7

8.0

9.1

4.5

35.3

41.1

0.8

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

単位：％

できている ある程度できている

どちらともいえない あまりできていない

できていない わからない

無回答
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【年代別】 

 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

5.3

1.0

2.0

2.0

1.1

0.0

3.7

0.0 

19.8 

11.3 

15.7 

10.4 

15.8 

23.9 

15.8

27.1

18.7

26.0

29.7

27.0

23.6

0.0

3.1

5.9

10.8

8.8

13.4

11.4

5.3

2.1

7.4

7.4

9.9

5.6

5.6

73.7 

46.9 

54.7 

37.7 

38.5 

36.0 

27.6 

0.0

0.0

0.0

0.5

1.6

2.2

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

0.0

2.2

0.0

1.8

4.9

4.7

1.5

1.2

2.6

0.7

7.1

0.9

1.6

1.2

0.0

23.1 

11.1 

19.6 

16.4 

17.1 

18.8 

16.8 

18.1 

21.1 

15.7 

23.2 

20.7 

15.0 

13.3 

13.3 

26.9

22.2

34.8

32.7

26.8

20.0

13.9

26.5

32.9

31.4

10.7

27.6

22.5

27.9

20.0

11.5

8.9

8.7

3.6

12.2

11.8

10.9

9.6

9.2

8.5

7.1

12.1

10.1

10.3

13.3

3.8

0.0

2.2

9.1

4.9

9.4

4.4

4.8

3.9

5.9

7.1

6.9

7.8

7.3

13.3

30.8 

55.6 

28.3 

36.4 

31.7 

31.8 

51.8 

38.6 

27.6 

35.3 

42.9 

30.2 

41.5 

38.2 

33.3 

3.8

0.0

6.5

0.0

2.4

3.5

0.7

1.2

2.6

2.6

1.8

1.7

1.3

1.8

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

できている ある程度できている

どちらともいえない あまりできていない

できていない わからない

無回答
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問 47 あなたの身近な地域で住民同士の助け合いができていると思いますか。《○１つ》 

半数近くが住民同士の助け合いはできている 

  地域での住民同士の助け合いができていると思うかについては、できている（「できている」と

「どちらかとえいばできている」の合計）の割合が 45.4％と、できていない（「どちらかとえい

ばできていない」と「できていない」の合計）の割合（15.8％）より高くなっています。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、できている（前述）の割合が 2.3 ポイント、できていない（前

述）の割合が 1.8 ポイント減少する一方、「わからない」の割合が 5.0 ポイント増加しています。 

  年代別では 50 歳以上で、居住地区別では平田地区、永源寺地区、愛東地区で、住民同士の助け

合いができている（前述）と思う人が多くみられます。一方、年代別では 20～40 歳代、居住地

区別では八日市地区で、できていない（前述）と思う人が多くみられます。 

 

 
 
 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

6.5

10.7

38.9

37.0

24.8

24.0

9.0

9.2

6.8

8.4

12.3

7.3

1.8

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 
   できている できていない 差  

①今回調査（平成 29 年度）  45.4 15.8 29.6

②市民意識調査（平成 28 年度） 47.7 17.6 30.1

①－② -2.3 -1.8 -0.5

＊できている：「できている」と「どちらかといえばできている」の合計  

＊できていない：「どちらかといえばできていない」と「できていない」の合計 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

5.9

6.8

38.4

39.2

25.4

24.8

9.9

8.4

7.2

6.0

12.5

12.2

0.7

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

単位：％

できている どちらかといえばできている

どちらともいえない どちらかといえばできていない

できていない わからない

無回答
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【年代別】 

 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

10.5

6.3

2.0

4.4

2.7

5.6

12.5

15.8 

34.4 

26.6 

36.3 

45.1 

44.4 

41.4 

26.3

24.0

28.6

24.5

25.8

25.8

21.8

5.3

11.5

10.3

9.8

6.6

9.3

8.2

0.0

8.3

13.3

10.8

6.6

4.3

3.2

42.1 

15.6 

18.7 

13.7 

12.1 

9.0 

8.5 

0.0

0.0

0.5

0.5

1.1

1.6

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

7.7

2.2

8.7

12.7

2.4

3.5

8.0

7.2

11.8

3.9

10.7

7.8

5.6

5.5

0.0

61.5 

42.2 

41.3 

34.5 

39.0 

29.4 

19.7 

31.3 

52.6 

46.4 

50.0 

46.6 

40.2 

34.5 

40.0 

19.2

31.1

32.6

29.1

29.3

40.0

24.8

30.1

21.1

18.3

17.9

21.6

23.5

26.7

3.8

6.7

4.3

7.3

12.2

7.1

13.1

12.0

5.3

6.5

8.9

10.3

7.8

12.7

0.0

0.0

2.2

0.0

3.6

7.3

5.9

11.7

6.0

3.9

9.2

7.1

6.0

6.2

4.8

40.0

3.8 

15.6 

8.7 

12.7 

9.8 

12.9 

22.6 

12.0 

3.9 

12.4 

5.4 

6.9 

13.4 

13.9 

13.3 

3.8

0.0

4.3

0.0

0.0

1.2

0.0

1.2

1.3

3.3

0.0

0.9

3.3

1.8

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

できている どちらかといえばできている

どちらともいえない どちらかといえばできていない

できていない わからない

無回答
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問 48 あなたは、自治会やまちづくり協議会等の地域活動又はＮＰＯやボランティア等の活動に

どの程度参加していますか。《○１つ》 

半数以上が活動に参加している 

  地域活動又はＮＰＯやボランティア等の活動への参加頻度については、参加している人が

50.7％と半数以上で、その内訳は、「ときどき参加している」が 23.4％、「できる限り参加して

いる」21.7％、「積極的に参加している」5.6％となっています。一方、「参加していない」は 47.2％

となっています。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、「参加していない」の割合が 3.0 ポイント減少し、参加してい

る人の割合が 5.7 ポイント増加し、参加している人が参加していない人より多くなっています。 

  性別では女性より男性が、年代別では 70 歳以上を除き年齢があがるほど、参加している人が多

くみられます。 

  居住地区別では、永源寺地区、御園地区、玉緒地区、湖東地区で参加している人が多くみられ、

八日市地区で参加していない人が多くみられます。 

 

 

 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

5.6

5.3

21.7

17.3

23.4

22.4

47.2

50.2

2.0

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

7.0

4.9

23.0

20.2

25.4

21.7

43.8

50.5

0.8

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

積極的に参加している できる限り参加している ときどき参加している

参加していない 無回答
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【年代別】 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

0.0

2.1

1.0

4.4

7.1

9.3

6.1

4.2 

16.3 

23.0 

20.9 

27.3 

25.2 

9.4

14.3

22.5

30.2

27.6

26.5

100.0

84.4

68.5

49.5

40.7

33.2

37.4

0.0

0.0

0.0

0.5

1.1

2.5

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

7.7

2.2

8.7

7.3

7.3

2.4

2.2

0.0

15.8

5.9

5.4

9.5

6.2

3.6

6.7

19.2

22.2

28.3

25.5

22.0

18.8

12.4

18.1

26.3

21.6

30.4

26.7

19.3

26.7

6.7

26.9

26.7

26.1

30.9

22.0

22.4

12.4

30.1

26.3

20.9

16.1

26.7

24.8

24.2

20.0

38.5

48.9

32.6

36.4

46.3

55.3

73.0

48.2

30.3

47.7

46.4

35.3

48.0

43.0

60.0

7.7

0.0

4.3

0.0

2.4

1.2

0.0

3.6

1.3

3.9

1.8

1.7

1.6

2.4

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

積極的に参加している できる限り参加している ときどき参加している

参加していない 無回答
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問 48-1 問 48 で「１．積極的に参加している」「２．できる限り参加している」とお答えした方

にお聞きします。 

   この１年間にどのような活動に参加しましたか。《あてはまるものすべてに○》 

８割以上が「自治会活動」に参加、「ボランティア活動」も３割以上が参加 

  この 1年間にどのような活動に参加したかについては、「自治会活動」が 84.0％と最も多く、次

いで「ボランティア活動」が 31.0％、「まちづくり協議会の活動」が 21.7％と続きます。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、「自治会活動」の割合が 6.6 ポイント減少しています。なお、

「ボランティア活動」の割合が 12.6 ポイントと大きく増加していますが、平成 28 年度の調査で

は「ボランティア団体の活動」となっていたこと、今回問 48-2 でその内容を例示した形となっ

たためより回答しやすくなったことなどの影響が考えられます。 

  性別では、男女ともに「自治会活動」が最も多くあげられていますが、男性は「自治会活動」を

あげる人が女性より多く、女性は「ボランティア活動」が男性より多くあげられています。 

  年代別では、30 歳以上で「自治会活動」が最も多くあげられています。また、60 歳以上では「ボ

ランティア活動」がほかの年代より多くみられます。 

  居住地区別では、永源寺地区と五個荘地区で「まちづくり協議会の活動」が、市辺地区と愛東地

区で「ボランティア活動」がほかの地区より多くあげられています。 

％

自治会活動

まちづくり協議会の活動

ＮＰＯの活動

ボランティア活動

（ボランティア団体の活動）*

その他

無回答

*（　）内は平成28年度の選択肢

84.0

21.7

2.6

31.0

2.8

1.0

90.6

24.2

2.1

18.4

6.0

1.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

今回調査（平成29年度）

N=387

市民意識調査（平成28年度）

N=331
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【性 別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答
数

（
件

）

自
治
会
活
動

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活

動 Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

そ
の
他

無
回
答

男性 184 90.8 26.1 3.3 21.7 3.3 0.5

女性 191 77.5 18.8 2.1 39.3 2.6 1.6
 

 

 

【年代別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答
数

（
件

）

自
治
会
活
動

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活

動 Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

そ
の
他

無
回
答

10歳代 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20歳代 6 33.3 83.3 0.0 16.7 16.7 0.0

30歳代 35 91.4 8.6 0.0 14.3 5.7 0.0

40歳代 56 92.9 12.5 1.8 19.6 1.8 0.0

50歳代 51 94.1 19.6 2.0 11.8 2.0 0.0

60歳代 118 81.4 28.8 2.5 39.0 2.5 3.4

70歳以上 118 79.7 21.2 4.2 41.5 2.5 0.0
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【居住地区別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答
数

（
件

）

自
治
会
活
動

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活

動 Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

そ
の
他

無
回
答

平田地区 7 85.7 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0

市辺地区 11 72.7 18.2 9.1 45.5 0.0 0.0

玉緒地区 17 70.6 23.5 0.0 17.6 0.0 5.9

御園地区 18 94.4 33.3 0.0 16.7 0.0 0.0

建部地区 12 91.7 33.3 16.7 25.0 8.3 0.0

中野地区 18 88.9 16.7 0.0 22.2 5.6 0.0

八日市地区 20 95.0 10.0 0.0 20.0 5.0 0.0

南部地区 15 93.3 6.7 0.0 26.7 0.0 0.0

永源寺地区 32 78.1 43.8 0.0 37.5 3.1 6.3

五個荘地区 42 83.3 38.1 0.0 33.3 0.0 0.0

愛東地区 20 85.0 30.0 5.0 40.0 0.0 5.0

湖東地区 42 83.3 16.7 7.1 26.2 2.4 0.0

能登川地区 78 85.9 10.3 3.8 35.9 3.8 0.0

蒲生地区 50 80.0 22.0 0.0 36.0 4.0 0.0

わからない 2 100.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0  
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問 48-2 問 48 で「４．ボランティア活動」とお答えした方にお聞きします。 

   この１年間にどのようなボランティア活動に参加しましたか。《あてはまるものすべてに○》

「美化・清掃活動」、「高齢者に対する活動」が４割以上 

  どのようなボランティア活動に参加したかについては、「美化・清掃活動」が 47.5％と最も多く、

次の「高齢者に対する活動」（44.2％）とともに 4 割以上の人があげています。そのほか、「交通

安全・防犯活動」（25.0％）、「子育てをする親や子どもに支援する活動」、「自然や環境を守る活

動」（ともに 24.2％）も 2割以上の人があげています。 

  性別では、「美化・清掃活動」は男女ともに多くなっていますが、「自然や環境を守る活動」、「災

害・防災に関連した活動」、「スポーツに関連した活動」は女性より男性が多く、「高齢者に対す

る活動」、「子育てをする親や子どもを支援する活動」、「障害者に対する活動」は男性より女性が 

多くあげています。 

N = 120 ％

高齢者に対する活動

障害者に対する活動

子育てをする親や子どもを支援する活動

健康や医療に関係した活動

スポーツに関連した活動

自然や環境を守る活動

美化・清掃活動

災害・防災に関連した活動

交通安全・防犯活動

国際協力に関連した活動

その他

無回答

44.2

18.3

24.2

10.0

10.8

24.2

47.5

17.5

25.0

3.3

7.5

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

 

 

【性 別】 

単位：％

区　分

有

効

回

答

数

（
件

）

高

齢

者

に

対

す

る

活

動

障

害

者

に

対

す

る

活

動

子

育

て

を

す

る

親

や

子

ど

も

を

支

援

す

る

活

動

健

康

や

医

療

に

関

係

し

た

活

動

ス

ポ
ー

ツ

に

関

連

し

た

活

動 自

然

や

環

境

を

守

る

活

動

美

化

・

清

掃

活

動

災

害

・

防

災

に

関

連

し

た

活

動

交

通

安

全

・

防

犯

活

動

国

際

協

力

に

関

連

し

た

活

動 そ

の

他

無

回

答

男性 40 27.5 12.5 15.0 5.0 17.5 37.5 52.5 27.5 27.5 2.5 7.5 0.0

女性 75 53.3 22.7 30.7 12.0 8.0 17.3 44.0 12.0 22.7 4.0 6.7 0.0  



126 

 

【年代別】 

単位：％

区　分

有

効

回

答

数

（
件

）

高

齢

者

に

対

す

る

活

動

障

害

者

に

対

す

る

活

動

子

育

て

を

す

る

親

や

子

ど

も

を

支

援

す

る

活

動

健

康

や

医

療

に

関

係

し

た

活

動

ス

ポ
ー

ツ

に

関

連

し

た

活

動 自

然

や

環

境

を

守

る

活

動

美

化

・

清

掃

活

動

災

害

・

防

災

に

関

連

し

た

活

動

交

通

安

全

・

防

犯

活

動

国

際

協

力

に

関

連

し

た

活

動 そ

の

他

無

回

答

10歳代 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20歳代 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30歳代 5 0.0 40.0 20.0 20.0 20.0 0.0 40.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0

40歳代 11 9.1 9.1 18.2 0.0 27.3 0.0 36.4 36.4 18.2 0.0 18.2 0.0

50歳代 6 33.3 0.0 33.3 16.7 0.0 50.0 50.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

60歳代 46 41.3 17.4 32.6 8.7 6.5 30.4 54.3 23.9 41.3 4.3 4.3 0.0

70歳以上 49 59.2 22.4 18.4 10.2 10.2 24.5 42.9 4.1 16.3 4.1 10.2 0.0  
 

 

【居住地区別】 

単位：％

区　分

有

効

回

答

数

（
件

）

高

齢

者

に

対

す

る

活

動

障

害

者

に

対

す

る

活

動

子

育

て

を

す

る

親

や

子

ど

も

を

支

援

す

る

活

動

健

康

や

医

療

に

関

係

し

た

活

動

ス

ポ
ー

ツ

に

関

連

し

た

活

動 自

然

や

環

境

を

守

る

活

動

美

化

・

清

掃

活

動

災

害

・

防

災

に

関

連

し

た

活

動

交

通

安

全

・

防

犯

活

動

国

際

協

力

に

関

連

し

た

活

動 そ

の

他

無

回

答

平田地区 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

市辺地区 5 60.0 40.0 20.0 20.0 0.0 60.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

玉緒地区 3 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 33.3 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0

御園地区 3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

建部地区 3 33.3 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0

中野地区 4 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 50.0 0.0

八日市地区 4 25.0 0.0 50.0 0.0 0.0 25.0 0.0 25.0 50.0 0.0 25.0 0.0

南部地区 4 50.0 25.0 25.0 25.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

永源寺地区 12 33.3 16.7 33.3 16.7 0.0 50.0 66.7 25.0 25.0 0.0 16.7 0.0

五個荘地区 14 7.1 14.3 14.3 0.0 7.1 14.3 64.3 35.7 35.7 0.0 7.1 0.0

愛東地区 8 75.0 12.5 62.5 37.5 12.5 62.5 62.5 25.0 62.5 12.5 0.0 0.0

湖東地区 11 63.6 18.2 36.4 18.2 18.2 36.4 72.7 27.3 36.4 9.1 0.0 0.0

能登川地区 28 64.3 28.6 25.0 7.1 10.7 3.6 21.4 7.1 14.3 0.0 3.6 0.0

蒲生地区 18 33.3 22.2 5.6 0.0 16.7 27.8 66.7 11.1 11.1 5.6 5.6 0.0

わからない 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0  
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問 49 あなはたは、協働のまちづくりを進めるためにはどんなことが必要だと思いますか。《○１

つ》 

 協働のまちづくりを進めるためには、一人一人の意識改革が必要 

  協働のまちづくりを進めるために必要なこととしては、「市民一人一人のまちづくりへの関心を

高める」が 44.7％と最も多く、次いで「地域の課題を話し合える場づくり」（19.3％）、「まちづ

くり活動をしている人のネットワークづくり」（12.9％）と続きます。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、「市民一人一人のまちづくりへの関心を高める」の割合が 3.5

ポイント増加する一方、「地域の課題を話し合える場づくり」の割合が 2.6 ポイント減少し、ま

ずは一人一人の意識改革が重要と考える人が増えています。 

  年代別では、若い世代ほど「市民一人一人のまちづくりへの関心を高める」が、年齢があがるほ

ど「地域の課題を話し合える場づくり」が必要と思う人が多くみられます。 

 

 

 

 

 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

44.7

41.2

9.7

9.9

19.3

21.9

12.9

11.4

3.7

2.9

9.7

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

43.2

47.0

12.1

8.1

19.5

18.3

13.4

12.6

4.9

2.6

7.0

11.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

市民一人一人のまちづくりへの関心を高める

まちづくりのリーダー養成や組織づくりの支援

地域の課題を話し合える場づくり

まちづくり活動をしている人のネットワークづくり

その他

無回答
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【年代別】 

 

 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

68.4

63.5

52.2

51.5

40.1

37.0

40.1

0.0 

9.4 

8.9 

8.8 

11.0 

15.2 

6.4 

5.3

10.4

10.8

13.2

22.5

25.2

23.1

21.1

16.7

17.7

18.1

18.7

9.6

6.1

0.0

5.9

4.4

3.8

2.5

3.7

5.3 

0.0 

4.4 

3.9 

3.8 

10.6 

20.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

 

市民一人一人のまちづくりへの関心を高める

まちづくりのリーダー養成や組織づくりの支援

地域の課題を話し合える場づくり

まちづくり活動をしている人のネットワークづくり

その他

無回答

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

46.2

37.8

45.7

43.6

53.7

48.2

46.7

47.0

46.1

45.8

51.8

35.3

47.7

39.4

33.3

7.7 

2.2 

10.9 

14.5 

7.3 

7.1 

12.4 

10.8 

17.1 

7.2 

8.9 

12.9 

8.8 

7.9 

6.7 

19.2

33.3

15.2

16.4

19.5

17.6

16.1

10.8

23.7

15.0

16.1

25.0

19.6

21.8

26.7

15.4

8.9

13.0

14.5

7.3

18.8

11.7

16.9

5.3

17.6

8.9

14.7

10.5

13.3

20.0

0.0

0.0

4.3

5.5

0.0

1.2

6.6

3.6

2.6

1.3

7.1

5.2

3.9

4.2

0.0

11.5 

17.8 

10.9 

5.5 

12.2 

7.1 

6.6 

10.8 

5.3 

13.1 

7.1 

6.9 

9.5 

13.3 

13.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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(9) 広報等の情報について  
問 50 あなたは、市の広報紙「広報ひがしおうみ」を読んでいますか。《○１つ》 

８割近くが広報紙を読んでおり、４割近くは「毎月読んでいる」 

  「広報ひがしおうみ」については、「毎月読んでいる」が 38.4％と最も多く、「たまに読んでい

る」37.2％と合わせると 75.6％となり、8 割近くの人が読んでいると回答しています。一方、「読

んでいない」が 13.3％、「知らない」が 9.4％となっています。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、読んでいる人（「毎月読んでいる」と「たまに読んでいる」の

合計）の割合が 7.1 ポイント増加し、「読んでいない」と回答した人の割合が 6.1 ポイント減少

し、広報紙を読んでいる人が増えています。 

  性別では男性より女性が、年代別では年齢があがるほど、広報紙を「毎月読んでいる」人の割合

が多くなっています。また、20 歳未満では「読んでいない」又は「知らない」人が多くなって

います。 

  居住地区別では、南部地区で広報紙を読んでいる人（前述）が多くみられる一方、八日市地区で

読んでいない又は知らない人が多くみられます。 

 

 

 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

38.4

36.5

37.2

32.0

13.3

19.4

9.4

7.3

1.7

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

31.4

44.5

40.6

33.9

13.5

13.1

13.4

6.4

1.1

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

毎月読んでいる たまに読んでいる 読んでいない

知らない 無回答
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【年代別】 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

10.5

6.3

21.7

32.8

32.4

48.8

53.8

21.1 

35.4 

40.9 

44.6 

43.4 

36.0 

31.0 

31.6

22.9

18.7

14.2

15.9

11.5

6.4

36.8

35.4

18.7

7.8

8.2

1.9

4.2

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

1.9

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

42.3

31.1

43.5

49.1

39.0

35.3

23.4

37.3

52.6

39.2

57.1

35.3

40.5

35.2

20.0

38.5 

51.1 

30.4 

29.1 

36.6 

37.6 

32.8 

47.0 

30.3 

41.8 

25.0 

44.0 

34.0 

41.8 

33.3 

11.5

8.9

13.0

14.5

14.6

21.2

24.1

8.4

15.8

5.2

14.3

11.2

14.1

10.3

6.7

3.8

8.9

10.9

7.3

7.3

5.9

19.0

6.0

0.0

9.8

3.6

7.8

9.8

10.9

33.3

3.8

0.0

2.2

0.0

2.4

0.0

0.7

1.2

1.3

3.9

0.0

1.7

1.6

1.8

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

毎月読んでいる たまに読んでいる 読んでいない

知らない 無回答
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問 50-1 問 50 で、「１．毎月読んでいる」「２．たまに読んでいる」とお答えの方にお聞きします。

    あなたは、「広報ひがしおうみ」の内容について満足していますか。《○１つ》 

半数以上が満足、４割近くが「どちらともいえない」 

  「広報ひがしおうみ」の満足度について広報紙を読んでいる人に聞いたところ、「満足している」

と「どちらかといえば満足している」を合わせた割合が 53.6％であるのに対し、「どちらかとい

えば満足していない」と「満足していない」を合わせた割合は 6.6％となっています。一方、「ど

ちらともいえない」と回答した人は 38.5％で 4 割近くとなっています。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、「どちらかといえば満足している」の割合が 2.5 ポイント増加

し、満足（「満足している」と「どちらかといえば満足している」の合計）の割合が 1.9 ポイン

ト増加する一方、不満（「どちらかといえば満足していない」と「満足していない」の合計）の

割合が 1.2 ポイント減少し、満足度はあがっています。 

  性別では男性より女性が、年代別では 10 歳代と 60 歳以上で、満足度が高くなっています。 

 

 

 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,072

市民意識調査
（平成28年度）

1,001

8.4

9.0

45.2

42.7

38.5

37.7

4.9

5.9

1.7

1.9

1.3

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

   満足 不満 差 

①今回調査（平成 29 年度） 53.6 6.6 47.0

②市民意識調査（平成 28 年度）  51.7 7.8 43.9

①－② 1.9 -1.2 3.1

＊満足：「満足している」と「どちらかといえば満足している」の合計 

＊不満：「どちらかといえば満足していない」と「満足していない」の合計 

 

 

【性 別】  

N =

男性 442

女性 597

6.3

9.7

42.3

47.9

42.1

35.8

5.0

4.7

2.7

0.8

1.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

単位：％ 

満足している どちらかといえば満足している

どちらともいえない どちらかといえば満足していない

満足していない 無回答
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【年代別】 

 

N =

10歳代 6

20歳代 40

30歳代 127

40歳代 158

50歳代 138

60歳代 273

70歳以上 320

33.3

12.5

10.2

7.0

1.4

7.3

10.9

33.3 

35.0 

38.6 

43.0 

43.5 

47.6 

49.7 

33.3

45.0

42.5

42.4

43.5

38.5

31.9

7.5

6.3

4.4

8.0

4.8

3.1

1.6

2.5

3.6

1.5

0.9

0.0 

0.0 

0.8 

0.6 

0.0 

0.4 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

N =

平田地区 21

市辺地区 37

玉緒地区 34

御園地区 43

建部地区 31

中野地区 62

八日市地区 77

南部地区 70

永源寺地区 63

五個荘地区 124

愛東地区 46

湖東地区 92

能登川地区 228

蒲生地区 127

わからない 8

4.8

8.1

2.9

11.6

9.7

6.5

6.5

10.0

14.3

5.6

8.7

6.5

9.6

7.9

12.5

47.6 

32.4 

52.9 

58.1 

48.4 

50.0 

44.2 

51.4 

46.0 

46.0 

47.8 

44.6 

42.1 

40.9 

50.0 

47.6

51.4

41.2

27.9

41.9

37.1

39.0

27.1

33.3

41.1

34.8

42.4

38.6

41.7

12.5

5.4

2.9

0.0

3.2

7.8

8.6

3.2

4.8

2.2

4.3

6.1

5.5

12.5

0.0

2.3

1.6

1.3

1.4

0.0

1.6

6.5

1.1

2.2

1.6

12.5

0.0 

2.7 

0.0 

0.0 

0.0 

1.6 

1.3 

1.4 

3.2 

0.8 

0.0 

1.1 

1.3 

2.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

満足している どちらかといえば満足している

どちらともいえない どちらかといえば満足していない

満足していない 無回答
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問 50-2 問 50 で、「３．読んでいない」「４．知らない」とお答えの方にお聞きします。 

    その理由は何ですか。《○１つ》 

広報紙を読まない理由は「手元に届かない」が４割以上 

  「広報ひがしおうみ」を読んでいない人の理由としては、「手元に届かない」が 45.3％と最も多

く、次いで「記載内容に魅力がない」が 27.6％と続きます。 

  年代別では、10～30 歳代で「手元に届かない」を理由にあげる人が多くみられます。 

 

 

N =

322
45.3 27.6

3.1

15.2 8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 165

女性 149

44.8

47.7

28.5

26.2

2.4

2.7

17.6

13.4

6.7

10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【年代別】 

N =

10歳代 13

20歳代 56

30歳代 76

40歳代 45

50歳代 44

60歳代 43

70歳以上 40

53.8

55.4

55.3

40.0

43.2

25.6

42.5

30.8 

26.8 

23.7 

33.3 

34.1 

30.2 

15.0 

7.7

0.0

0.0

6.7

2.3

7.0

5.0

0.0

17.9

14.5

8.9

6.8

27.9

22.5

7.7

0.0

6.6

11.1

13.6

9.3

15.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

手元に届かない 記載内容に魅力がない

紙面が読みにくい その他

無回答
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【居住地区別】 

 

N =

平田地区 4

市辺地区 8

玉緒地区 11

御園地区 12

建部地区 9

中野地区 23

八日市地区 59

南部地区 12

永源寺地区 12

五個荘地区 23

愛東地区 10

湖東地区 22

能登川地区 73

蒲生地区 35

わからない 6

50.0

45.5

33.3

44.4

39.1

62.7

50.0

33.3

56.5

0.0

45.5

37.0

48.6

83.3

0.0 

25.0 

9.1 

33.3 

22.2 

43.5 

16.9 

25.0 

33.3 

17.4 

30.0 

31.8 

39.7 

22.9 

25.0

0.0

8.3

0.0

4.3

1.7

8.3

0.0

4.3

0.0

0.0

5.5

0.0

75.0

25.0

0.0

16.7

11.1

8.7

16.9

16.7

33.3

4.3

40.0

13.6

11.0

20.0

0.0

0.0

0.0

45.5

8.3

22.2

4.3

1.7

0.0

0.0

17.4

30.0

9.1

6.8

8.6

16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

手元に届かない 記載内容に魅力がない

紙面が読みにくい その他

無回答
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問 51 「広報ひがしおうみ」は毎月新聞折込みによる配布のほかに、次の方法で配信等を行って

います。あなたは、次の配信等の方法を知っていますか。《それぞれの項目に○１つ》 

「広報ひがしおうみ」の配信方法の認知度は「公共施設に設置」が最も高い 

  「広報ひがしおうみ」の配信方法の認知度（「見たことがある」と「知っているが見たことはな

い」を合わせた割合）については、「④公共施設等に設置」が 50.9％と最も高く、次いで「①市

ホームページで閲覧」（36.1％）、「②東近江スマイルネットのデータ放送で視聴」（30.5％）、「③

スマートフォンのアプリ「マチイロ」で閲覧」（11.4％）となっています。実際に「見たことが

ある」人が多かったのは、「④公共施設等に設置」（26.7％）、「②東近江スマイルネットのデータ

放送で視聴」（14.1％）、「①市ホームページで閲覧」（12.8％）、「③スマートフォンのアプリ「マ

チイロ」で閲覧」（2.3％）の順となり、市のホームページでの配信が知られているのに実際に見

る人が少ないことが分かります。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、認知度は「④公共施設等（市役所、図書館、コミュニティセ

ンターなど）に設置」の割合が 5.9 ポイント増加している一方、「③スマートフォンのアプリ「マ

チイロ」で閲覧」（平成 28 年度は「i 広報紙」）の割合が 4.2 ポイント減少しています。また、

④以外の配信方法は「知らない」の割合が増加しています。なお、「④公共施設等（市役所、図

書館、コミュニティセンターなど）に設置」の割合の増加には、今回公共施設等の例示を加えた

ことも影響している可能性があります。 

 

 

N =
今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査

（平成28年度）
1,461

今回調査

（平成29年度）
1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

*（　）内は平成28年度調査の項目

①市ホームページで閲覧

②東近江スマイルネットのデー

タ放送で視聴

④公共施設等（市役所、図書

館、コミュニティセンターなど）

に設置

（公共施設等に設置）

③スマートフォンのアプリ

「マチイロ」で閲覧

（スマートフォンのアプリ「i 広報

紙」で閲覧）*

12.8

13.1

14.1

16.4

2.3

2.7

26.7

25.2

23.3

22.7

16.4

15.3

9.1

12.9

24.2

19.8

54.8

53.7

60.6

58.3

78.1

72.7

41.5

44.4

9.0

10.5

8.8

10.0

10.5

11.7

7.6

10.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

見たことがある 知っているが見たことはない

知らない 無回答
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認知度 知らない 差 

①市ホームページで閲覧  

今回調査（平成 29 年度） 36.1 54.8 -18.7

市民意識調査（平成 28 年度） 35.8 53.7 -17.9

差 0.3 1.1 -0.8

②東近江スマイルネットのデータ放送で視聴

今回調査（平成 29 年度） 30.5 60.6 -30.1

市民意識調査（平成 28 年度） 31.7 58.3 -26.6

差 -1.2 2.3 -3.5

③スマートフォンのアプリ「マチイロ」で閲覧 
（平成 28 年度は「i 広報誌」）  

今回調査（平成 29 年度） 11.4 78.1 -66.7

市民意識調査（平成 28 年度） 15.6 72.7 -57.1

差 -4.2 5.4 -9.6

④公共施設等に設置  

今回調査（平成 29 年度） 50.9 41.5 9.4

市民意識調査（平成 28 年度） 45.0 44.4 0.6

差 5.9 -2.9 8.8  
 

①市ホームページで閲覧 

  年代別では、70 歳以上を除き年齢があがるほど認知度が高くなっています。60 歳代だけが、知

らない人の割合より認知度が高くなっています。 

  居住地区別では、平田地区、永源寺地区、市辺地区の順に認知度が高く、そのほかの地区では知

らない人が多くなっています。 

 

②東近江スマイルネットのデータ放送で視聴 

  年代別では、すべての年代で知らない人が知っている人より多くなっており、10 歳代と 70 歳以

上を除き年齢があがるほど認知度が高くなっています。 

  居住地区別では、市辺地区、湖東地区で認知度が高く、そのほかの地区では知らない人が多くなっ

ています。なかでも八日市地区の認知度は 19.0％と非常に低くなっています。 

 

③スマートフォンのアプリ「マチイロ」で閲覧 

  年代別では、すべての年代で知らない人が知っている人より多くなっています。50 歳代までは、

認知度が 1 割未満となっています。 

  居住地区別では、いずれの地区でも知らない人が知っている人より多くなっていますが、永源寺

地区と市辺地区で認知度が 2割以上とほかの地区より高くなっています。一方、玉緒地区では

2.2％と非常に低くなっています。 

 

④公共施設等に設置 

  性別では、女性の認知度が男性より高くなっています。 

  年代別では、40歳代と60歳代で認知度が高く、10～20歳代では知らない人が多くなっています。 

  居住地区別では、五個荘地区、愛東地区、永源寺地区で認知度が高く、八日市地区、建部地区、

御園地区では知らない人が多くなっています。 

 

単位：％
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①市ホームページで閲覧  

 

N =

男性 614

女性 761

11.9

13.7

24.9

22.5

55.0

55.3

8.1

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

0.0

6.3

12.3

15.7

10.4

16.8

12.2

10.5 

11.5 

15.3 

22.1 

29.1 

33.5 

20.2 

84.2

81.3

71.9

59.8

57.1

41.0

45.9

5.3

1.0

0.5

2.5

3.3

8.7

21.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

 

 N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

19.2

11.1

6.5

20.0

12.2

17.6

14.6

16.9

14.5

9.8

14.3

12.9

10.1

13.3

6.7

30.8 

35.6 

30.4 

20.0 

19.5 

20.0 

11.7 

18.1 

32.9 

31.4 

16.1 

27.6 

23.2 

22.4 

0.0 

46.2

42.2

47.8

54.5

63.4

54.1

62.0

51.8

44.7

49.0

60.7

51.7

60.8

54.5

80.0

3.8

11.1

15.2

5.5

4.9

8.2

11.7

13.3

7.9

9.8

8.9

7.8

5.9

9.7

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見たことがある 知っているが見たことはない

知らない 無回答

【性 別】 

【年代別】 

【居住地区別】 
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②東近江スマイルネットのデータ放送で視聴 

 

N =

男性 614

女性 761

10.9

16.2

17.9

15.5

63.2

60.1

8.0

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

5.3

6.3

7.4

11.8

10.4

19.3

18.8

26.3 

7.3 

9.9 

17.2 

20.3 

21.7 

15.1 

63.2

85.4

82.3

68.6

65.9

51.2

44.6

5.3

1.0

0.5

2.5

3.3

7.8

21.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

 N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

23.1

13.3

19.6

12.7

7.3

14.1

7.3

14.5

27.6

11.8

32.1

26.7

7.2

13.3

13.3

7.7 

37.8 

10.9 

18.2 

14.6 

12.9 

11.7 

8.4 

18.4 

20.9 

10.7 

21.6 

18.0 

14.5 

0.0

65.4

37.8

52.2

65.5

70.7

64.7

68.6

63.9

47.4

58.2

51.8

46.6

68.0

63.0

73.3

3.8

11.1

17.4

3.6

7.3

8.2

12.4

13.3

6.6

9.2

5.4

5.2

6.9

9.1

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見たことがある 知っているが見たことはない

知らない 無回答

【性 別】 

【年代別】 

【居住地区別】 
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③スマートフォンのアプリ「マチイロ」で閲覧  

 

N =

男性 614

女性 761

2.9

1.8

9.6

8.3

77.7

80.2

9.8

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

1.0

3.9

1.5

1.1

2.2

2.9

0.0 

3.1 

4.4 

5.4 

6.6 

15.8 

10.6 

94.7

94.8

91.1

90.2

89.0

72.7

60.5

5.3

1.0

0.5

2.9

3.3

9.3

26.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

 N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

11.5

2.2

0.0

1.8

0.0

4.7

2.9

1.2

5.3

2.0

3.6

0.9

2.0

1.2

0.0

3.8 

17.8 

2.2 

3.6 

9.8 

9.4 

5.8 

4.8 

15.8 

9.8 

5.4 

15.5 

8.2 

10.3 

6.7 

80.8

66.7

80.4

89.1

82.9

76.5

76.6

79.5

71.1

76.5

82.1

74.1

82.4

78.2

73.3

3.8

13.3

17.4

5.5

7.3

9.4

14.6

14.5

7.9

11.8

8.9

9.5

7.5

10.3

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見たことがある 知っているが見たことはない

知らない 無回答

【性 別】 

【年代別】 

【居住地区別】 
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④公共施設等に設置  

 

N =

男性 614

女性 761

21.8

31.0

25.6

23.7

46.1

38.0

6.5

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

10.5

17.7

30.5

30.4

24.2

28.0

25.7

15.8 

16.7 

19.2 

28.4 

26.4 

28.6 

22.3 

68.4

65.6

49.8

40.2

47.8

36.0

32.4

5.3

0.0

0.5

1.0

1.6

7.5

19.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 
 

 N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

26.9

22.2

32.6

23.6

14.6

31.8

24.8

28.9

25.0

26.1

30.4

24.1

28.1

27.3

26.7

23.1 

28.9 

17.4 

23.6 

29.3 

22.4 

13.1 

20.5 

30.3 

31.4 

25.0 

27.6 

23.9 

25.5 

13.3 

46.2

37.8

39.1

50.9

48.8

38.8

53.3

38.6

36.8

34.0

37.5

41.4

42.8

40.0

40.0

3.8

11.1

10.9

1.8

7.3

7.1

8.8

12.0

7.9

8.5

7.1

6.9

5.2

7.3

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見たことがある 知っているが見たことはない

知らない 無回答

【性 別】 

【年代別】 

【居住地区別】 
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問 52 あなたは、市の情報（お知らせ）は主にどのような方法で取得していますか。《○３つまで》

半数以上が「自治会回覧」や「広報ひがしおうみ」で市の情報を取得 

  市の情報（お知らせ）の主な取得方法については、「自治会回覧」が 64.3％と最も多く、次いで

「広報ひがしおうみ」が 58.3％、「新聞」（25.3％）、「ケーブルテレビ（東近江スマイルネット）」

が 21.8％と続きます。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、紙媒体としては「新聞」の割合が 2.6 ポイント減少し、「公共

施設に設置してあるチラシ」と「広報ひがしおうみ」の割合がそれぞれ 3.0 ポイント、2.7 ポイ

ント増加し、そのほかの媒体としては「音声告知端末」の割合が 2.4 ポイント増加しています。 

  性別では、男女ともに「自治会回覧」「広報ひがしおうみ」が多くあげられていますが、その傾

向は女性で強くなっています。 

  年代別では、「広報ひがしおうみ」は年齢があがるほど多くあげられており、「新聞」は 60 歳以

上、「公共施設に設置してあるチラシ」は 20～30 歳代、「ケーブルテレビ（東近江スマイルネッ

ト）」は 10 歳代と 60 歳以上でほかの年代より多くあげられています。 

  居住地区別では、「広報ひがしおうみ」は御園地区で、「新聞」は玉緒地区と南部地区で、「自治

会回覧」は平田地区、能登川地区、蒲生地区で、「ケーブルテレビ（東近江スマイルネット）」は

愛東地区、永源寺地区、湖東地区で、ほかの地区より多くあげられています。 

％

広報ひがしおうみ

新聞

自治会回覧

公共施設に設置してあるチラシ

市ホームページ

ケーブルテレビ（東近江スマイ

ルネット）

音声告知端末

ラジオ（ＦＭひがしおうみ）

その他

無回答

58.3

25.3

64.3

10.6

8.4

21.8

7.1

1.3

4.3

3.7

55.6

27.9

65.2

7.6

7.1

23.0

4.7

1.2

5.0

2.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

今回調査（平成29年度）

N=1.418

市民意識調査（平成28年度）

N=1.461
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【性 別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答
数

（
件

）

広
報
ひ
が
し

お
う
み

新
聞

自
治
会
回
覧

公
共
施
設
に

設
置
し
て

あ

る
チ
ラ
シ

市
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

ケ
ー

ブ
ル
テ

レ
ビ

（
東

近

江
ス
マ
イ
ル

ネ

ッ
ト

）

音
声
告
知
端

末

ラ
ジ
オ

（
Ｆ

Ｍ
ひ
が
し

お

う
み

）

そ
の
他

無
回
答

男性 614 52.3 25.2 61.4 8.6 9.4 19.9 6.8 1.8 5.4 3.7

女性 761 64.0 25.1 66.6 12.4 7.9 23.4 7.1 0.8 3.7 3.3
 

 

 

【年代別】 

単位：％

区　分

有
効
回
答

数

（
件

）

広
報
ひ
が

し
お
う
み

新
聞

自
治
会
回

覧

公
共
施
設

に
設
置
し
て

あ

る
チ
ラ
シ

市
ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ
ビ

（
東
近

江
ス
マ
イ

ル
ネ

ッ
ト

）

音
声
告
知

端
末

ラ
ジ
オ

（
Ｆ
Ｍ
ひ
が

し
お

う
み

）

そ
の
他

無
回
答

10歳代 19 21.1 26.3 31.6 5.3 5.3 26.3 5.3 5.3 5.3 5.3

20歳代 96 31.3 17.7 34.4 20.8 17.7 19.8 6.3 6.3 13.5 3.1

30歳代 203 42.4 13.3 45.8 19.7 16.3 14.8 6.4 2.5 8.9 4.4

40歳代 204 55.4 20.6 62.7 12.3 10.3 18.1 7.8 0.5 5.4 2.5

50歳代 182 56.0 18.7 68.1 7.1 10.4 19.2 4.9 1.1 4.9 2.2

60歳代 322 68.0 30.1 73.3 9.9 6.2 26.1 7.5 0.9 0.6 3.1

70歳以上 377 70.0 35.3 74.3 4.8 2.1 26.3 8.0 0.3 1.6 5.3
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【居住地区別】 

単位：％

区　分

有
効
回

答
数

（
件

）

広
報
ひ

が
し
お
う
み

新
聞

自
治
会

回
覧

公
共
施

設
に
設
置

し
て
あ

る
チ
ラ

シ

市
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

ケ
ー

ブ

ル
テ
レ
ビ

（
東
近

江
ス
マ

イ
ル
ネ

ッ
ト

）

音
声
告

知
端
末

ラ
ジ
オ

（
Ｆ
Ｍ
ひ

が
し
お

う
み

）

そ
の
他

無
回
答

平田地区 26 57.7 30.8 73.1 7.7 0.0 23.1 7.7 0.0 7.7 3.8

市辺地区 45 55.6 35.6 62.2 17.8 8.9 22.2 4.4 2.2 6.7 0.0

玉緒地区 46 65.2 37.0 69.6 8.7 6.5 17.4 2.2 2.2 0.0 4.3

御園地区 55 69.1 30.9 67.3 7.3 3.6 23.6 0.0 0.0 3.6 1.8

建部地区 41 61.0 34.1 53.7 12.2 12.2 14.6 0.0 0.0 7.3 4.9

中野地区 85 61.2 25.9 64.7 10.6 10.6 12.9 2.4 3.5 8.2 5.9

八日市地区 137 41.6 24.8 46.7 15.3 10.9 12.4 2.9 2.9 9.5 5.1

南部地区 83 59.0 36.1 67.5 7.2 12.0 18.1 4.8 1.2 0.0 3.6

永源寺地区 76 64.5 15.8 68.4 7.9 6.6 43.4 11.8 0.0 1.3 2.6

五個荘地区 153 62.7 20.9 63.4 11.8 7.8 28.1 10.5 2.0 4.6 5.2

愛東地区 56 57.1 12.5 55.4 3.6 3.6 48.2 35.7 0.0 3.6 1.8

湖東地区 116 55.2 16.4 60.3 6.9 6.9 42.2 18.1 1.7 4.3 1.7

能登川地区 306 60.5 27.1 71.2 13.1 8.8 12.1 4.9 1.0 2.3 2.6

蒲生地区 165 58.8 27.9 70.9 10.3 8.5 18.2 2.4 0.6 3.6 4.2

わからない 15 40.0 0.0 40.0 0.0 13.3 13.3 0.0 0.0 20.0 20.0  
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問 53 あなたは「東近江市議会だより」を読んでいますか。《○１つ》 

６割近くが「東近江市議会だより」を読んでいる 

  「東近江市議会だより」については、「毎号読んでいる」と「たまに読んでいる」を合わせた割

合が 58.2％となっており、6 割近くの人が読んでいると回答しています。一方、「読んでいない」

が 29.7％、「東近江市議会だより」を「知らない」が 10.0％となっています。 

  平成 28 年度調査と比較すると、読んでいる人（「毎号読んでいる」と「たまに読んでいる」の合

計）の割合が 2.5 ポイント増加し、「読んでいない」の割合が 5.5 ポイント減少しています。 

  性別では男性より女性が、年代別では年齢があがるほど、「東近江市議会だより」を読んでいる

人（前述）が多くみられます。また、10～30 歳代では読んでいない又は知らない人が多くみら

れます。 

 

 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

15.3

15.1

42.9

40.6

29.7

35.2

10.0

8.0

2.0

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

14.8

15.5

39.9

45.2

31.1

28.8

12.5

8.3

1.6

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【年代別】 

N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

5.3

2.1

4.4

8.8

8.2

17.7

29.7

5.3 

15.6 

24.1 

44.1 

46.7 

55.6 

48.5 

42.1

50.0

45.3

36.3

36.8

23.3

14.6

42.1

31.3

25.1

10.3

8.2

2.8

1.6

5.3

1.0

1.0

0.5

0.0

0.6

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

毎月読んでいる たまに読んでいる 読んでいない

知らない 無回答
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【居住地区別】 

 

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

11.5

8.9

13.0

12.7

19.5

10.6

6.6

16.9

23.7

14.4

16.1

10.3

20.9

17.0

6.7

53.8 

51.1 

47.8 

52.7 

46.3 

37.6 

32.8 

43.4 

46.1 

46.4 

39.3 

45.7 

42.2 

43.0 

20.0 

26.9

35.6

26.1

29.1

19.5

35.3

35.0

31.3

25.0

25.5

42.9

34.5

26.5

29.7

13.3

7.7

4.4

13.0

5.5

12.2

14.1

21.9

8.4

3.9

8.5

1.8

7.8

8.5

9.1

53.3

0.0

0.0

0.0

0.0

2.4

2.4

3.6

0.0

1.3

5.2

0.0

1.7

2.0

1.2

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

毎号読んでいる たまに読んでいる

読んでいない 「東近江市議会だより」を知らない

無回答
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(10) 市役所のサービスに関して  
問 54 この１年間に、市役所（支所・出張所を含む）の窓口利用や電話でのお問い合わせ、又は

市役所外で職員に接した際の市役所職員の対応の印象はいかがでしたか。《○１つ》 

半数以上が市役所職員の対応は良かった 

  市役所職員の対応の印象については、良かった（「良かった」と「どちらかといえば良かった」

の合計）の割合が 55.5％に対し、悪かった（「どちらかといえば悪かった」と「悪かった」の合

計）の割合は 8.3％で、良かったと回答した人が多くなっています。 

  平成 28 年度の調査と比較すると、良かった（前述）の割合が 4.1 ポイント増加し、悪かった（前

述）の割合が 2.5 ポイント減少しており、評価はあがっています。 

  年代別では、60 歳以上で市役所職員の対応が良かったとする人の割合が高くなっています。一

方、10 歳代は「利用や問い合わせをしていない又は職員と接していない」人の割合が高くなっ

ています。 

  居住地区別では、御園地区、蒲生地区で評価が高く、永源寺地区、中野地区で評価が低くなって

います。 

 

 

 

 

 

N =

今回調査
（平成29年度）

1,418

市民意識調査
（平成28年度）

1,461

20.7

19.8

34.8

31.6

19.7

20.0

5.8

6.5

2.5

4.3

15.4

16.5

1.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 
良かった 悪かった 差 

①今回調査（平成 29 年度） 55.5 8.3 47.2

②市民意識調査（平成 28 年度）  51.4 10.8 40.6

①－② 4.1 -2.5 6.6

＊良かった：「良かった」と「どちらかといえば良かった」の合計 

＊悪かった：「どちらかといえば悪かった」と「悪かった」の合計 

 

 

【性 別】 

N =

男性 614

女性 761

20.4

20.6

36.5

33.8

21.8

17.9

4.9

6.4

2.3

2.8

13.5

17.1

0.7

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

単位：％ 

良かった

どちらかといえば良かった

どちらともいえない

どちらかといえば悪かった

悪かった

利用や問い合わせをしていない又は職員と接していない

無回答
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【年代別】 

 

 

 
N =

10歳代 19

20歳代 96

30歳代 203

40歳代 204

50歳代 182

60歳代 322

70歳以上 377

21.1

17.7

19.7

18.6

16.5

16.5

28.6

15.8 

28.1 

31.0 

28.4 

30.8 

43.5 

37.4 

21.9

20.2

16.7

28.6

21.7

15.9

5.2

5.9

10.3

6.0

5.3

4.0

0.0

5.2

2.5

3.4

2.2

2.5

1.9

57.9 

21.9 

20.2 

22.5 

14.3 

9.9 

10.1 

5.3

0.0

0.5

0.0

1.6

0.6

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

【居住地区別】 

 

良かった

どちらかといえば良かった

どちらともいえない

どちらかといえば悪かった

悪かった

利用や問い合わせをしていない又は職員と接していない

無回答

N =

平田地区 26

市辺地区 45

玉緒地区 46

御園地区 55

建部地区 41

中野地区 85

八日市地区 137

南部地区 83

永源寺地区 76

五個荘地区 153

愛東地区 56

湖東地区 116

能登川地区 306

蒲生地区 165

わからない 15

7.7

15.6

19.6

27.3

24.4

20.0

24.1

15.7

18.4

14.4

17.9

19.0

23.9

23.6

26.7

53.8 

37.8 

41.3 

43.6 

36.6 

31.8 

32.1 

32.5 

30.3 

37.9 

41.1 

31.0 

27.8 

41.8 

46.7 

19.2

22.2

15.2

12.7

19.5

17.6

18.2

33.7

19.7

21.6

16.1

26.7

20.9

11.5

6.7

6.7

6.5

3.6

4.9

8.2

3.6

7.2

11.8

5.2

1.8

6.9

5.6

4.8

20.0

0.0

2.2

0.0

1.8

0.0

2.4

5.1

1.2

1.3

3.3

1.8

1.7

3.3

3.0

19.2 

15.6 

15.2 

9.1 

14.6 

17.6 

16.1 

8.4 

17.1 

16.3 

21.4 

13.8 

18.0 

13.3 

0.0

0.0

2.2

1.8

0.0

2.4

0.7

1.2

1.3

1.3

0.0

0.9

0.7

1.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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(11) まちづくりに対する意見等について  
問 55 東近江市のまちづくりについて、御意見や御提案等がありましたらご記入ください。 

 

  有効回収数 1,418 件のうち、自由記述への記入件数は 430 件（30.3％）でした。これらの意見を

概ね本意識調査票の調査項目ごとに分類した件数は、次のとおりです。 

  なお、同じ人が複数の項目の意見を書かれているものも多いため、調査項目ごとに分類した件数

の合計件数は 430 件以上となっています。 

 

内容 件数 主な意見（一部抜粋） 

住みごこちや愛着等について 46 件 ・知名度、認知度アップより、住民の住みやすさを第一 

に考えてほしい。住宅地周辺の商業施設等が少ないと思

う。（30 代男性） 

・市が大きくなりすぎていまだに知らない町もあり、親 

しみが持ちにくい。地名の変更等はしてほしくない。（40

代女性） 

・東近江市にはいろいろな文化遺産や農産物、自然遺産、

伝統行事が多くあり、もっと県外へＰＲすべき。（60 代

女性） 

健康や福祉について 28 件 ・救急（夜間）病院へ行く時に近江八幡まで行かないとい

けなかったことがあった。もう少し近くにはないものか

と思った。（30 代女性） 

・老人が健康で住みやすく、趣味や運動で子どもから若 

者や老人も参加できるイベント企画を育てて行ってほ

しい。（60 代男性） 

・今後、高齢者が多くなる中、独居の方の見回り、サー 

ビス、身の回りの世話を今後どうしていくのか、考える

必要がある。（50 代女性） 

環境や暮らしについて 73 件 ・車を運転できない高齢者の方などもっと使えるように、

バスの本数を増やしたり、若者が乗りたいと思えるよう

に電車の本数を増やしたらいいと思う。また、料金が高

いと思う。（20 代男性） 

・交通の便が悪いので、この先車に乗れなくなったとき 

のことを考えると不安である。（60代女性） 

・大雪の際の道路の除雪活動があまりできていない。雪 

の多い地域なのに対策が全くできていない。（60 代男性）

子育てや教育について 30 件 ・子どもが遊べる施設がほかの市町村に比べ少ないよう 

に思う。子どもに関するケアが充実すれば、戻ってこら

れる方（結婚して親元に来てくれる）も増えるのではな

いかと思う。（30 代女性） 

・高齢者の福祉も大切かもしれないが、それよりもまず 

未来を担う子ども達を育てやすい世の中にしてほしい。

物価や教育にかかる費用ばかりが上がっていくのに、賃

金があがるわけでもなく、そのために子どもを産み育て

る環境が整ってなくて、ますます少子化に拍車がかかっ

ている。まずは何よりも子どもを育てやすい社会の実現

を願う。（40代男性） 
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内容 件数 主な意見（一部抜粋） 

都市整備について 60 件 ・道路の整備、これに尽きる。また、能登川駅から市中 

心部である八日市方面への道路の整備、バス等の公共交

通機関の充実が早急に必要。市外から東近江市を訪れる

ときの唯一のＪＲの窓口である部分は、重要施策として

整備して欲しい。（40代男性） 

・子どもが遊べる公園が少ないので、増やしてほしい。（

50 代女性） 

・中心部またＪＲ駅の近くの整備が目立つ。周辺にももっ

と力をいれてほしい。（60代男性） 

商業やにぎわいの創出について 13 件 ・ショッピングモールができると街も活性化すると思う

し、そこで東近江の野菜などの売り場、レストランなど

があれば、他県の人にも東近江市を知ってもらえると思

う。（30 代男性） 

・ショッピングモールや映画館など集客力のあるものが

あってもよいような町だと思う。色々不便なくあるので

すが、決め手に欠けるように思う。（20代男性） 

協働のまちづくりについて 34 件 ・合併して同じ市民とはいえ、知らない地域が多い。 

旧の町名がないとわからないので、もう少し交流を深め

てほしい。（30 代男性） 

・高齢化が進み、ボランティア等のリーダーが少なくな 

り、自治会等の活動が弱くなっている。（組織の弱体化）

まちづくりリーダーの養成に力を入れて、若者にも積極

的に参加できる体制づくりをお願いしたい。（70 代男性）

・どんな事業へも参加はほとんど高齢者が多い。若者に受

け入れられて積極的に参加してもらえるような工夫を

してほしい。また、障害者にはまだまだ参加できない会

場も多いのでバリアフリーのところも増やしてほしい。

（70代女性） 

広報等の情報について 14 件 ・ネット又はスマホで逐次情報を送ってもらうことで、 

市民の一人一人が見る、読む頻度が広報よりも高くなる

と思う。（50代男性） 

・市の情報や地区の情報等が回覧板で分かるようにしてほ

しい。今の回覧板は商品、カタログばかりで、読むもの

は何もない。たまにお知らせがあるが、これはよいと思

う。（70 代女性） 

・週 1 回特定の時刻にあいさつやイベントの告知を町内 

アナウンスで行う。（20 代男性） 

市役所のサービスについて 38 件 ・支所で間に合わないことが結構ある。本庁へ行ってく 

ださいとか直接電話してくださいとか言われる。高齢者

の人達は不安に思っている。（60 代女性） 

・受け身的な対応ではなく、市民のために働きかけられ 

る体制作りが必要。（40 代男性） 

まちづくり全般について 74 件 ・子育てから介護まで全ての環境が整っている、人に優し

いまちづくりをお願いします。どの世代にも楽しく暮ら

せる東近江市に。（30代女性） 

・鈴鹿から琵琶湖までの広域な東近江市。私は永源寺生 

れ八日市育ち、現在能登川在住。それぞれの地域に合っ

たまちづくり、施策が重要と思う。（70代男性） 

・旧市町地区の伝統を大切にしたまちづくりも大切であ 

るが、今後はどの地域の方もよろこべる新しい公平なま

ちづくり施策も大切であろう。新しい東近江市独自の新

しいまちづくり（どの地域の方も理解ができる。）が必

要。（60 代男性） 
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内容 件数 主な意見（一部抜粋） 

まちづくり全般について 

（つづき） 

 ・合併して自分の地域が変化したとは思えない。変化・発

展している地域は限られていると思う。やはり東近江市

全体に活気を。（50 代女性） 

アンケートについて 6 件 ・アンケートなど問うのはよいが、結果が不明になるこ 

とが多い。できるだけ開示を望む。（60代男性） 

その他 46 件 ・特になし（13 件） 

・感想等（7件） 

・その他（26件） 
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３ 総括                                   

１．回答者属性                                    

・男女比は 2 対 3 となっています。 

・60 歳以上がほぼ半数を占めています。 

・居住地区は、2 割が能登川地区、1 割が蒲生地区と五個荘地区。旧八日市市 8 地区が 4割近く。 

 

２．住みごこちや愛着等について                             

・8 割近くが住みごこちが良く、また 6 割が東近江市に対して愛着があると回答しています。 

・東近江市を自慢できるかについては、4割近くが自慢できる一方、4 割が「どちらともいえない」

としています。 

・知名度アップの取組としては、「地域資源を生かした観光の振興」、「Ｂ級グルメの開発」、「メディ

アやＳＮＳの活用」が上位にあげられています。 

・名神高速道路八日市インターチェンジやＪＲ能登川駅等の名称変更については、7 割が「今のまま

でよい」と回答しています。 

・「鈴鹿１０座」の認知度は 1 割と低く、9 割近くが「知らない」と回答しています。 

 

３．健康や福祉について                                

・かかりつけ医は、6割近くが市内の病院又は診療所にいると回答しています。 

・病院や緊急時の医療体制は半数近くが満足している一方、3割近くが満足していません。 

・健康づくりの取組は 4 割以上が取り組んでおり（取り組みたいを合わせると 9 割近く）、その内容

としては、運動、食事、睡眠、規則正しい生活、定期健診の受診などが多くあげられています。 

・朝食を毎日食べている人は 9 割近くですが、運動は「ほとんどしていない」人が半数以上で、週 1

回以上の運動実施率は 3 割となっています。 

・7 割近くが悩み等を相談できる人がいると回答しています。 

・東近江市民の障害者に対する理解は進んできたと思うかについては、理解が進んできたと思う人が

微増していますが、「わからない」が 3割で最も多く、今後力を入れるべき取組は、バリアフリー

のまちづくりや施設整備における配慮などが多くあげられています。 

 

４．環境や暮らしについて                               

・自然環境の保全の取組への満足度は、3割近くが満足、「どちらともいえない」又は「わからない」

が 6 割ですが、半数以上の人が日々の営みの中では自然環境との関わりを感じています。 

・環境にやさしい取組は 9 割近くが実践しており、再生可能エネルギー・省エネ設備については設置

（予定も含む。）が 2割で、設置したいも含めると 4割になります。また、ごみと資源の分別は 9

割以上が実践しています。 

・住宅等の新築・改築時の市内産木材の活用については、7 割近くが活用したいと回答しています。 

・「男は仕事、女は家事・育児」という考え方については、6割近くが共感しないと回答しています。 

・市役所内に消費生活センターがあることの認知度は 6 割近くありますが、市役所内の市民生活相談

室で法律相談や登記相談等が受けられることは、半数以上知られていません。 

・公共交通の満足度は低く、平成 28 年度の調査より評価は下がっており半数以上が満足していませ



152 

 

ん。 

・ＪＲ琵琶湖線の利用目的は遊び・趣味等、通勤・通学、仕事が多く、主な乗車駅は能登川駅と近江

八幡駅となっています。一方、7割近くが利用していないと回答しています。 

・近江鉄道は 8割が重要と感じているものの、9割近くが利用していないと回答しています。また、

半数改善を望んでおり、本数の増加、駐車場等の整備、ＪＲ琵琶湖線との接続改善などを求める声

が多くなっています。 

・住んでいる地域は災害に対して安全と感じている人が 6 割近くいます。災害への備えをしている人

は平成 28 年度より微増しているものの、3割が特に何もしていません。 

 

５．教育関連の取組について                              

・4 割近くが通学路の安全確保ができていると回答しています。 

・人権が尊重されたまちになっていると思う人は 3 割近くですが、3割が「どちらともいえない」と

回答しています。また、何らかの人権に関する講座や講演、研修等に参加した人は 4 割近くとなっ

ています。 

・オレンジリボン（児童虐待防止のシンボルマーク）の認知度は 4 割近く。児童虐待が疑われるとき

の通報先は、警察、市役所、民生委員児童委員、子ども家庭相談センターが多くあげられています。 

・趣味や教養活動については、2 割が「参加した」と回答しています。 

・青少年健全育成の取組は、3 割が「取組がなされている」と評価していますが、半数以上が「わか

らない」としています。 

 

６．都市整備について                                 

・都市基盤整備に対する満足度は、主要幹線道路、地域の生活道路、雨水排水、公園、河川の順となっ

ています。 

・平成 28 年度の調査より、河川の整備、地域の生活道路の整備、雨水排水の整備の順に満足度があ

がっています。 

 

７．購買状況等について                                

・食品や日用雑貨品は 8 割前後が市内で購入していますが、衣料品は半数以上が市外で購入していま

す。 

・お米の購入先は、知り合い、スーパーや量販店、親戚などの順となっています。 

・野菜を購入する際の基準は、鮮度、金額、安全と安心が多くあげられています。 

・農産物直売所は、市外も含めると 6 割近くが直売所を利用しています。 

 

８．協働のまちづくりについて                             

・協働のまちづくりができているかについては、4割近くが「わからない」としていますが、平成 28

年度の調査よりできていると思う人の割合が増加しています。また、協働のまちづくりを進めるた

めには、一人一人の意識改革が必要としています。 

・地域での住民同士の助け合いは、半数近くができていると評価しています。 

・地域活動又はＮＰＯやボランティア等の活動は、半数以上が参加していると回答しています。 
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９．広報等の情報について                                

・「広報ひがしおうみ」は 8割近くが読んでおり、うち 4 割近くが毎月読んでいます。また、半数以

上がその内容に満足しています。 

・「広報ひがしおうみ」の配信方法は、「公共施設に設置」が最もよく知られており、スマートフォン

のアプリでの閲覧はほとんど知られていません。 

・市の情報の取得方法は、半数以上が「自治会回覧」や「広報ひがしおうみ」をあげています。 

・「東近江市議会だより」は 6 割近くが読んでいます。 

 

10．市役所のサービスについて                              

・市役所職員の対応については、半数以上が良かったと回答しており、平成 28 年度より評価があがっ

ています。 
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４ 調査票                                 

 
 
 
  
 
 

 
 
 

◆アンケート調査へのご協力のお願い◆ 

 

皆さまには、日頃から東近江市政に御理解と御協力をいただき、誠にありがとうございます。 

さて、東近江市では「うるおいとにぎわいのまち東近江市」を目指し、昨年度に策定いたしました「第２次東

近江市総合計画」に基づき、まちづくりを進めております。 

住みよいまちづくりを実現するため、皆さまの意識や生活スタイルなどの幅広い項目について御意見をお

聞かせいただきたく、市内にお住まいの１８歳以上の市民の皆さまから約３，０００名を無作為に抽出し、アン

ケート調査を毎年実施させていただいております。 

皆さまには何かと御多用のこととは存じますが、本調査の趣旨を御理解いただき、御協力くださいますよう

お願い申し上げます。 

なお、今回お答えいただきました内容につきましては統計的に処理し、東近江市個人情報保護条例に基

づき適切に取り扱います。 

                                                             平成２９年８月 

東近江市長 小椋 正清 

平成２９年度 

東近江市 市民意識調査 

アンケートのご記入・返信について 

・調査の回答は、封筒あて名の御本人が記入してください。なお、御本人による回答（記入）が難しい

場合は、御家族の方が御本人の意思を反映して、御記入くださいますようお願いします。 

・お答えは、質問にしたがって、あてはまる番号に○をつけてください。 

・選択肢の中で「その他」に回答された場合は、（   ）内に具体的な内容を記入してください。 

・記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒に入れて、平成２９年９月４日（月）までに郵便ポスト

に投函してください。切手は不要です。 

アンケートに関する問い合わせ 

東近江市 企画部 企画課 

〒５２７－８５２７ 東近江市八日市緑町１０番５号 

ＩＰ電話：０５０－５８０１－５６１０ 電話：０７４８－２４－５６１０  

ＦＡＸ：０７４８－２４－１４５７  Ｅメール：kikaku@city.higashiomi.lg.jp 

※宛先は、平成２９年８月１日現在の住民基本台帳から抽出しました。 

mailto:kikaku@city.higashiomi.lg.jp
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平成２９年度 東近江市 市民意識調査 調査票 

１ あなた自身のことについておたずねします。 

問 1 性別《○１つ》 １．男性 ２．女性 

問 2 年齢《○１つ》 
１．１０歳代 ２．２０歳代 ３．３０歳代 ４．４０歳代 

５．５０歳代 ６．６０歳代 ７．７０歳以上  

問 3 居住地区 

《○１つ》 

１．平田地区 ２．市辺地区 ３．玉緒地区 

４．御園地区 ５．建部地区 ６．中野地区 

７．八日市地区 ８．南部地区 ９．永源寺地区 

10．五個荘地区 11．愛東地区 12．湖東地区 

13．能登川地区 14．蒲生地区 15．わからない(町・丁目名         )

 

 ２ 住みごこちや愛着等についておたずねします。 

問 4 あなたは、東近江市の住みごこちをどう思いますか。《○１つ》 

１．良い ２．どちらかといえば良い ３．どちらかといえば悪い 

４．悪い ５．わからない  

 

問 5 あなたは、東近江市に対して愛着がありますか。《○１つ》  

１．とても愛着がある ２．やや愛着がある ３．どちらともいえない 

４．あまり愛着がない ５．愛着がない  

 

問 6 あなたは、東近江市を自慢できますか。《○１つ》   

１．とても自慢できる ２．やや自慢できる ３．どちらともいえない 

４．あまり自慢できない ５．自慢できない  

 

問 7 東近江市では、合併から１２年目を迎え、知名度アップに取り組んでいきたいと考えています。 

あなたは、どのような取組をすれば、東近江市の知名度がアップすると思いますか。《○３つ》  

１．地域資源を生かした観光の振興 ２．ＰＲ動画の製作 

３．ＰＲ看板の設置 ４．ＰＲ大使の任命 

５．メディアやＳＮＳの活用 ６．Ｂ級グルメの開発 

７．公共施設等の名称変更 ８．アンテナショップの開設やイベントの開催 

９．ゆるキャラやマスコットの活用 10．その他（              ） 

 



156 

 

問 8 東近江市の認知度アップを図る方法の１つとして、名神高速道路八日市インターチェンジやＪＲ能登川

駅等の名称を「東近江」に変更することについてどう思われますか。《○１つ》   

１．今のままでよい ２．変更したほうがよい ３．どちらでもよい 

 

問 9 東近江市では、平成２７年度に鈴鹿の山々から「鈴鹿１０座」を認定し、鈴鹿山脈の素晴らしさと存在

意義を広く周知するとともに、東近江市の知名度アップにもつなげていきたいと考えています。 

あなたは、「鈴鹿１０座」を知っていますか。《○１つ》   

１．知っている ２．知らない 

 

 ３ 健康や福祉についておたずねします。  

問 10 あなたには、日常的な診療や健康の管理をしてくれるお医者さん（かかりつけ医）はいますか。《○１つ》    

１．市内の病院にいる ２．市内の診療所（開業医）にいる ３．市外の病院にいる 

４．市外の診療所（開業医）にいる ５．いない  

 

問 11 あなたは、病院や救急時の医療体制に満足していますか。《○１つ》  

１．満足している ２．どちらかといえば満足している ３．どちらかといえば満足していない

４．満足していない ５．わからない  

 

問 12 あなたは、自分の健康づくりのために何か取り組んでいますか。《○１つ》 

１．取り組んでいる  ２．取り組みたいと思っている  →問 12-1 へ 

３．取り組むつもりはない →問 12-2 へ  

 

問 12-1 問 12 で「１．取り組んでいる」「２．取り組みたいと思っている」とお答えの方にお聞きします。 

具体的にどのような取組をしていますか、又は取り組みたいと思っていますか。 

《あてはまるものすべてに○》 

１．運動をする ２．趣味(運動以外)の時間をつくる 

３．休養を十分にとる ４．食事の量や質に注意する 

５．睡眠を十分にとる ６．定期的に健康診査やがん検診を受ける 

７．規則正しい生活をする ８．たばこを控える又はやめる 

９．アルコールを控える又はやめる 10．その他（                    ）

 

問 12-2 問 12 で「３．取り組むつもりはない」とお答えの方にお聞きします。 

その理由はどのようなことですか。《あてはまるものすべてに○》 

１．どのように取り組んだらよいのかわからない ２．自分の健康づくりに興味、関心がない 

３．取り組んでも効果が期待できない ４．その他（                     ）
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問 13 あなたは、朝食を食べていますか。《○１つ》 

１．毎日食べる ２．週４日～５日食べる 

３．週２日～３日食べる ４．ほとんど食べない 

 

問１4 あなたは、スポーツやレクリエーション等の運動をどの程度行っていますか。《○１つ》 

１．週３回以上 ２．週１回～２回 

３．月１回～月２回程度 ４．ほとんどしていない 

 

問１5 あなたは、身近な地域で日ごろの心配ごとや悩みを話したり相談したりする人がいますか。《○１つ》  

１．いる ２．いない 

 

問 16 あなたは、東近江市民の障害者に対する理解は進んできたと思いますか。《○１つ》  

１．かなり進んできた ２．ある程度進んできた ３．どちらともいえない 

４．あまり進んでいるとは思わない ５．進んでいない ６．わからない 

 

問 17 あなたは、障害者に対する理解を深めるために、今後どのようなことに特に力を入れるべきだと思いま

すか。《あてはまるものすべてに○》 

１．スポーツや文化活動で地域交流を深める ２．「ふれあいの集い」などのイベントを充実する

３．市民対象の福祉講座や講演会を開催する ４．福祉施設を地域に開放し交流を図る 

５．グループホームを地域の中につくる ６．子どもたちへの人権・福祉教育を充実する 

７．障害者団体や関係グループの活動をＰＲする ８．ボランティアの育成を図る 

９．障害者も使いやすい施設をつくる 10．障害者がまちに出かけやすい整備を進める

11．わからない 12．その他（                     ）

 

４ 環境や暮らしについておたずねします。  

問 18 あなたは、東近江市の自然環境保全の取組について満足していますか。《○１つ》  

１．満足している ２．どちらかといえば満足している ３．どちらともいえない 

４．どちらかといえば満足していない ５．満足していない ６．わからない 

 

問 19 あなたは、暮らしや仕事等日々の営みの中で自然環境との関わりを感じていますか。《○１つ》  

１．感じている ２．どちらかといえば感じている ３．どちらともいえない 

４．どちらかといえば感じていない ５．感じていない ６．わからない 
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問 20 あなたは、次の低炭素・資源循環型の取組を行っていますか。  

 ①あなたは、環境にやさしい取組を行っていますか。（使用していない電気の消灯、マイバックの持参、

省エネ機器の選択、自転車や公共交通機関の利用等）《○１つ》 

１．常に取り組んでいる ２．ときどき取り組んでいる ３．取り組んでいない 

４．取り組もうと思わない ５．わからない  

  

②あなたは、自宅に再生可能エネルギー・省エネ設備を設置していますか。（太陽光発電や雨水貯留

施設、太陽熱温水器、エネファーム、蓄電システムの設置等）《○１つ》 

※エネファーム…家庭においてガス等を使って発電し、発電時の排熱を給湯等に利用するシステム 

１．既に設置している ２．設置する予定である ３．設置したいが予定はない 

４．設置したいと思わない ５．わからない  

 

問 21 あなたは、ごみと資源の分別をしていますか。《○１つ》 

１．している ２．どちらかといえばしている ３．どちらかといえばしていない 

４．していない ５．分別方法がわからない  

 

問 22 市内の土地の約５６％が森林であり、鈴鹿山系の山間部では木材の生産が行われています。 

あなたは、住宅等の新築・改築時に市内産木材を活用したいと思いますか。《○１つ》 

１．活用したい     →問 22-1 へ ２．活用したくない  

 

問 22-1 問 22 で「１．活用したい」とお答えの方にお聞きします。 

具体的に住宅等のどの部分で活用したいですか。《あてはまるものすべてに○》 

１．構造材（柱） ２．天井材 ３．壁面材 

４．床材 ５．わからない ６．その他（          ）

 

問 23 あなたは、「男は仕事、女は家事・育児」という考え方についてどう思いますか。《○１つ》  

１．共感する ２．どちらかといえば共感する ３．どちらかといえば共感しない 

４．共感しない ５．わからない  

 

問 24 あなたは、消費者トラブルに巻きこまれた時の相談窓口として、市役所内に消費生活センターがある

ことをご存知ですか。《○１つ》 

１．知っている ２．知らない 

 

問 25 あなたは、市役所内の市民生活相談室で、暮らしの困りごとに関して法律相談や登記相談等を受け

られることをご存知ですか。《○１つ》 

１．知っている ２．知らない 
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問 26 あなたは、市内の鉄道やバス等の公共交通に対して満足していますか。《○１つ》  

１．満足している ２．どちらかといえば満足している 

３．どちらともいえない ４．どちらかといえば満足していない 

５．満足していない ６．わからない 

 

問 27 あなたは、ＪＲ琵琶湖線をどの程度利用しますか。《○１つ》  

１．ほぼ毎日 ２．週１日～２日 ３．月１日～２日 →問 27-1 へ

４．ほとんど利用しない ５．利用したことはない 問 27-2 へ 

 

問 27-1 問 27 で「１．ほぼ毎日」「２．週１日～２日」「３．月１日～２日」とお答えの方にお聞きします。 

ＪＲ琵琶湖線を利用する目的は何ですか。《○１つ》 

１．通勤・通学 ２．仕事 ３．買物 ４．通院 

５．公共施設利用 ６．遊び・趣味等 ７．観光 ８．その他（         ）

 

問 27-2 問 27 で「１．ほぼ毎日」「２．週１日～２日」「３．月１日～２日」とお答えの方にお聞きします。 

ＪＲ琵琶湖線を利用するときの乗車駅は何駅ですか。《○１つ》 

１．能登川駅 ２．稲枝駅 ３．安土駅 ４．近江八幡駅 

５．その他（           駅） 

 

問 28 市内には近江鉄道の駅が１３箇所あり、東近江市の活性化を進めていくうえで重要な公共交通機関

であると考えています。 

あなたは、近江鉄道についてどう感じていますか。《○１つ》  

１．重要であると感じる ２．重要でないと感じる 

３．重要であるが利便性等の改善が必要と感じる ４．その他（                    ）

 
問 29 あなたは、近江鉄道をどの程度利用しますか。《○１つ》  

１．ほぼ毎日 ２．週１日～２日 ３．月１日～２日 →問 29-1 へ

４．ほとんど利用しない ５．利用したことはない  

 

問 29-1 問 29 で「１．ほぼ毎日」「２．週１日～２日」「３．月１日～２日」とお答えの方にお聞きします。 

近江鉄道を利用する目的は何ですか。《○１つ》 

１．通勤・通学 ２．仕事 ３．買物 ４．通院 

５．公共施設利用 ６．遊び・趣味等 ７．観光 ８．その他（         ）
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問 30 あなたは、近江鉄道を利用する場合、どんなことを希望されますか。《○１つ》  

１．本数を増やしてほしい ２．ＪＲ琵琶湖線との接続改善 

３．新幹線（米原駅）との接続改善 ４．バスとの接続改善 

５．駅前に駐車場・駐輪場を整備してほしい ６．その他（                      ） 

 

問 31 あなたの住んでいる地域は、災害に対して安全だと感じていますか。《○１つ》  

１．安全 ２．どちらかといえば安全 ３．安全とも危険ともいえない 

４．どちらかといえば危険 ５．危険 ６．わからない 

 

問 32 あなたは、地震等の災害に備えてどのような準備をしていますか。《あてはまるものすべてに○》 

１．水や食料等を３日分以上備蓄 ２．非常持ち出し袋の準備 

３．家具の転倒防止 ４．地域の防災訓練に参加 

５．一時集合場所や避難所を家族で確認 ６．安否連絡方法を家族で確認 

７．その他（                     ） ８．特に何もしていない 

 

問 33 大規模な災害時には、住民同士の助け合いが必要と言われていますが、あなたなら何ができると思

いますか。《あてはまるものすべてに○》 

１．救助活動 ２．消火活動 

３．安否確認作業 ４．負傷者のケア 

５．身体の不自由な方や高齢者のケア ６．食料や備蓄品の提供 

７．井戸水の提供 ８．自宅スペースの提供 

９．その他（                      ） 10．何もできないと思う 

 

５ 教育関連の取組についておたずねします。 

問 34 あなたは、市内において児童・生徒の通学路の安全は確保できていると思いますか。《○１つ》  

１．できている ２．どちらかといえばできている ３．どちらともいえない 

４．どちらかといえばできていない ５．できていない ６．わからない 

 

問 35 あなたは、「東近江市は人権が尊重されるまち」になっていると思いますか。《○１つ》   

１．そう思う ２．どちらかといえばそう思う ３．どちらともいえない 

４．どちらかといえばそう思わない ５．そう思わない ６．わからない 
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問 36 あなたは、この１年間に職場、市又は地区等が開催する人権に関する講座や講演、研修等に参加 

しましたか。《あてはまるものすべてに○》  

１．職場の講演や研修に参加した ２．市の講座や講演に参加した 

３．地区の講座や講演に参加した ４．自治会の町別懇談会に参加した 

５．参加していない ６．その他（                      ） 

 

問 37 あなたは、オレンジリボンが児童虐待防止のシンボルマークであると知っていますか。《○１つ》 

１．知っている ２．知らない 

 

問 38 あなたは、児童虐待が疑われるときに、どこに通報しますか。《あてはまるものすべてに○》 

１．子ども家庭相談センター ２．警察 

３．市役所 ４．子ども相談センター２４ｈ虐待こどもダイヤル 

５．児童相談所全国共通ダイヤル１８９ ６．園・学校 

７．保健センター ８．民生委員児童委員 

９．その他（                      ） 10．通報先を知らない 

11．通報しない  

 

問 39 あなたは、この１年間にコミュニティセンター等で趣味的なもの（音楽・美術等）や教養的なもの（文

学・歴史等）の活動に参加しましたか。《○１つ》 

１．週３回以上参加した ２．週１回～２回参加した ３．月１回～月２回程度参加した 

４．年数回程度参加した ５．参加しなかった  

 

問 40 あなたは、東近江市において青少年健全育成の取組がなされていると思いますか。《○１つ》 

１．そう思う  ２．どちらかといえばそう思う  

３．どちらかといえばそう思わない ４．そう思わない  →問 40-1 へ 

５．わからない   

 

問 40-1 問 40 で「３．どちらかといえばそう思わない」「４．そう思わない」とお答えの方にお聞きします。 

その理由はどういったことですか。《あてはまるものすべてに○》 

１．子どもの非行防止についての啓発が不十分 

２．有害図書の排除等、青少年にふさわしい環境浄化が不十分 

３．パトロール活動等の子ども安全対策が不十分 

４．社会経験や自然体験を学べる機会が少ない 

５．その他（                                                   ）
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６ 都市整備についておたずねします。  

問 41 市内の都市基盤の整備に対する満足度をお答えください。《それぞれの項目に○１つ》 
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ど
ち
ら
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い
え
な
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ど
ち
ら
か
と
い
え
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不
満 

不
満 

わ
か
ら
な
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①主要幹線道路の整備（主に市外へ移動するための道路） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

②地域の生活道路の整備（主に市内を移動するための道路） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

③河川の整備(一級河川等) １ ２ ３ ４ ５ ６ 

④雨水排水の整備(身近な水路等) １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑤公園の整備（広場、遊び場等） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

７ 購買状況等についておたずねします。  

問 42 あなたは、日頃、食品や日用雑貨品、衣料品を主にどこで購入されますか。《それぞれの項目に○１つ》 

 

東
近
江
市
内 

近
江
八
幡
市 

彦
根
市 

甲
賀
市 

そ
の
他 

県
内
市
町 

県
外 

カ
タ
ロ
グ
通
販 

ネ
ッ
ト 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ 

そ
の
他 

①食品 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

②日用雑貨品 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

③衣料品 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

 

問 43 あなたの家庭では、お米を主にどこから購入等していますか。《○１つ》 

１．お米屋さん ２．スーパーや量販店 ３．インターネット 

４．知り合いなどから購入している ５．親戚などから貰っている ６．自分で作っている 

７．わからない ８．その他（                     ） 

 

問 44 あなたの家庭では、野菜等を購入する際には主に何を基準に選んでいますか。《○2 つ》 

１．金 額 ２．鮮 度 ３．安全と安心 

４．調理の利便性（カット済み、洗浄済み等） ５．見た目 ６．生産地（市内、県内産等） 

７．わからない ８．その他（                     ） 
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問 45 あなたの家庭では、市内の農産物直売所（青空市、無人販売所含む）を利用しますか。《○１つ》 

１．よく利用する（週に１回以上） ２．利用する（月に１回～３回程度） 

３．たまに利用する（年間数回程度） ４．利用しない 

５．市内の直売所は利用しないが市外の直売所を利用している ６．わからない 

 

８ 協働のまちづくりについておたずねします。  

問 46 あなたは、東近江市では市民、企業、行政等が共に考え、力を合わせた協働のまちづくりができてい

ると思いますか。《○１つ》  

１．できている ２．ある程度できている ３．どちらともいえない 

４．あまりできていない ５．できていない ６．わからない 

 

問 47 あなたの身近な地域で住民同士の助け合いができていると思いますか。《○１つ》  

１．できている ２．どちらかといえばできている ３．どちらともいえない 

４．どちらかといえばできていない ５．できていない ６．わからない 

 

問 48 あなたは、自治会やまちづくり協議会等の地域活動又はＮＰＯやボランティア等の活動にどの程度参

加していますか。《○１つ》  

１．積極的に参加している   ２．できる限り参加している  →問 48-1 へ 

３．ときどき参加している  ４．参加していない  

 

問 48-1 問 48 で「１．積極的に参加している」「２．できる限り参加している」とお答えした方にお聞きします。 

          この１年間にどのような活動に参加しましたか。《あてはまるものすべてに○》 

１．自治会活動 ２．まちづくり協議会の活動 

３．ＮＰＯの活動 ４．ボランティア活動   →問 48-2 へ 

５．その他（                    ）  

 

問 48-2 問 48-1 で「４．ボランティア活動」とお答えした方にお聞きします。 

       この１年間にどのようなボランティア活動に参加しましたか。《あてはまるものすべてに○》 

１．高齢者に対する活動 ２．障害者に対する活動 

３．子育てをする親や子どもを支援する活動 ４．健康や医療に関係した活動 

５．スポーツに関連した活動 ６．自然や環境を守る活動 

７．美化・清掃活動 ８．災害・防災に関連した活動 

９．交通安全・防犯活動 10.国際協力に関連した活動 

11.その他（                    ）  
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問 49 あなはたは、協働のまちづくりを進めるためにはどんなことが必要だと思いますか。《○１つ》  

１．市民一人一人のまちづくりへの関心を高める ２．まちづくりのリーダー養成や組織づくりの支援

３．地域の課題を話し合える場づくり ４．まちづくり活動をしている人のネットワークづくり

５．その他（                                                      ）

 

 ９ 広報等の情報についておたずねします。  

問 50 あなたは、市の広報紙「広報ひがしおうみ」を読んでいますか。《○１つ》 

１．毎月読んでいる   ２．たまに読んでいる  →問 50-1 へ 

３．読んでいない ４．知らない       →問 50-2 へ 

 

問 50-1 問 50 で「１．毎月読んでいる」「２．たまに読んでいる」とお答えの方にお聞きします。 

あなたは、「広報ひがしおうみ」の内容について満足していますか。《○１つ》  

１．満足している ２．どちらかといえば満足している 

３．どちらともいえない ４．どちらかといえば満足していない 

５．満足していない  

 

問 50-2 問 50 で「３．読んでいない」「４．知らない」とお答えの方にお聞きします。 

その理由は何ですか。《○１つ》  

１．手元に届かない ２．記載内容に魅力がない 

３．紙面が読みにくい ４．その他（                     ）

 

 

問 51 「広報ひがしおうみ」は毎月新聞折込みによる配布の他に、次の方法で配信等を行っています。 

あなたは、次の配信等の方法を知っていますか。《それぞれの項目に○１つ》 
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①市ホームページで閲覧 １ ２ ３ 

②東近江スマイルネットのデータ放送で視聴 １ ２ ３ 

③スマートフォンのアプリ「マチイロ」で閲覧 １ ２ ３ 

④公共施設等（市役所、図書館、ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰなど）に設置 １ ２ ３ 
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問 52 あなたは、市の情報（お知らせ）は主にどのような方法で取得していますか。《○３つまで》 

１．広報ひがしおうみ  ２．新聞 

３．自治会回覧  ４．公共施設に設置してあるチラシ  

５．市ホームページ  ６．ケーブルテレビ（東近江スマイルネット）  

７．音声告知端末  ８．ラジオ（ＦＭひがしおうみ）  

９．その他（                                                    ） 

 

問 53 あなたは「東近江市議会だより」を読んでいますか。《○１つ》  

１．毎号読んでいる  ２．たまに読んでいる 

３．読んでいない ４．「東近江市議会だより」を知らない 

 

10 市役所のサービスに関しておたずねします。  

問 54 この１年間に、市役所（支所・出張所を含む）の窓口利用や電話でのお問い合わせ、又は市役所外で

職員に接した際の市役所職員の対応の印象はいかがでしたか。《○１つ》 

１．良かった ２．どちらかといえば良かった 

３．どちらともいえない ４．どちらかといえば悪かった 

５．悪かった ６．利用や問い合わせをしていない又は職員と接していない

 

11 まちづくりに対する御意見等についておたずねします。 

問 55 東近江市のまちづくりについて、御意見や御提案等がありましたらご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
調査に御協力いただき、ありがとうございました。 

調査票を返信用封筒に入れ、９月４日（月）までにポストに御投函ください。 
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